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　第一章　花火と友達







　もし明日あした、自分が死ぬとわかっていたらなにをするだろう？


　そんなことをよく考える。


　たとえばパフェをお腹なかいっぱい食べたいとか。


　お小こ遣づかい全部使って欲しかったＣＤ全部買っちゃうぞ、とか。


　そんな馬ば鹿かなことをたくさん妄もう想そうしてから、でも、最後はいつも、同じ答えにたどりつくのだ。


　もちろんそれは、みんなと同じ答えじゃないかもしれない。みんなが思う答えとは違ちがうかもしれない。


　でも、私ならきっと、好きな人と一いつ緒しよに過ごしたくなるだろうなぁ、と、思う。


　それは恋こい人びとがどうこうとかじゃなくて。


　好きだと思った人たち全員とたくさん笑って、本当に涙なみだが出るくらい笑って、それからお礼を言うのだ。


　そばにいてくれてありがとうって。


　今日一緒に笑ってくれてありがとうって。


　あなたたちがいてくれたから、自分の人生は楽しかったよって、そう伝えるのだ。


　でも、自分が死ぬということだけは、出来ることなら知られずに死にたい。


　みんなが自分のことで、悲しい気分になってほしくないから。つまらない気持ちになってほしくないから。


　だから、覚えていて欲しいのは、一緒に楽しそうにしていたことだけ。


　あいつおもしろい奴やつだったなぁ、とか。


　一緒にたくさん笑ったなぁ、とか。


　それで、ふぁっと消えるのだ。


　そういう想い出だけ残して、ひょいっと消えるのだ。


　あれぇあいつ最近見み掛かけないなぁって思われるくらいの感じで、ささっと消える。


　もしも明日、自分が死ぬとわかっていたなら。


　もしも近い未来、自分の死ぬ日がわかっていたなら。


　私は、そうしたい。


　そして。


「…………」


　碧あお水み泉いずみは子供のころから、自分の死期を知っていた。


　脳の中に出来ている腫しゆ瘍ようのようなものが年々その大きさを増していて、医者からはおそらく、十八歳になる前に死ぬだろう、と、宣告されていた。


　おまけにそれは原因不明の病気で、治ち療りよう法はないのだという。


　両親は必死になってたくさんの病院を駆かけずり回まわってくれたけれど、でも、それはもう、どうにもできないことなのだという。


　そしてそのころからずっと、彼女は同じ妄想をしていた。


　もしも明日、自分が死ぬなら。


　もしも一か月後、自分が死ぬなら。


　もしも、もしも、もしも、


「……ってか、私ってばもうすぐ十六歳だから、なにげにあと二年しかないのかぁ」


　なんてことを、泉は独ひとり呟つぶやく。


　場所は生徒会室。


　日付は九月一日。


　夏休みの、終わりの日だ。


　さすがに今日は夏休み最後の日なので、校舎には生徒たちの姿はない。


　ひっそりと静かな、蟬せみの声くらいしか聞こえない生徒会室の中で、


「あーんもう、今日で夏休みが終わっちゃうのになー」


　なんてことを、言う。


「私には……」


　と言いかけ、しかしその言葉は、飲み込む。言っちゃいけない言葉だったから。そういうのは言うのをやめているから。


　だから──私にはあと、二回しか夏休み、残ってないのにな～──なんていう、馬鹿げた言葉は飲み込んで、


「メールだしてもみーんな返事ないしさぁ。嫌いやがらせにもっかい同じメールだしちゃお」


　などと言ってから、彼女は楽しげにえへへと笑う。


　短いスカートからすらりと伸のびた細い足で、机を押おす。


　すると彼女が座っていた椅い子すが、ぎりぎり引ひっ繰くり返かえらない程度にカクカクと傾かたむく。スカートがペラペラめくれてパンツが見えてしまうが、いま生徒会室には彼女一人しかいないので気にしない。


「ふんふふーん♪」


　と独り、鼻はな唄うた混じりに携けい帯たいを操って、再送のボタンを押す。


　送信先は生徒会メンバー全員だ。


　メールの文面は、





『いっやーみなさん、今日は夏休み最後の日ですよ御ご存ぞん知じでしたか！　なーのーで、みんな！　今日は生徒会室に集まって、遊ぼーぜー！　なんとすでに花火は用意してあります。だから日暮れまで遊んで、それから校庭で花火やろ！　ほいで夕飯はピザとかとっちゃおうぜー！




泉より』







　その、送ったメールの文面を確認し、それから生徒会室の隅すみにおいてある、お小遣いをはたいて買ってきた花火セット四つのほうを見てから、


「……うーむ。楽しいと思うんだけどなー」


　と、ちょっとだけ寂さみしげに彼女は呟く。


　それから右手に持っていたガリガリ君をかじる。


　一口。


　二口。


　三口。


　クーラーの効いている生徒会室でアイスを食べると、体が急速に冷えていく。


　四口食べたところで、ガリガリ君の棒が見えてきて、その棒の上のほうに、『ア』と書いてあって、


「わわわ、これアタリじゃーん！　ラッキー！」


　と声を上げる。


　だがやはり、生徒会室に彼女は独りなので誰だれも一緒に喜んでくれない。


　それに彼女は、


「ちぇー。独りはつまんないなー」


　と、ほんのちょっとだけ唇くちびるをとがらせる。


　するとそこで、携帯が震ふるえる。


　メールがくる。


「お、返事きたー！」


　と、携帯を開く。


　するとそれはセルジュからのメールで。そこにはこうある。





『あ、泉さんすみません。今日は夏休み最後のアバンチュールをする相手の先約がありまして。でも明日はお付きあいしますよ』





　続いてその、セルジュの双ふた子ごの弟のハスガからもメールが届く。





『そんな場合じゃねぇから、花火はまた今度な』





　そしてメールは、それだけ。


　他に、月げつ光こう、美み雷らい、大たい兎と、ヒメアにもメールは届いてるはずなのだが。


「みんな忙いそがしいんだなぁ～」


　と、彼女は携帯を見つめて呟く。それから立ち上がって、部屋の隅にいく。そして四つも買ってしまった花火を見下ろして、


「……これどーしよ。まさかの独り花火とか？」


　なんて言ってみて、いや、それはそれでちょっと楽しそう、なんて思う。


　夏の終わりに、たった一人で花火セット四つに点火する女。


「って、なんかそれ、ちょー寂さびしくていいね～」


　と、なにがいいのかは自分でもわからないが、彼女はそのまま窓まどの外へと目を向むける。


　まだ日が暮れるような時間じゃないのだが、もし花火をやるのなら晴れていたほうがいいな、と思い、窓の外の、空のほうへと目を向けようとして。


　しかしそこで、


「え!?」


　と思わず声を上げてしまう。


　なぜならその、窓の外に突とつ然ぜん、一人の少女が現れたから。


　それは見知らぬ娘こだった。


　間ま違ちがいなく日本人じゃない、奇き妙みような銀色の髪かみに、碧へき眼がん。宮みや阪さか高校のセーラー服ではない、どこかお嬢じよう様学校の制服のような服。泉とタメはりそうなほどに短いスカートに、腰こしには異常に長い日本刀、というヘンテコな姿。


　すっごくかわいい子だった。


　年の頃ころは自分と同じ十五か、もしくは一、二個くらい下かもしれない。


　だがそのかわいい子が、学校の五階にあるはずのこの、生徒会室の窓の外にいて。


　さらに華きや奢しやな足を思いっきり振ふり上げる。その足で強く窓を蹴けり付けてくる。


　窓は割れない。


　いや、窓を蹴った音すらしない。


　この生徒会室には月光が強力な結界を張っており、そう簡単には侵しん入にゆうできないようになっているのだ。


　だがそれに、銀ぎん髪ぱつ少女がおもしろげに笑う。それから腰の、日本刀へと手を伸ばす。


　そしてそこでやっと、


「やっばい」


　泉は反応する。


　敵だ。


　敵てき襲しゆうだ。


　あの娘こが誰かはわからないが、あきらかに彼女はここに侵入してこようとしてきている。


　そしてこの《軍》による結界に守られた宮阪高校に侵入してこられるような敵は、


「ちょーやばいよね？　ね？」


　と、泉は駆け出だす。


　窓とは反対の、教室の出口へと駆けていき、廊ろう下かへと出ようとするが──


　しかし、廊下のほうからも音がする。なにやら何十人もの人間が走ってくるような足音が響ひびいてきていて、


「こっちもか～!?」


　泉は廊下に顔を出す。


　すると廊下の向こう側から、武装した兵士たちがこちらに迫せまってきて、


「わわ、やっばーい！」


　慌あわてて泉は教室の扉とびらを閉める。鍵かぎをかける。それからダッシュで教室の後ろの、掃そう除じ用具が入っているロッカーを開き、その一番上におかれているお札を二枚取る。


　扉に戻もどって、鍵にお札を貼はりつける。


『ロック』


　という声が扉から響くが、無視してさらに教室の前側の入口へと走る。扉を閉める。鍵をしめようとしたところで、


「開けろっ！」


　と、扉の外まできてしまっていた武装した兵士に怒ど鳴なられる。扉が殴なぐられる。扉にはあっさりヒビが入る。もう一度蹴られたらきっと、扉は壊こわれる。


　だがその、二発目の蹴りの前に、


「てりゃ！」


　泉はお札を鍵に貼る。


　するとまた、


『ロック』


　という声が響く。


　と同時に、扉にあらかじめ施ほどこされていた結界が発動する。兵士が蹴っても扉はびくともしない。それどころか、蹴った音すらしない。


　さらに兵士は持っていたマシンガンのような銃じゆうを発はつ砲ぽうする。ドガガガガガという、もう、海外アクション映画でやってたのとは全然違ちがう、教室中が震えるような轟ごう音おんとともに弾だん丸がんが発射されて扉を破は壊かいしようとするが、しかし、やはり扉はびくともしない。


　それに泉は、


「おおー、月光ぽんすごい」


　なんて言う。


　それからひょいひょいと二、三歩後ろに下がり、目を細めて、


「でも、閉じ込められちゃったーん」


　なんて、ちょっとだけうわずったような声こわ音ねで言う。


　扉の小窓からは、武装した兵士たちが何十人も群がってきているのが、見える。


　背後では銀髪少女が剣けんを振り回して窓を切きり裂さこうとしている。


　その、なんかもう、これ以上ない、というほど敵に取り囲まれてしまっている様子に、


「……えへへ」


　なぜか、彼女はちょっとだけおもしろげに笑う。そして手に握にぎっていた携帯を操作し始めながら、


「……こ～れだからこの生徒会に入りたかったんだよねぇ～。十八歳で死ぬかもーって怯おびえてたのが馬ば鹿かみたいに思えるほど、毎日死が隣となりにあるの。さーてさて、囚とらわれの泉ちゃんの命運やこれいかにー!?」


　なんて言いながら、アドレス帳から紅月光ぽんと書かれた名前を見つけ、押す。


　しかしコール音が鳴らない。


　代わりに、


『おかけになった電話番号は、現在電波の届かないところに～』


「おっと月光ぽん、まさかの王子様になれず！」


　なんてやってる間にも、窓の外の敵が、二人に増えている。


　銀髪日本刀少女の他に、もう一人、十一、二歳の、背の低い少女がそこには現れていて。


　その子もやはり、白と赤を基調とした、お嬢様学校の制服のようなものを着ている。


　黒くろ髪かみ。


　白い肌はだ。


　真しん紅くの瞳ひとみ。


　それだけでもう、その子が人間じゃないのが、わかる。


　顔はかわいいが、しかしその子にはまるで覇は気きや生気というものがなくて。


　日本刀銀髪少女が、その背の低い子に言う。


　すると結界が弱まってきているのか、その声は聞こえた。


「ペルティ、結界を窓ごと消して」


　するとその、ペルティと呼ばれた背の低い子は、


「うん」


　と、うなずく。


　それから手をあげて、窓にそっとあてる。


　瞬しゆん間かん、ペルティの髪がぐぐぐっと広がっていくのが見えた。まるでそれは美雷が月光に悪あく魔まの封ふう印いんを解かれたときのような変化で。


　みるみる少女の中に力が集まっていく。


　さらに着ていた制服が弾はじけ、内側から別の、まるでドレスのような黒い服が現れる。マントのようなものがはためき、揺ゆれる。


　そしてペルティは言った。


「死よ、ここに集まれ」


　それから手で、ぽんっと窓をたたく。


　その、刹せつ那な！


「…………」


　刹那っ！


　窓が割れ──たりはせず、どういうわけかなにも起きなかった。


　それに泉は思わず、


「へ？」


　と言う。


　さらにペルティが、無表情のまま横にいた日本刀少女を見上げて、


「……リーネ」


「なに？」


「……失敗した」


「見りゃわかるわよ！　ってか、あんたの力は五回に一回くらいしか発動しないんだから、連発しなさい、連発！」


　と、リーネと呼ばれた日本刀少女が窓を指差す。


　それにペルティは親に怒おこられてすねた子供のような顔で、


「……命令されたくない」


「いいから！」


「……むー」


　と、無表情のままさらに窓を、


「えい」


　たたく。


「えい」


　たたく。


　それに泉は顔をしかめる。


　いまの会話によると、ペルティの能力は五回に一回くらいの確率でしか発動しないのだという。


　だが、窓を五回たたくのは簡単だ。


　発動確率は20％。


　能力が発動したときになにが起きるのかはわからないが、しかし、発動条件が厳しいにもかかわらず能力を使おう、と思うからには、相当強力な能力なのだろう。


　なら、窓に貼られた結界も壊されてしまい──


「えい、えい、えい」


　壊されてしまいそう──


「えい、えい、えい、えい、あれー、発動しない」


「ってなんであんたそんな運が悪いの!?」


　窓はまるで破壊されず、なにやら外が騒さわがしかった。


　どうやら五回たたくと必ず発動するのではなく、毎度20％くらいの確率らしい。


　なら、ハズレが延々続く可能性だって、ある。


　それになにより。


「…………」
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　と、泉は左手に握ったまま忘れていたガリガリ君の棒を見る。


　もうアイスは溶とけて、手がべしゃべしゃになってしまっているが、しかし、アイスの棒の真ん中に燦さん然ぜんと輝かがやく、アタリの文字に、


「ほっほっほー、ガリガリ君アタリを出した今日の私に、確率で挑いどむとは良い度胸だ～！」


　なんて言いつつ、右手の携けい帯たいをくるくる操って、黒くろ守す先生という名前を出す。


　押す。


　プルルルと三度ほどコール音が鳴って、


『はい』


　黒守が出る。


　それに泉は言う。


「あ、先生、いま……」


『襲しゆう撃げきされてます？』


「あ、もう状じよう況きよう把は握あくしてるんですか？　じゃあこっちに助けに……」


　しかしそれを黒守が遮さえぎって、


『ですが私もいま、魔ま女じよどもと交戦中……』


　という言葉の途と中ちゆうで、今度は女の声がする。


『一級Ａ魔女の私を相手によそ見？　はは、どうやら死にたいみたいだなぁ、黒守・フィリエル！』


『お、お、ちょ……泉さん、またあとで』


「え？」


『彼女を殺して、かけ直します』


「ちょっ……」


　が、そこで電話は切れた。


　さらにその、横でまた、


「えい」


　というペルティの声があがる。


　その、刹那。


　今度こそその、刹那！


　ペルティの能力が発動した。


　彼女の小さな手を中心に、光が放たれる。


　だがそれは、闇やみ色の光だった。その光がぴかっと一いつ瞬しゆんだけ輝く。


　するとその瞬間、窓が消えた。いや、窓だけじゃない。窓まど枠わくも。その上下の階の壁かべも、跡あと形かたもなく消し飛んで。


「……ん。発動したぞ」


　と、無表情だが、どこか自じ慢まん気げにペルティが胸を張って、それにリーネが、


「おっそい！」


　と言いながらも、ペルティの頭をわしわしなでる。


　するとペルティは満足そうにうなずき、リーネのほうへと顔を上げ、言う。


「……私は褒ほめられてるのか？」


「まあね」


「……ふふふ。そうか。まあな。私は褒められる価値があるからな」


　などと言う。


　そのまま二人は生徒会室に入ってくる。


　結局助けも呼べないまま、泉のすぐそばまで敵はきてしまう。


　それに泉は、


「わーお、もしかして泉ちゃん、ここでゲームオーバーかなぁ？」


　なんて呟つぶやく。


　正直な話、泉はこの生徒会室の中では、最弱なのだ。


　月光ぽんのように性格悪くないし、大兎君のように不死身でもない。美雷ちゃんみたく悪魔でもないし、ヒメちゃんみたいに魔ま法ほうも使えない。


　そんななんにもできないただの人間が、


「どーやってあれを撃げき退たいしよう……」


　と、日本刀娘むすめと、えいえい少女を見る。


　それから携帯を後ろ手に隠かくす。ブラインドでアドレス帳を操作する。いま、カーソルは黒守先生の名前の上にあったから、そこから左に一つ画面を移動して……


　とそこで、リーネが手に持っていた日本刀をこちらに向けて、


「で、あんた、この宮阪高校の生徒会委員？」


　と聞いてくる。


　それに泉はにっこり笑って答える。


「いやー、ええと、人にものをたずねるときは、まずは自分から名乗るべきじゃないのかーって、漫まん画がで読んだこと……」


　しかしそこで、泉では反応することの出来ない速さでリーネが一歩前に出る。日本刀が振ふられる。刃やいばが泉の首筋に添そえられて、薄うす皮かわが一枚、切れるのを感じる。


　やはり漫画でしか読んだことのないような、言うことを聞かないと首を切断するぞーな展開に泉は日本刀を見て、それからリーネのほうへと目を向けると、


「私ってば日本人なのに、日本刀の実物って初めて見たよ～」


　と言う。


　するとリーネが綺き麗れいな青い瞳でじろりとこちらをにらみ、


「ふざけないで、質問にちゃんと答えなさい。じゃないと首を飛ばすよ？」


「でも首飛ばしたら質問に答えられないよ？」


「ヘリクツ言わない」


「あは、それよく注意されるんだー」


　と言って、泉は笑う。体が震ふるえだしそうになるのをこらえながら、けらけら笑う。


　それに怪け訝げんそうな顔でリーネがこちらを見て、


「……その余よ裕ゆうはどこからくるの？」


「さあ、どこでしょう？」


「ほんとに、なめてると殺すよ？」


　という言葉に、泉はにっこり笑って、


「どうぞ」


　と言う。そのまま顎あごをあげて、喉のどを差し出す。そしてちょっとエッチっぽい、ドギマギするような表情を作って、


「あの……初めてだから……痛くしないでね？」


　なんてことを言う。


　するとリーネは困こん惑わくしたような顔になる。だが泉は無視して、首をぐいっと剣けんのほうへと自分から押し付けようとする。


　それにリーネは慌あわてて剣を引く。


　さらに一歩後ろに下がる。


　そして、


「……なに、こいつ……」


　ちょっとだけ怯おびえたように言いかけ、それからはっとなにかに気づいたような顔になる。


「……罠わなか」


　と、うめくように言う。


　それに泉はやはり笑って、


「いやいや、罠じゃないよー。ささ、ぱくっと首を刎はねてみて」


「その手には乗らないぞ」


「えー、私一度日本刀で首飛ばしてみたかったんだけどなぁ……」


　と、泉は言う。


　楽しげにへらへら笑う。


　それにリーネは、警けい戒かいするようにこちらを見つめていて。


「…………」


　それに泉は、少しだけ緊きん張ちようが解ける。


　どうやら、なんとか主導権はにぎれたようだった。


　というか、なんの力もない泉に取れる作戦は、これしかなかった。


《軍》の中でも、一番の中心地といっていい、宮阪高校の生徒会室にいるのがただの人間のはずがない、という相手の心の中にある怖おそれを引き出す、という作戦。


　もちろん相手が《軍》のことを知らず、怯えたり怖れたりしていなかったらまるで効果がない作戦なのだが、しかし、効いた。


　賭かけに勝った。


　ガリガリ君アタリの今日の運勢はダテじゃない。


　これで少し、時間が稼かせげる。


　その間に──と、さらに後ろ手の携帯を操作する。見ないまま、目当ての相手の名前を探って、ボタンを押す。


　とそこで、リーネが横にいる、彼女の相棒らしいペルティに向かって、


「こいつのこと、どう思う？」


　そう、言いかけて、しかしペルティは生徒会室の机の上に置かれていた、泉のハッピーターンをこっそりを食べようとしていたので、


「拾い食いしない！」


　とリーネが怒ど鳴なる。


「……む？」


　それにやはり無表情なままのペルティが振り向き、言う。


「……だがこの菓か子しは机の上にあるぞ？　机の上にあるものも拾い食いになるのか？」


「ってか、ここ《軍》のテリトリーだから、勝手に行動しないで。なにが罠かわからないから」


「……ああ、そうか。わかった」


　とペルティは素直にうなずく。にもかかわらず、ささっと手をハッピーターンに伸のばしてそれを懐ふところに隠そうと──


「だめって言ってるでしょーが！」


　リーネがその腕うでをつかむ。


「むむぅ！」


　とペルティが反はん抗こうする。


　二人はハッピーターンの取りあいになる。


　なんてやりとりはひどく馬ば鹿かばかしいが、しかし、いまの会話でリーネが完全に泉の術中にはまっていることが、わかった。


　リーネは《軍》の力を、ひどく怖れている。


　ハッピーターンにすら毒があるんじゃないかと警戒するほどに、怖れている。


　そして実際、この《軍》という組織は、世界でも最大級の兵力と魔ま術じゆつを持った、魔術組織だったのだ。


　この間の鉄くろがね大兎暴走事件が起きるまでは、他の組織では手出しできないほどに強大な力を誇ほこっていたのだ。


　だが、いまはその機能は失われてしまっている。


　そしてだからこそ彼女たちはここを襲おそってきたのだろう。が、しかしそれでも彼女たちは怖れている。


　いや、あの様子では、《軍》の機能が本当に失われているのかどうかも半信半疑で襲ってきているのだろう。


　その怯えが、いまの言動で伝わった。


　そしてそこまでわかれば、


「…………」　


　もしかしたら口こう撃げきだけで、彼女たちを追い返すことができるかもしれない、と、泉は思う。彼女たちの不安を煽あおりまくって、一度くらいは撤てつ退たいさせることができるかもしれない、と思う。


　そしてそうするための手順を、考える。


　リーネたちがどうしても帰らなければならないような状じよう況きように追い込む会話の筋立てを考える。やり方は一いつ瞬しゆんで７パターンくらい思い付く。


　そういうのは、得意なのだ。


　日々、月光ぽんに嫌いやがらせをするのと同じ要領でやればいいのだから。


　だが、


「……これはさすがに、おふざけじゃすまないもんねぇ」


　と、彼女は小さく呟く。


　失敗したら、この生徒会室をリーネたちに奪うばわれてしまうのだ。


　それが、どれくらいまずいことなのかは、わからない。わからないが、でもいま、ここには自分しかいなくて。


　そして自分はこの、紅くれない月光生徒会室の、書記なのだ。


　なんの力もない、人間に過ぎないと言っても。


　別に誰だれにも期待されてない雑ざ魚こだとしても。


「私はこの生徒会室の書記で……でもってそれなら、自分の持ち場はきっちり守らないとねぇ」


　と、自分に言いきかせるように呟つぶやく。


　だから、彼女はさらに保険を使うことにする。自分の口だけに頼たよらずに、ちゃんと仲間に助けを求めることにする。


　もし自分がここで殺されても、まだこの生徒会室を守ることができるように、仲間を呼ぶことにする。


　後ろ手から、携帯をあげる。


　するとリーネがすぐに反応する。


「携帯を下ろ……」


　しかしそれを遮さえぎって、泉は言う。


「ごめん彼氏から。ちょっと待って～」


「はぁあああ？　彼氏って、いまそんな状況じゃ……」


　が、泉は無視する。


　日本刀が彼女が携帯を使うのを防ごうと放たれるが、泉は横を向き、携帯を持っている手が日本刀にさらされないようにする。それからリーネのほうへと目を向け、


「あ、さっき言わなかったけど、私に傷つけると、私の中の爆ばく弾だんが爆ばく発はつして、この学校全部吹ふっ飛とぶから注意してね？」


　なんて言う。


　もちろん、噓うそだ。


　だがリーネがそれに、


「は？」


　と目を丸くして、弾はじけるように日本刀を引く。


　それに追おい討うちをかけるように、泉は続ける。


　にやにや笑って、


「だからさっき、首の皮がちょっと切れたときは、ああーん、あたしってば今日爆発するんだー[image: ]　って、ちょっとわくわくしたよー」


「って、はぁああああああああ!?　ちょ、あんた、狂くるって……」


「あはは～」


　と言いながら、泉は携けい帯たいを耳にあてる。


　するとその携帯の向こうからは、


『……ちょっと、電話かけといて独ひとりでわけわからないことを言うのはやめてくれる？』


　と、冷たい声でサイトヒメアが言ってくる。


　それに泉が言う。


「ごめんごめん～。でもいま、生徒会室でね」


「仲間は呼ばせない！」


　リーネが日本刀を高く掲かかげる。


　泉はそれを見上げる。


　ペルティが懐から取り出したハッピーターンをこっそり口に入れる。


　リーネの体が跳ちよう躍やくして、泉の背後を取ろうとする。リーネの動きは速い。素人しろうとの泉でもわかるほど彼女の動きは訓練されたもので、普ふ通つうなら一瞬で殺されてしまうだろう。


　いや、刀の動きに反応することもできないはずだ。


　だが、


「……どこを狙ねらうかわかってれば、対処できるもんね～」


　と言う。


　そのまま彼女は、携帯を耳に当ててしゃがみこむ。


　その携帯を両手で覆おおう。


　リーネはきっと、日本刀で携帯だけを壊こわしにくるはずなのだ。


　なぜなら泉の体には、ちょっと傷付けるだけで爆発してしまうような、危険なトラップが施ほどこされている──と、信じているから。


　そしてそれは真実味のあるトラップだった。


　なんの力もない、あっさり殺せるような弱い人間を大切な生徒会室の番人としておいているのなら、それくらいの罠わなはあってしかるべきだから。


　だからリーネは、泉の罠にはまる。


「くっ」


　とうめいて、また刀を止める。


　その間にも人間と話すのが嫌きらいなヒメアが、機き嫌げん悪そうに、


『用がないなら電話しな……』


「ねねねヒメちゃん」


『ん？』


「いま、大兎君が……」


『え、大兎がどうしたの[image: ]』


「大兎君が、生徒会室に……」


　が、次の瞬しゆん間かん、


「大兎きてたのー[image: ]」


　携帯からではなく、破は壊かいされた生徒会室の窓の外のあたりに、一人の美少女が降ってきた。


　七色にきらめく薄桃ラベンダー色いろの髪かみに、異常なまでに整った容姿。


　宮阪高校のセーラー服。


　この宮阪高校に棲すんでいる、大兎大好き《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》、サイトヒメアだ。


　その彼女がこちらを見る。


　それから教室を見回す。


　教室に大兎がいないのを確認してから、


「……大兎は？」


　と聞いてくる。


　それに泉は肩かたをすくめ、


「……んと、噓ついちゃった……」


　と、言う。


　するとヒメアの表情が、大兎きてたのー[image: ]　と言ったときとは比べ物にならないほどに冷たくなる。いや、むしろ嫌けん悪おを感じたような顔で、教室の中を見る。


　それほど、ヒメアは人にん間げん嫌ぎらいなのだ。聞いた話だと彼女は、人間たちにかなりひどいことをされたらしい。


　だからもしかしたら、大兎の名前を、ヒメアを呼びだすためだけに利用された、と知ったら、怒おこっていなくなってしまうかもしれない、なんて泉は思う。


　それくらいヒメアは冷たい──いままで見たことがないほどに冷たい表情になってしまっていて。


　そしてその、ヒメアが言った。


　こちらを見て。


　日本刀を掲げているリーネと、ペルティと、そして携帯を守るようにしてしゃがみこんでいる泉を見下ろして、


「……いったいそれ、どういうこと？」


　と言う。


　それに泉は慌あわてて、


「あの、あのごめん、ヒメちゃんにきてもらいたくて噓を……」


　が、無視してヒメアが言う。


　ほんとにちょっと怒ったような声こわ音ねで、


「そこにしゃがんでるのは私の友達なんだけど……あんたたち、死にたいの？」


　なんてことを、言った。


　友達、と。


　ヒメアが自分のことを、友達と呼んで、怒ってくれていて。


　泉はそれに思わず、


「……うーわー、なにそれ」


　とうめく。


　ちょっとだけ泣きそうになってしまう。


「まっさかヒメちゃんが私の王子様だったとわ～」


　なんて言って、笑う。


　しかしヒメアは殺気を膨ふくらませながら、手をあげる。


　そしてそれにリーネが反応する。剣けんを泉のほうからヒメアのほうへと構えて、


「《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》どもの本体、サイトヒメアか……一度戦やってみたかったのよねぇ。で、証明したかった。『魔女たちの園テンペロン・クローリー』に所属している私たち人間の魔女のほうがあんたら人外の魔女よりも強いことを──ねっ！」


　という掛かけ声ごえとともに、リーネは思いっきり前に踏ふみこむ。


　いままでで一番速い踏みこみ。


　だがヒメアはそれにきちんと反応する。


　窓どころか壁かべごと消しよう滅めつしてしまっている外がい壁へきからひょいっと一歩、後ろに下がる。下がってしまえばそこは外なので、体は落下してしまうはずなのだが、彼女の体はまるで重力に逆らうかのようにふわふわと落ちない。


　そのままヒメアは両手を動かす。指を宙空に踊おどらせて、光の模様を凄すさまじい勢いで空間に描えがき込んでいき、そして、嗤わらう。


　妖よう艶えんな笑みを浮うかべ、


「殺してやる、人間ども」


　と、言う。


　するとそれにリーネが、


「私は魔女よ！」


　続いてペルティが、


「……私は悪あく魔まだ」


　最後に泉が、


「え、え、じゃあ私だけが人間？」


　という言葉にヒメアが、


「ああ、うるさいうるさい、とにかく敵は全員殺す──エ、レチ、サーラ」


　が、呪じゆ文もんを唱え始めたヒメアに対して、リーネが言う。


「ペルティ、死ブ訃レ気ス！」


「……うむ！」


　とうなずき、ペルティは小さな口を一いつ生しよう懸けん命めい開く。それからその、白い喉のどのあたりから、ア──────────────────と、かすかな声があがり、それがどんどん甲かん高だかくなっていく。するとペルティの口の前に球状の黒い霧きりが生まれて。


　そしてそれにヒメアが、


「……ふぅん、冥族メイゾクの娘むすめね……厄やつ介かいな悪魔を連れてる──けど、その程度の力は摸写コピーも簡単」


　と、意識をペルティへと向け、艶つややかなピンク色の唇くちびるを開く。するとヒメアの口からも、ア────────────────という、甲高い声が響ひびき始める。


　だがその横で、


「でもそっちはフェイント！」


　一気にヒメアの横まで飛んでいたリーネが剣を掲げる。


　そしてそれにヒメアも笑って、


「あは、なに言ってるの。この死ブ訃レ気スは最初から、あなた用よ」


　リーネに向かって口を開く。


　口から渦うず巻まくような黒い霧がリーネに向かって放たれる。


　そしてそれをリーネは、


「闇やみを斬きり裂さけ、『鬼き殺やみ』！」


　と叫さけぶ。


　日本刀で霧を斬り裂く。


　だがその間にもヒメアは左手で一つ、魔ま法ほうを完成させる。彼女の左手が、よくわからない真っ赤な液体で濡ぬれる。その濡れた手でリーネの首をつかむ。


「ぐぁっ」


　リーネがうめく。だが、声はそこまでだった。ヒメアにつかまれた喉の皮ひ膚ふから、一気にリーネの全身に禍まが々まがしい赤い筋が走り始めて、


「終わりだ人間」


　とヒメアは言う。


　あっさりリーネを殺そうとする。


　それにペルティが、


「……リ、リーネを放せ、《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》！」


　と言う。


　それからブレスを吐はきだす。


　だがそのブレスは、ヒメアが右手に展開していた魔ま法ほう陣じんが、あっさり防いでしまう。


　とんでもないことに、ヒメアはたった一人で、口、右手、左手と、三つの魔法を同時に展開してしまっているのだ。


　そして彼女は笑う。


　嗤う。


　嘲笑わらう。


「下げ賤せんな悪魔や人間どもが、《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》に盾たて突ついたことを後こう悔かいして死……」


　が、その前にペルティが走りだしている。リーネをつかんでいるヒメアのほうへと跳とびこみ、


「えい！」


　と、手でヒメアをぽんっとたたく。


　たたいてもなにも起きない。


　それにヒメアはペルティのほうを見て、


「……いったい、なんのつもり？」


　なんてちょっとだけ驚おどろいたような顔をする。


　しかしあれは、まずいのだ。


　泉はもう見て、知っているが、あの、「えい」と言ってたたくのは、20％くらいの確率で、とんでもない力を発動するのだ。


　だから泉は、


「ヒメちゃん、その子に触さわられちゃだめ！　その子は……」


「えい！」


　またたたく。


　それにヒメアは右手を動かし、なにかしらの魔法で対応しようとするが、そこでヒメアの魔法に蝕むしばまれているリーネが、


「……く、ペル、ティ、そっちじゃ、ない、こっちの、解げ呪じゆを……」


「……むむ？　あ、そうか」


　とそこで、ペルティがリーネのほうを向く。


「えい！」


　とリーネをたたく。


　なにも起きない。しかしさらに、


「えい、えい」


　と三回たたいたところでまた、黒い光が弾はじけた。


　瞬しゆん間かん。


　リーネの体を這はうようにして広がっていた赤い筋があっさり消えてしまって。


「……え、なにいまの!?　私の魔法が、魔法が殺され……」


　が、ヒメアの声を遮さえぎって、力を取とり戻もどしたリーネが刀を振ふり上げ、


「終わりだ、人外の魔女。私たちの、勝っち～！」


　そう言って、笑う。


　ヒメアはそれに反応しようとする。両手をあげて、なにか魔法を使おうとする、が。


「……させない」


　ペルティがその、ヒメアの両手をつかむ。


　ヒメアは動けなくなってしまう。


　そして日本刀が、ヒメアの首を斬り落としてしまう！


　寸前に、


「ほーい」


　泉はその、ヒメアのところまで生徒会室からジャンプしていた。いや、実際にはペルティがヒメアのほうへと走ったときにはもう、泉も行動していたのだ。


　そしてタイミングを見計らって、ベストのタイミングで五階の校舎から外へと飛んだ。


　失敗したら死んでしまうであろう、決死のダイブ。


　ジャンプ力が足りなくて、ヒメアが浮いてるところまで届かなければ落下して死ぬ。


　もしジャンプ力が足りても、リーネの刀が止まらなければ、斬られてあっさり死ぬ。


　と、もう、死ぬ可能性のほうが高い状じよう況きようで、しかし、それでも泉は躊ちゆう躇ちよなく飛んで、


「ヒメちゃーん」


　と、ヒメアに抱だき着く。


「おー、ヒメちゃんの体、やーらかーい」


　なんて言葉にヒメアは驚いたような顔になり、


「なっ、ちょ、なにして……」


　と言いかけてから、上を見る。振り下ろされようとしている刀を見上げる。そして泉が斬られないよう、彼女を振りほどこうとしてくるが、


「あ、放しちゃだめぇ」


　とヒメアにぎゅっと抱き着く。


　それにヒメアは益ます々ます困ったように、


「うそうそ、ちょっと待って！　それまず……」


　が、すべてはそれまで。


　リーネの刀が振り下ろされる。


　その刀が、泉の背中のセーラー服を切り裂き、さらに中の桃もも色いろのブラジャーのホックを破は壊かいし、そして背中の皮を斬る、寸前で、


「あぶなぁああああああい！」


　リーネがなんとか、刀を止める。


　全力で刀を引っ張って、止める。


　ちくりっと、背中に痛みが走る。


　もしかしたら薄うす皮かわ一枚くらいは切れたかもしれない。


　だが、刀は止まる。


　それに泉は、


「あ、やば、背中痛い……爆ばく発はつしそう」


　と言うと、


「わわわっ!?」


　リーネが慌あわてる。ペルティのほうへと手を伸のばし、彼女の腕うでをつかむ。


「死ブ訃レ気スで離り脱だつ！」


　と命じる。


「……わかった」


　と悪あく魔まはうなずく。


　口を開き、黒い霧をはいて、その反動でリーネごとペルティたちは屋上のほうへと飛んで逃にげる。


　それにヒメアが不思議そうに逃げたリーネのほうを見上げ、それから胸に抱き着いている泉を見下ろし、


「爆発？」


　それに泉は笑って、


「なんかね、私、爆ばく発はつ姫ひめらしいよ王子様」


「……王子様？」


「えへへ～爆発姫と王子様ってね～、なんか漫まん画がのタイトルみたいじゃない？」


　なんて言いつつ、泉は下を見る。


　すると彼女は、ヒメアに抱かれて空中に浮ういている。生徒会室がある場所と同じ、五階の高さだ。


　かなり、高い。


　それに体をびくんっと震ふるわせて、


「とりあえず、生徒会室に戻ろ？」


　というと、ヒメアはうなずく。


「うん」


　そしてふわりと、ヒメアは生徒会室に泉を戻してくれる。


　そして泉は生徒会室に戻り、それから、


「ん～む～」


　なんて言いながら、手を自分の背中に回す。セーラー服の背中が切れて、セクシーにぱっくり背中が見えてしまっているのを確認する。


　さらにブラジャーも破壊されて、セーラー服の中で、ずれてきてしまっていて居い心ごこ地ちが悪い。


「ああ～、いま、この瞬間に私が巨きよ乳にゆうちゃんならズレないのに！」


　とか言って、へらへら笑う。


　それにヒメアが、生徒会室に群がっている武装兵士たちの群を見てから、再びこちらを見て、聞いてくる。


「……ここにいるの、あなた一人？」


「うん」


「……ふ～ん。よく、生きてたね」


　という言葉に、泉は笑って、


「んねー。でも今日は生き残れる気がしたんだ～。なんせガリガリ君当たったし」


「ガリガリ君？」


「そそそ」


「なにそれ？」


「美お味いしいやつ」


「？？？」


「大兎君も好きなアイス」


「え、大兎が[image: ]」


「そそそ。ってかさ、ヒメちゃん、さっきの日本刀娘むすめと、えいえい娘が何者か……」


　と、聞きかけて、一度言葉を止める。


　なぜならもう、何者かはわかっているのだ。彼女たちは自分で、テンペロン・クローリーだと、名乗った。


　そして泉はもう、その名前を知っていた。というよりも、この生徒会室の書記になってから読むようになった《軍》の資料に、その、テンペロン・クローリーという名前の組織については、わりと詳しよう細さいに書かれていたのだ。


　ドイツを拠きよ点てんに活動する、《軍》、《教会》に続く、世界第三位の魔ま術じゆつ組織。


　中心メンバーは悪魔を遣つかう魔ま女じよたちにより構成されており──とか、なにやらいろいろ細かい世界勢力図のようなものも見たが、とにかく、《軍》と同じような巨きよ大だい組織だということは間ま違ちがいない。


　しかしその、テンペロン・クローリーがなぜここにいるのか？


　なんてことを考えるが、実は理由は一つしかない。


　大兎の暴走によって崩ほう壊かいした《軍》を、潰つぶしにきたのだ。


　だから泉は質問を変える。


　ヒメアのほうを見て、


「ヒメちゃん」


「ん？」


「いまの状況を、どこまで知ってる？」


　するとヒメアがこちらを見て、少しだけ考えるように首をかしげて、答える。


「……結局人間どもはいつも、欲よくばりな奴やつばっかりってところくらいまでかな」


「あは、つまりあいつらは《軍》を乗っ取りにきたってことでいいんだよね？」


「うん」


「他の情報はない？」


　それにヒメアは消しよう滅めつしてしまっている窓の、外のほうへと目を向けて、答える。


「……んと、昨日の夜も、街で一戦あったんだけど、そのときの話では、二十日以内に降こう伏ふくしろ、と言ってたかなぁ。でも、二十日とか言いながら翌日襲おそってくるところが、人間よねぇ……」


　なんて言う。


　そしてそのヒメアに泉は笑って、


「でも、私もその、人間だよ？」


「…………」


「おまけにヒメちゃん、どさくさにまぎれて私のこと友達って言ったでしょ？」


「…………」


「友達って言ったでしょ!?　あの瞬間私、実は涙なみだ出そうになったんだー」


「…………」


　という言葉の間に、ヒメアの顔が照れたようにみるみる赤くなっていってしまって。


「まさかヒメちゃん、照れてるの？」


「う」


「照れてるの？」


「て、照れてないもん！」


「ヒメちゃんか──わいー！」


　と両手をあげて抱き着きにいこうとする。しかしその動作でブラジャーが思いっきりずれてしまって、


「はわわ」


　泉は胸を押さえてしゃがみこむ。


「ヒメちゃんのエッチぃ！」


　とか言う。


　それにまるで意味がわからないという顔でヒメアがこちらを見下ろすが、


「…………」


　やはりなにも言わない。


　再び警けい戒かいするように兵士たちが押おし掛かけてきている扉とびらを一いち瞥べつし、そして外を見る。


　それに泉は聞く。


「逃げたほがいいかな？」


「どうだろう」


「ちなみに月光ぽんは電話が繫つながらないんだよねぇ」


「そう」


「黒守先生は、一級Ａ魔女とかいうのと交戦中みたい。一級Ａ魔女っていうのがどれくらい強いか、知ってる？」


　が、それにはヒメアは首を振ふる。


「人間のことには興味ないから」


「だよねー」


「でも、黒守が手こずるなら、かなりの相手だと思う」


　と、言う。


　そのままヒメアは、なにかを考えるような顔になる。これからどうすべきか。どう行動すべきかを、考えるような顔。


　でもそれは、おかしかった。


　以前のヒメアなら、ありえない行動だったから。


　だって、彼女は人間が嫌きらいなのだ。


　いや、鉄大兎以外の他者は、すべて嫌いなのだ。


　なら、すぐに逃げてしまえばいい。


　泉を放って。


　この生徒会室も、《軍》も、すべて投げだして、大兎のところへ逃げてしまえばいい。


　だが、彼女はそれをしない。


　まるで泉や、この生徒会室を守るかのように、ヒメアは思考を巡めぐらせるような顔をしていて。


「あは」


　泉は、笑う。


　ブラジャーが落ちないようにしながら、ヒメアに並ぶ。


　そして一いつ緒しよに窓の外を見て、


「もしここで、敵からこの生徒会室を死守しなきゃいけないなら、一緒に頑がん張ばろうね」


　と、言う。


　それにヒメアはなにかを考えるような顔のまま、こちらを見ないが。おまけに自分は戦力的には全然役に立たないが、それでも泉は、頑張るぞ～、とか、思う。


　せっかくヒメちゃんが、友達って言ってくれて嬉うれしいしねーとか、思う。


　するとそこで、消えた窓の上のあたりから、ひょいっと強気そうな顔のリーネと、半眼無表情なペルティが逆さまに顔を出してきて、


「全然爆ばく発はつしないじゃーん！」


「しないじゃーん！」


　と抗こう議ぎするように二人で言ってくる。


　二人の顔はかわいいが、実力は相当なものだ。いくらヒメアが世界的に有名な化け物《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》でも、足手まといの泉を抱かかえて、ヒメア一人で彼女たちを相手にするのは、けっこうきついだろう。


　だから泉は携けい帯たいを握にぎって小声で、


「……セルジュちんとハスガぽん、それに大兎っちを呼ぶね？」


　と、言う。


　だがそれに、ヒメアは首を振って、笑う。


「必要ない。というか、あの娘こたちは大きなミスをしたから」


「ミス？」


「うん」


「たとえば？」


「……私は、魔ま法ほうが得意な分、近きん距きよ離り戦は苦手なの。だからさっきは苦戦しちゃったんだけど……でも、魔法を展開する時間が稼かせげる中ちゆう距離、遠えん距離になったら話は変わる。それどころか巨大な魔術を構築する時間がある待機戦だったら……私は無敵よ」


　と笑う。


　細い足でぽんっと床ゆかを踏ふむ。


　するとそこを中心にして、白い蛇へびのような生き物が無数に生まれ、周囲へと伸のび始める。さらにその蛇たちが幾き何か学模様を形作り始める。


　それがなにかしらの魔法だということは、わかる。


　それもかなり大きな魔法だ。


　蛇はどんどん、生徒会室全体に広がり、床だけじゃ足りなくって、壁かべを這はい、天てん井じようへと達しようとしている。


　とそこで、ヒメアが振り返かえり、


「あ、でも、あいつら殺したら、そのあと大兎は呼んでもいいと思うなー！」


　なんて言ってくる。


　そしてその向こうで、リーネが言う。


「……ペルティ、あれ無効化できる？」


　するとそれにペルティが、自分の小さな手と、蛇による魔ま方ほう陣じんを見み較くらべて、


「……むー。やれると思……」


　が、それを遮さえぎってヒメアは言う。


「無理よ。その悪あく魔まの能力はもう、だいたい把は握あくしたもん。一回目に力を発動できればもしかしたら消せるかもしれないけど、二回たたくだけの時間はあげない」


　それにリーネが、魔方陣に触ふれないよう外がい壁へきへと降りてくる。


　真ま似ねしてペルティも降りてくる。


　そしてリーネがしゃがみこんで、まじまじと蛇で出来た魔方陣を見下ろして、


「……なにこの魔法……全然見たことないんだけど」


　それにヒメアが笑って、


「当然でしょう？　私は下等な人間どもに理解できる魔法は使わない」


　と、少しだけ得意気に胸を張る。


「ヒメちゃんかっこいー」


　と泉はヒメアを応おう援えんする。


　するとリーネがこちらを見上げ、


「ま、危なそうだから触さわらないでおくけど」


　なんて言葉に、泉は聞いた。


「じゃ、生徒会室乗っ取るのあきらめて帰る？」


　しかしそれに、リーネは立ち上がり、剣けんを腰こしに収めて、


「初めから乗っ取るつもりなんてない」


「へ？　そうなの？」


「うん」


「じゃ、なにしにきたの？」


　するとなぜか、リーネはその問いに、顔を真っ赤に染めて、


「教えたげない」


　などという。


　その、まるで意味不明な反応に、


「は？　なんで顔赤らめるの？」


　と泉は聞くが、リーネは無視して、


「いこ、ペルティ」


「……うん？　いくのか？　しかし目的はまだ……」


「目的の相手がいなかったから、また今度にする」


「……そうなのか。わかった」


　と、うなずく。


　そのままリーネは屋上のほうへと跳とぶ。


　ペルティもそれを追いかける。


　もう、あれだけぎゃーぎゃー暴れまわっていたのに、いなくなるときはあまりにあっさりしていた。


　さらにその、リーネたちが撤てつ退たいした途と端たん、背後の、生徒会室の外に迫せまっていた武装した兵士たちも、一いつ斉せいに帰り始めてしまって。


「……あの、これいったいどゆこと？」


　と、泉はヒメアに聞く。


　するとそれにヒメアが、さらに偉えらそうに胸を反らして、笑う。


「ふふ、馬ば鹿かな人間どもが、やっと私の恐おそろしさに気づいて、逃にげたんでしょう」


「んー、ここでその反応かぁ……ヒメちゃんは相変わらずかわいいなぁ」


「……う？　もしかして馬鹿にしてる？」


「ううん。褒ほめてる」


「ほんとに？」


「ほんとほんと」


「なら、いい」


　と、ヒメアはうなずく。それからまるで、なにごともなかったかのような様子で椅い子すに座る。机の上に置いてあった、泉が買ってきた女性ファッション雑紙をぺらりと開く。そこには、『うちらの初体験は、夏でした[image: ]　キャ☆』特集がされており。


「……は、初体験？　大兎とかも夏にしちゃったのかな……」


　とか、独ひとりドギマギと顔を赤らめる。


　そしてその赤い顔を見て、泉はさっきのリーネの、真っ赤な顔を思いだす。


　さっきリーネは、目的の相手がいなかったから、帰ると言った。


　つまり彼女は、誰だれかに会いにきたのだ。


　それも、あの赤い顔を見ると、


「……恋こいよねぇ。でも、誰に会いにきたんだろ？　ねねヒメちゃん」


　と、泉はヒメアに声をかけるが、雑誌に夢中の彼女は反応しない。


　それにもう一度、


「ねーヒメちゃんってば」


「んー？」


「あのさ、さっきの日本刀っ娘こが会いにきた相手って、誰だかわかる？」


　が、それにヒメアはこちらを振ふり向むかないまま、また、


「人間のことになんて興味ないから」


「知らない？」


「うん」


「でも昨日、彼女たちと戦ったんだよね？　そこに月光ぽんとかいたんじゃないの？」


　と言うと、


「あ……」


　とヒメアが顔をあげる。それからこちらを振り向いて、


「そういえば、ゲッコーと知りあいだって言ってたような」


「ような？」


「あのときの大兎がすごくかっこよかったような」


「あれ、話変わってない？」


「あのとき私大兎に好きって言われちゃって～[image: ]　きゃー[image: ]　ああ～もう、早く夏休みが終わって、大兎ガッコこないかなぁ～[image: ]」


　と、もう、いつものヒメちゃん全開だった。


　それに泉は、質問するのをあきらめる。だが、どうやらあのリーネとかいう子は、月光に会いにきたようだった。


　じゃあ、彼女は、


「……月光ちんに、恋してるのかぁ……」


　と、泉は呟つぶやく。


　それから、壁ごとなくなって、もう、足を踏みはずしただけで即そく死しできるようになってしまっている窓の外を見つめる。


　窓も壁もないので、外気がどんどん入ってくる。


　ガンガンに効かせているクーラーの頑がん張ばりもむなしく、室温はどんどん上がっていく。


　暑い。


　ひどく、暑い。


　それにうっすら首に汗あせが浮うかぶのを感じながら、もう一度携帯を取り出す。かける。かける先は、月光の携帯だ。


　だが、やはりコールはすぐに途と切ぎれ、


『おかけになった電話番号は──』


「やっぱかかんないや」


　と、泉はさらに、黒守にかける。


　すると今度は携帯が繫つながって、


『碧水さん、お待たせしました。いまこちらの戦せん闘とうは終わりましたんで、すぐに……』


　が、泉は首を振る。そして電話で首振っても意味ないのになぁと自分で自分に苦笑しながら、


「いやー、それがヒメちゃんが助けてくれて、なんとかなりました」


　するとそれに、黒守が少し驚おどろいたような声こわ音ねで、


『ほう……ヒメアさんが、あなたを？』


「うん」


『それは、よかった。では怪け我がは？』


　という問いに、泉は少しだけ暗い、深刻な声音で、


「お気に入りのブラジャーちゃんが一名、負傷しました」


『へ？』


「あはは、怪我人はいないってことです。でもこれ、どうなってるんですか？」


『ああ、泉さんには状じよう況きようを説明してませんでしたね。では一度そちらにいって、説明します。どちらにせよこれは、《軍》全体が──いや、宮阪高校生徒会委員全員が、一丸になって取り組まなければならない問題ですし』


　なんて言葉に泉は目を細めて、


「あ～、やっぱそんな大ごとなんだ」


『ええ』


「だからみんな」


　メールしても返事なかったのかなぁ、とか、思う。


　しかしそれを言う前に、黒守が、


『では生徒会室で』


　と言って、携けい帯たいが切れる。


　どうやら本当に、大変なことが起きているようだった。まあ、そりゃそうだろう。いままで、世界で最大の勢力を誇ほこっていた魔ま術じゆつ組織である《軍》が、崩ほう壊かいしたのだ。


　なら、《軍》と勢力争いをしていた他組織が、動きださないはずがない。


　それこそ、《軍》が持っていた力や勢力地を、《教会》やテンペロン・クローリーが競うように奪うばいにきても、おかしくないはずだ。


　だから。


　つまり。


「…………」


　と、泉はまた、部屋の隅すみを見る。


　そこには泉がお小こ遣づかいをはたいて買った花火セットが、四つもおかれていて。


「……いやーこりゃ、花火はなしかなぁ」


　再びそう、彼女は呟いた。












　第二章　魔女たち







　いまは夏だ。


　気温はおそらく、三十二、三度はある。


　なのにいま、目の前にある小さな公園では──雪が降っていた。


　あきらかに異常事態だ。


　異常気象とかそんなのとは違ちがう。


　なにせ、公園を出た、こちら側の道路はいまもカンカン照りの夏真まっ盛さかりなのだ。


　だが、公園では雪が降っている。


　そしてその、降っている雪の出所を見上げるようにして、


「…………」


　ハスガ・エントリオは目を細めていた。


　紺こん色いろの髪かみに、金の瞳ひとみ。そして宮みや阪さか高校の制服という姿。


　だが彼は人間じゃない。


　エルフと、自分でもよく知らない、なにかが混じった、混血ハーフブリードだった。


　汚けがらわしい、混血ハーフブリード。


　みんなが嫌きらう、汚らわしい子供。


　だから彼は兄のセルジュと二人きりで生きてきた。


　この日本という国にやってくるまで。


　鉄くろがね大たい兎とたちが生徒会に迎むかえ入れてくれるまでは、世界中の魔術組織や、エルフたちを相手に警けい戒かいしながら生きてきたのだが。


「……最近はちょっと、気を抜ぬいてたんだよなぁ」


　などと言って、ハスガは薄うすく笑う。


《軍》の保護下に入り、他の組織からの攻こう撃げきや、エルフからの迫はく害がいがなくなったから、前よりは気を抜いていたのだ。


　しかしその、《軍》があっさり崩壊してしまった。自分たちを保護していたはずの組織がなくなってしまった。


　すると、


「もう敵がきたよ……」


　と、彼は苦笑しながら言う。


　ちなみにいま、彼はすでに戦闘中だった。街中を歩いていたら突とつ然ぜん人ひと気けがなくなっていき、おかしいな、と思った次の瞬しゆん間かんには襲おそわれてしまっていた。


　襲ってきたのは、武装した兵士二十人ほどと、その兵士を指揮する、魔ま女じよ。


　間ま違ちがいなく、テンペロン・クローリーだ。


　そしてその攻撃に、ハスガは逃にげた。


　必死に逃げた。


　というよりも、一人でいるときに何者かの襲しゆう撃げきを受けた場合、あらかじめ決めていた集合地点まで逃げて、兄のセルジュに連絡して合流する、という約束になっているのだ。


　それは子供のころからずっと守っている約束で、そしてそれを、彼は今回も守った。


　だから一いつ生しよう懸けん命めい走ってその、合流地点に決めておいた公園までやってきたのだが、しかし、そこには雪が降っていて、


「……これ、魔ま法ほうだよな？　ってことはもう、セルジュはここにいて……雪を使う術者と戦ってる？」


　と、目線を走らせようとする。


　するとそこで、ポケットに入れていた携帯が震ふるえる。


　メールだ。


　それに、


「お、兄貴からか？」


　と、彼は携帯を取り出す。


　するとメールにはこんなことが書かれていた。





『いっやーみなさん、今日は夏休み最後の日ですよ御ご存ぞん知じでしたか！　なーのーで、みんな！　今日は生徒会室に集まって、遊ぼーぜー！　なんとすでに花火は用意してあります。だから日暮れまで遊んで、それから校庭で花火やろ！　ほいで夕飯はピザとかとっちゃおうぜー！




泉より』







「って泉かよ！」


　と突つっこむ。


　そして、笑う。


　まずその、兄以外の相手からメールがきている、という事実だけでも、彼はちょっと笑ってしまう。


　ずっと兄と二人だけで逃げるように生きてきたはずなのに、


「……花火って」


　と言って、彼は笑う。


　もちろん、いま彼がおかれている状況はそんな、笑っていられるようなものではないのだが──


　とそこで、背後の気温が夏でもありえなくらいに高くなるのを感じる。


　それにハスガは振ふり向むく。


　すると彼の背後には巨きよ大だいな火球が迫せまってきていて、


「こっちの花火がやべぇ」


　などと言って、顔をしかめる。


　それから掌てのひらに力を集める。


　それは彼が生まれたときから持っている力だった。


　触ふれただけですべてを──定期的に兄に力を封ふうじてもらわなければ、自分自身すら壊こわしてしまうほどの、破は壊かいの力。


　その力を彼は集める。


　すると彼の手の周囲の次元が赤く、ぐにゃりと歪ゆがみ始める。


　そしてその歪みを、


「壊れろ！」


　襲いかかってくる火球にたたきつける。


　刹せつ那な、火球が弾はじけて、消える。


　そしてその、火球が消えたさきに、魔女が立っている。


　おそらくはテンペロン・クローリーからやってきた、刺し客かく。


　昨日の夜中にきたリーネとかいう魔女と同じ、白と赤が基調になっている制服のような格好をしているが、しかし、リーネとは別の魔女。


　その魔女が、


「にょにょにょーん、やーっと追い付いたぁ」


　なんて、言う。


　少しだけ癖くせのついた黒髪と、頭に貼はられている奇き妙みような日本式のお札。というか、瞳も黒いので、もしかしたら日本人なのかもしれない。


　背は低い。年のころは、人間の年ねん齢れいが見た目にどう影えい響きようするのかはいまいちわかっていないが、しかし、大兎たちが十六と言っていたから、彼女は十四、五くらいだろう。手には指タ揮ク棒トのようなものを持っている。


　そして彼女は少し眠ねむそうな、おどけたような半眼をぱちくりしながら小さな胸を押さえると、


「あーあー、ちょっと待ってねぇ。私りぃちゃんやクララと違って、運動あんま得意じゃないから、いっぱい走って疲つかれちゃったよぉ」


　なんて言う。


　はーはーふーふーと息を整える。


　それから顔を上げ、こちらを見て、


「ねね。どしよ。全然息が整わない」


「知るかよ！」


　と、ハスガは思わず突っこむ。


　すると魔女は笑って、


「にゃははー、ま、いいやぁ。とりあえずあなた、ハスガ・エントリオさんでしょう？」


「…………」


「あれ、違う？」


「…………」


「んと、もしかして人違い……」


「だぁからなんで俺がそれに簡単にうなずかなきゃいけねぇんだよ。おまえら敵だろ？　じゃあこっちの情報をそう簡単にやるわけねぇだろが」


　するとそれに魔女は納得と言わんばかりの顔になり、


「ああ、そか、こっちが名乗らないから、名乗ってもらえな……」


「ちげぇよ！」


　しかしそれを無視して、魔女は勝手に名乗る。


「私はテンペロン・クローリーの一級Ｃ魔女──百ひやく夜や千ち夜やって言いまーす。で、あなたの名前は？」


「…………」


　しかし当然、ハスガは答えない。


　だがそれに、別の場所からあがった声が答える。その声は道の隅すみの、塀へいの上からあがった。


「こいつがハスガ・エントリオよ！」


　千夜と名乗った魔女よりも、さらに幼い少女の声。


　ハスガはそちらを見る。


　すると塀の上に、やはりテンペロン・クローリーの制服を着た少女が立っている。年のころは十歳くらいだろうか。真っ赤な髪に、やはりその髪と同色の、気の強そうな瞳。少しだけ理知的な眼鏡めがね、という姿。


　その少女がこちらをびしっと指差して、


「間違いなく、そいつがハスガ・エントリオ！」


　と言う。


　そしてそれに千夜が感心したように、


「ノギは相変わらず物知りだねぇ」


「って接せつ触しよく目標の写真、一いつ緒しよに見たじゃないの！」


「あれ、そーだっけ？」


「えええええええ、十五分前の話！　たった十五分前の話だよ！」


　と、ノギと呼ばれた少女が両手を上げて、怒おこったように言う。


　するとそれに千夜は首を傾かしげ、


「んと、そんな気もしてきたかも」


「そんな気もしてきたかもじゃなあああああい！」


　なんて言いながら、ノギが跳とぶ。その跳ちよう躍やく力で、彼女があきらかに人間種じゃないことが、わかる。


　それにハスガは目を細めて、


「……悪あく魔まか」


　と、呟つぶやく。


　テンペロン・クローリーの魔女どもは、悪魔を遣つかうのだ。その、ノギと呼ばれた悪魔少女が着地と同時に本性を現す。


　彼女が着ていた制服が炎ほのおに包まれて消え、民みん族ぞく衣い裳しようのような服になる。さらに頭と腰こしから、炎で出来た尻尾しつぽと耳が生えてくる。


　どうやらこいつは、炎を遣う悪魔のようで、さっきの火球は彼女の仕し業わざのようだった。


　そのままノギは眼鏡をくいっとあげてこちらを見つめると、


「まったく、千夜に交こう渉しようを任せておくと日が暮れてしまいますから……ここからはこの、ノギ・フリーダが代わりに会話を進めさせていただきます」


　なんて、見た目ちびっこいくせにきちんとした口調で言ってくる。


　するとその後ろで千夜がパチパチと手を叩たたいて、


「いよ、待ってました大将ぉ～」


「指揮権取られて喜ばない！」


「にゃははーん」


　と、千夜はへらへら笑う。


　その、しっかり者の悪魔と、おっとり天然な主の組合せを見て、


「……月げつ光こう美み雷らいの、逆パターンか」


　と、ハスガは呟く。


　それから公園のほうを見る。相変わらず公園では雪が降っている。向こうにもおそらくは、悪魔がいるのだ。


　雪か、氷を使う悪魔が。


　だがとりあえずは、公園にいく必要はなさそうだった。なぜならこいつらは──と、ハスガは千夜とノギのほうへと目を向ける。


　そして、


「……交渉って言ったか？　なら、戦うつもりはないのか？」


　それに千夜が、


「えっとねぇ、ギゼラ先生は──」


　と答えかけて、しかしその口をノギが手をあげてパチンと塞ふさぐ。


「ンもー！　こっちの情報をペラペラ喋しやべらない！」


　と怒ど鳴なる。


　それから改めて炎の悪魔がこちらを見つめ、


「……ええと、戦せん闘とうになるかどうかは、あなたの出方によります。交渉が決けつ裂れつするようなら……」


「戦やりあうかもしれない？」


「ええ」


「ふぅん。なるほどね」


「では交渉を始めさせてもらっても……」


　という言葉を遮さえぎって、ハスガは手をあげてそれを制す。


「ちょっと待て。その話は聞けないな」


「え？　それは……」


「俺は兄貴と──セルジュ・エントリオと一緒じゃなきゃ、誰だれとも交渉しない。で、おまえら公園の向こうで、セルジュも襲おそってるだろ？」


「…………」


「なら、セルジュと合流してからおまえらの話を聞いてやるよ」


　そう言うと、ノギが少し考えるような顔になってから、


「いいでしょう」


　と言って、うなずく。


　それにハスガは笑う。


「いいのか。俺の能力は兄貴と一緒になると、おまえらの手に負えなくなるぞ？」


　と、言う。


　だが、それは本心じゃなかった。


　相手はテンペロン・クローリーなのだ。


《軍》よりは小さいが、それでも世界の──いや、ありとあらゆる異界に棲すむ者達が恐きよう怖ふする、巨大な人間どもの組織。


　個人がどうこうできるような相手じゃないのだ。


　だからこそ、月光や黒くろ守すたちは焦あせっている。二十日後に総攻こう撃げきをかける、とテンペロン・クローリーに脅おどされて、それまでに《軍》の力をどこまで復興することができるかと慌あわただしく動いているはずだった。


　しかし正直なところ、勝ち目は薄うすいとハスガは思っていた。《軍》の力がなければとてもじゃないがテンペロン・クローリーには対たい抗こうできないし、黒守の様子では、《軍》はもう、手がつけられないくらいに壊かい滅めつ的なダメージを受けてしまっているようだ。


　それはいま、目の前にテンペロン・クローリーの魔ま女じよがきてしまっていること一つを見ても、わかる。


　この宮阪市は《軍》が統治している領域のはずなのに、あっさり敵の侵しん入にゆうを許してしまっている。


　それだけでももう、勝ち目はとてもなさそうに見えて。


　だから、


「……そろそろ、潮しお時どきだよなぁ」


　と、彼は小さく呟く。


　逃にげるつもりなら、おそらくはいまが最後のタイミングだ。いや、今回は一ひとつ所ところに長く居すぎたくらいだった。いままではずっと、こういう問題が起きる前にセルジュと一緒に逃げてきたのだ。


　そうじゃなくても混血ハーフブリードのエルフは珍めずらしいから、気を抜ぬくとすぐにこの手の組織に食い物にされてしまうのだ。


　だからなるべくなるべく、他者との深い接触を持たないように、生きてきた。


　今回はどういうわけか《軍》の保護下に入っていたが、《軍》がなくなってしまったのならもう、ここにいる必要はない。


　と、そんなことを考えながら、彼は携けい帯たいを取り出し、電話をかける。


　するとすぐに繫つながる。


「兄貴？」


『あ、ハスガ、どうしました？』


　それにハスガは笑って、


「わかってるくせに。兄貴もいま、襲われてんだろ？」


『あ、じゃあハスガも？』


「ああ」


『そうですか。いやーしかし、これ、困りましたねぇ』


　という言葉に、ハスガは片方の眉まゆをひょいっとあげ、


「ん？　困ったって……あ、じゃあ兄貴はもうテンペロン・クローリー側が出してきてる交渉の内容を聞い……」


　が、それを遮ってセルジュが言う。


『魔女のクララちゃんも、悪魔のユキちゃんも美人さんでねー。あ、クララちゃん、ちょっと襲うの待ってくださいねー。すぐに御お相あい手てする準備しますからねー』


　なんて言う。


　さらにその向こうから、


『あ、あの、なんで服脱ぬごうとしてるんですかっ!?　わ、私困ります』


『……こ、怖こわいよクララ……』


　なんて女の子二人の困ったような声が聞こえてくる。


　そしてそれにハスガは顔を、もう、これ以上ないというほど怒いかりに歪ゆがめて、


「兄貴！」


『はいはい、なんでしょう』


「ちょ、ふざけてる場合じゃねーだろ？」


『僕はいつも女の子には本気……』


「兄貴！」


　と、もう一度怒鳴る。


　するとそれに、セルジュが答える。やはり楽しげな、穏おだやかな声こわ音ねで、


『でもハスガ、彼女たちが言ってくる交渉の内容がどんなものかは、聞かなくてもわかるでしょう？』


「んぁ？　そりゃ……」


　と、ハスガは思考を巡めぐらせる。いや、巡らせなくてもそれは、わかることだった。


　テンペロン・クローリーが提示してくる交渉内容はおそらく、こうだ。





　──《軍》を裏切って、仲間になれ。


　──スパイになれ。


　──《軍》はいま、弱ってるんだろう？　なら、言うことを聞かないと殺すぞ？





　とまあ、おそらくはそんなところだろう。


　向こうは《軍》が本当に崩ほう壊かいしたのかどうかがわからなくて、探りを入れてきているのだ。さらにもし、崩壊が確認されたとしても、かつての《軍》が魔ま術じゆつ世界で誇ほこった力の大きさを考えると、簡単には手を出すことはできない。どれくらいの力が残っているかがわからないからだ。


　だから内部に仲間を作りたいのだろう。内側から崩壊するよう、仕向けるために。


　そしていまの状じよう況きようを考えると、テンペロン・クローリーにつくのが、賢かしこい選せん択たくのはずだった。


　百人にいまの《軍》とテンペロン・クローリーのどちらにつくべきか？　と質問したら、おそらくは百人、テンペロン・クローリーを選ぶはずだ。


　だからハスガは聞いた。


「んで、どうするよ？」


　するとセルジュが答えた。


『答えはさっきもう、言ったでしょう？　僕はいつも女の子には本気です』


「んぁ？　それになんの意味が……」


　しかしそれを遮って、セルジュが言う。


『で、さっきもう、僕は泉さんにメールを返しました。今日は無理ですが、明日あした一いつ緒しよに花火をしましょうってね。僕は裏切り者として女の子の前に立つつもりはありませんよ』


　なんてことを、あっさり言う。


　しかしそれは、あきらかに間ま違ちがった選択だった。


　なにせ相手は、世界第三位の、魔術組織なのだ。おまけにもう、《軍》は機能していないのだ。


　守ってくれる者は、いない。


　なら、いまここでテンペロン・クローリーからの誘さそいを断ることは、死を意味した。


　もう、いま、ここですぐにでも殺されてしまう可能性すらあった。


　となるともう、いますぐにでもハスガはセルジュを止める必要がある。兄の命を守るために。自分の命を守るために。女に弱い、馬ば鹿か兄貴を止める必要があった。


　だからハスガは言った。


　セルジュに向かって、


「……あ～、俺、泉のメール返すの忘れてたよ」


『だめですねぇ。女の子には即そくレスしないと嫌きらわれますよ？』


「ば～か、俺は兄貴とはやり方が違ちがうんだよ」


『ははは、でも僕のほうがモテます』


「吐ぬかせ。俺のがモテるよ」


『じゃあ、今度勝負しますか？』


「いや、俺そこまで女に興味ないから、いいや。でもま、泉にはメール返す」


『そうしなさい』


「なんせいま返さないと……もう二度と返せなくなるかもしんねぇもんな」


『あはは』


「なぁ兄貴」


『なんでしょう？』


「なるべく、死ぬなよ？」


　と、ハスガは言った。


　するとそれにセルジュは、


『ハスガもね』


　そう答えて、電話は切れた。


　そしてつまり、そういうことになった。


《軍》を──いや、月光や大兎、泉たちを、裏切らないと決めたのだ。


　なら、ここでテンペロン・クローリーと殺し合いすることになる。


　死ぬ可能性がある。


　そしてそんなことをするのは、


「……馬鹿だけだよなぁ」


　なんて呟つぶやいて、彼は笑う。


　しかしここには──彼がいま所属している、紅月光生徒会室には、そんな馬鹿ばっかりが集まっているのだ。


　あきらかに力が足りないのに命をかけてヒメアを守り、さらにどういうわけかハスガたちの命まで助けようとする馬鹿鉄とか。


　しょせんはただの人間でなんの力もないくせに、全部を背負って生徒会委員たちを守ろうとしている俺様生徒会長とか。


　とにかくここにはそんな馬鹿ばっかりが集まっていて。


　そしてきっとあいつらは、裏切らないのだ。


　自分たちと同じ立場でも、裏切らないのだ。


　なら、


「裏切れねぇじゃねぇかよ」


　と、ハスガはうんざりしたような声音でそう言う。


「ってかあいつら、よえーくせに俺のことまで守ろうとするから困るよなぁ」


　なんて言って、苦笑する。


　そしてそれを、不思議に思う。ずっと兄弟二人だけ生きてきて。お互たがい以外に信じるものを持たないようにしていたはずなのに、


「なんでこんなことになったかなぁ」


　なんて言いながら、ハスガは体に力を入れ始める。


　戦せん闘とう態勢になる。


　するとそこで、炎ほのおの悪あく魔まの、ノギとかいう眼鏡めがねちびっこが言ってくる。


「お兄様とは話がつきました？」


　それにハスガはうなずく。


「ああ」


「じゃ、交こう渉しようを……」


「いや、その交渉は決けつ裂れつだな」


「へ？」


「うちの馬鹿会長の主義らしいんだけど……俺ら仲間は、裏切らない主義なんだよ」


　なんてひどくダサいことを言いながら、彼は拳こぶしに解呪の力を集めながら、魔ま女じよと悪魔へ向かって走り始める。


　それにノギが、


「え、ちょ、ちょっと」


　と驚おどろく。


　続いてその主の魔女、百夜千夜が、


「うわぁ、うわぁ、そのセリフかぁっこいいー！　私たちもそういう生き方したいねーノギ。ね？」


「ってそんな場合じゃなぁああああい！」


　と叫さけんで、ノギは千夜のえり首をつかむ。後ろに思いっきり引く。


「ほえ～」


「一歩後退するよ！　態勢立て直して、迎げい撃げきする！」


　そのまま二人は後ろへと下がる。


　だが、それにハスガはにやりと笑って、


「なんつってな！」


　足を止める。そのまま直角にターンして、雪が降っている公園へと向かう。


　セルジュと合流するのだ。そして二人で、セルジュを襲おそっている魔女と悪魔を倒たおし、そのまま逃にげる。


　逃げる先は、宮阪高校だ。


　そして月光の馬鹿や大兎、黒守、サイトヒメアといった面々と合流して、テンペロン・クローリーに対たい抗こうする手段を考える。


　もしくは、月光に《道み程ち》を開かせて、全員で逃げる、という選せん択たく肢しでもいい。


　しかしとにかくいまは、


「兄貴と合流しないと」


　そう言って、ハスガは駆かけ出だす。


　そしてその背後で、


「に、逃がしませんよ！　いくよ千夜！」
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「えー、でも私走るの苦手……」


「うるさぁああい！」


「うー。あ、ちょっと待って。電話」


「へ？」


「あ、りぃちゃーん！　元気ー？　愛いとしの月光君には会え……え、好きじゃない？　あはは、またまたぁ～。あれ、え、そなの？　ふんふん。ギゼラ先生が集まれって？　わかった。じゃあこっちも帰るねぇ」


　と電話を切る。


　そしてその声にハスガは足を止める。なにやら事情が変わったようで、魔女たちは襲ってくる気配がない。


　そのまま千夜がノギのほうを見下ろして、


「だってさー」


「ってわかんないから！」


「ギゼラ先生が集まれってぇ～」


「エントリオ兄弟は？」


「いらないんだって。もう《軍》の崩ほう壊かいが確認できたから」


　という言葉に、ハスガはまずい、と思う。いま、ここで死ぬ可能性は減ったが、事態は急激に悪くなり始めている。


　もしもいま、《軍》の崩壊が確認されたら、もう、今日の夕方にも、テンペロン・クローリーは総攻こう撃げきを仕し掛かけてきかねない。


　それにハスガは、


「ったく、なんで俺はこんな弱い組織に入っちゃったかなぁ」


　と愚ぐ痴ちりながら、再び走り始める。


　しかしもう、魔女たちは追いかけてこない。


　ただ千夜がその、ハスガの背中に、


「じゃ、あとでいくからねぇ～。またね～」


　なんて言ってくるが、彼はそれに、


「くんじゃねぇ！」


　と、まるでガキのような返事をする。


　すると千夜があははと笑う。


　手を振ふってくる。


　それにハスガは顔をしかめてから、全力で走る。


　セルジュを連れて、一刻も早く生徒会室に帰るのだ。そしてテンペロン・クローリーの本隊が襲ってくる前に、仲間たちを逃がす。


「って、あいつら守ってんの俺たちじゃねぇかよ！」


　なんて叫びながら、彼は必死に走った。


　そして走りながら携けい帯たいを開いて、泉にメールを返したのだった。












　第三章　陰る太陽、光る月







　時は同じだが、場所は変わる。


　次元すら超こえた、遠い遠い世界。





　魔界マクアエと呼ばれる、異界で──





「…………」


　紅くれない月げつ光こうは、弟と対たい峙じしていた。


　月光は弟を見るなり、すぐに剣けんを引ひき抜ぬいた。そのまま弟の命を奪うばおうとした。


　だが、その剣はあっさり、防がれてしまう。アイヴィィ。という名の、日向ひなたが契けい約やくしているらしい、髪かみも、肌はだも、瞳ひとみも白い、美しい悪魔が凶剣スペル・エラーに喰くらいついてきて、剣を止めてしまう。


　その女の中には、いまだかつて、月光が見たことのない大きな力を感じた。


　視線だけで殺されてしまいかねないほどに大きな力を感じた。


　だが、月光はその女を、見ない。


　気にもしない。


　ただ、その女の後ろにいる男をにらむ。


　自分にそっくりの外見をした、男のことを、にらむ。


　弟を。


　双ふた子ごの、弟を。


　紅日向の姿をにらみつけ、


「……日向」


　そう、低い声でうめく。


　するとそれに弟が笑った。


　昔と変わらない、声。


　こちらを馬ば鹿かにするような、それでいてどういうわけか、少しだけ嬉うれしそうな、愛おしげな顔で、


「待ってたよ、兄さん。ずっとこの日を、待ってた」


　なんてことを、言う。


　それに月光は笑みを浮うかべ、答える。


「また殺されにきたか？」


　すると日向は笑う。


「殺されに？　あれぇ、僕、兄さんに殺されたこと…………いや、触ふれられたこと、あったっけ？」


　そこで月光は凶剣スペル・エラーを翻ひるがえす。アイヴィィ。という名の女の口から無理矢理剣を引き抜き、そのまま彼女の首を刎はねようとする。


　そしてそれに、目の前にいたアイヴィィ。が、


「アハ、はは、アハハハハハハハ、さすが主ヒナタのお兄様、ずいぶんと威い勢せいがよろしくて、わたくし思わず性せい欲よくが……」


　そこでアイヴィィ。の口が開く。舌がベロリと伸のびる。その舌が月光を狙ねらってくる。


「わたくし思わず食しよく欲よくが、抑おさえキレな……」


「くっ」


　月光はその舌を剣で切きり払はらおうとする。だが、舌の動きは月光の剣の、何倍も速くて、舌が月光の顔面を──


　とそこで、


「やめろアイヴィィ。兄さんは、おまえにはやらない」


　と、日向が言う。


　するとアイヴィィ。はゆっくりと振り返かえり、


「アハ、はは、アハハ、ほんの、冗じよう談だんですわ」


「噓うそだね。いま、喰おうとしたろ？」


「ふふふふ」


「……次に勝手な行動したら」


「勝手なコウドウをしたら、どうします？」


「お仕置きだ」


　と、日向が言う。


　するとそれに、アイヴィィ。が顔を少しだけ赤らめ、ぱっくりと大きく口を開く。嬉しそうに笑う。はぁっと吐と息いきを漏もらす。


「アラアラ、ソンナことを言ったらまた、わたくし、性欲が抑えラレませ……」


「黙だまれ悪あく魔まが」


「アハぁ、ハハハハハハハァ」


　と笑いながら、アイヴィィ。が舌で、ぺろっと月光の頰ほおを舐なめる。


　それから小さくこちらに、


「あらぁ、アルジと同じ味……きっとあなたも強く、強く、狂くるうのでしょうねぇ。ふ、ふふふ、あはは、もう、いま、タベちゃいたいけれど、ガマンガマン」


　と、アイヴィィ。は言う。


　そしてそこで、やっとこちらの様子に気づいたのか、


「げ、ゲッコーになにしてんだぁああああああ！」


　美み雷らいの声がした。


　そのままこちらに駆けてくるような足音が聞こえる。だが、いま美雷はまだ、悪魔の力を封ふう印いんしたままなのだ。


　そんな状態でこの、アイヴィィ。とかいう強大な力を持った悪魔にかなうはずがなかった。


　いや、悪魔の力を解放していたとしても、おそらくこのアイヴィィ。には、まるで力が及およばないだろう。大人と赤子よりも、さらに力の差がある。


　おそらくこいつは、月光では使役することができないほどに、強大な悪魔なのだ。


　それを日向は使っていて。


　そしてそんな化け物の前に美雷が出てくれば、彼女はあっさり、殺されてしまうだろう。


　だから月光は、


「い、いまいくからねゲッコー！」


　と、こちらにこようとしている契約している悪魔の名前を、呼んだ。


「美雷！」


　すると美雷が、


「……う？」


　と返事をする。


　それに月光は命じる。


「そこを動くな」


「でも」


「でもじゃない。絶対に動くな！」


「…………う、んと……はい」


　そこで、足音が止まる。


　月光の、少し後ろで、止まる。


　それに月光は安あん堵どの息を漏らす。


　するとアイヴィィ。が、奇き異いなものを見つけたような顔になり、こちらを見下ろす。


「いまあなた、悪魔をタスケたの……？　へぇエ、これはこれは、トテモおもしろいことを……」


　が、それを遮さえぎって、日向が言う。


「余計なことを言わずに、下がれ」


「ふふふ、わかりました。アルジがああ言うので、わたくしは下がりましょう～」


　と、アイヴィィ。が一気に後方へと下がる。日向の足下へすがりつくように、座る。


　それを月光は見下ろしてから、日向のほうへと目を上げて、言った。


「……はっ、助けたつもりか？」


　それに日向が薄うす笑えみを浮かべ、


「ん～？　もしかしていま程度で、ピンチだったのかい？」


「まさか」


「ふふ、だよねぇ。だって兄さんはいつだって、僕より強いはずだもんねぇ」


　なんて言う。


　馬鹿にしたような顔で言う。


　そしてそれに、月光は顔を歪ゆがめる。


　いつだって、そうなのだ。


　いつだってこいつは、自分よりも遥はるか前を歩いていて。


　とそこで、背後で美雷が言う。


「あ、あいつヒナタだ！　ヒナタがいるよゲッコー！」


「…………」


「ねねねねねゲッコー、ヒナタが……」


「わかってるから、黙ってろ！」


「あう？」


「いまあいつを殺す方法を考えてるから、静かにしろと言ってる」


「……わ、わかった。あ、あ、でも、う、動くのは……？」


　という言葉に、月光は美雷に動くなと命令していたことを、思いだした。


　それに、


「許可する。俺の隣となりで、俺を守れ」


「わかった！」


　と、美雷が月光の隣にやってくる。宮みや阪さか高校の制服を着た、小こ柄がらな少女。


　強気そうなのにたれ目の瞳に、整っている童顔。その童顔がこちらを見上げ、


「んでんで、どうする？」


　と、珍めずらしく神しん妙みような顔で言ってくる。


　美雷も日向の強さは、一度戦ってわかっているのだ。いや、それどころか、美雷を人間の世界に召しよう喚かんしたのも、日向のはずだった。


　そして日向はどういうわけか、美雷と契約しないままに、彼女を月光のもとへ差しむけてきたのだ。


　まるで月光が美雷を最初から手て懐なずけるとわかっていたかのように、美雷をこちらに送りこんできて。


　日向が、言う。


「……ふむ。雷インドラの娘むすめ──アンドゥのミライか。使い心ごこ地ちはどうだい？　僕のお下がりだけど、よく動くだろう？」


　なんて言う。


　そしてそれに美雷が両手を上げて、


「お下がりじゃなぁああああああああ……」


　という叫さけびを、月光は手で塞ふさぐ。


「ふぐぐぐ？」


　と美雷が驚おどろいたようにこちらを見るが、彼は無視して、


「こいつは優ゆう秀しゆうだからな。おまえ程度の力じゃ、扱あつかえなかっただろう？」


　と、言う。


　するとこちらを見上げていた美雷の顔が、なぜか驚いたようになり、それからどういうわけか真っ赤になる。


　それに月光は、口を手で押さえているせいで息ができなくなったのか、と思い、少しだけ手をずらしてやるが、彼女は、


「…………」


　顔を真っ赤にしたまま、なにも言わない。ただ、鼻息だけがふーふーと熱く手にかかって、鬱うつ陶とうしい。


　だから無視して、日向のほうを見る。


　すると日向はこちらを楽しげに見つめ、


「ずいぶんと、仲がいいんだねぇ。僕とアイヴィィ。とは、大おお違ちがいだ」


　という言葉に、アイヴィィ。が笑って、


「あらアラ、仲がヨくなりたかったのでしたら、いつでもわたくしの気持ちの準備は……」


「……僕は、黙れと言ったはずだけど？」


　と、日向は冷たく命じる。


　するとアイヴィィ。は楽しげな、それでいて敵意がこもっているような視線を主人に投げ掛かけて、黙る。


　それを確認してから、日向はこちらを向く。そして言った。


「さて、くだらない問答はもういいや。本題に入りたいんだけど」


　その言葉に、月光は答える。


「本題？　俺とおまえの間には、憎にくしみしかないだろう？」


「憎しみ？」


「ああ」


「憎しみ、ねぇ……それって、負けた奴やつだけが持つ感情だと思うんだけど」


　と、言う。


　そしてそれに、月光は笑って、


「そうだな。だからこそおまえが持ってるんだろう？」


　と、言った。


　それから彼は、ついさっき思いだしたばかりの記き憶おくを、頭の中に巡めぐらせる。黒くろ守すと会話していたときに突とつ然ぜん蘇よみがえってきた記憶を思いだす。


　それは《預言》についての記憶だった。


《預言》を初めて見たときの、記憶。


　それはまだ、子供のころの記憶だ。


　家族がまだ生きていて。


　そして日向とまだ、仲がよかったときの、記憶。


　弟はいまにも泣きだしそうに顔を歪めている。そして月光に助けを求めるように、言うのだ。


『……こんなの、無理だよ』


　と。


『……無理だ、兄さん……僕らじゃこれはもう……これは、もう、止められない……』


　そしてその弟を安心させるように、月光は言った。


　なぜ、そんなにも弟を守ってやらなきゃいけないと思ったのかは、いまではわからない。こんなに憎たらしいのに。両親を殺して、さらには月光の命まで、悪あく魔まに捧ささげようとしたのに。


　なのに、あのとき月光は、弟を守ろうとしたのだ。


《預言》から放たれる恐きよう怖ふに負けてしまって。


《預言》に書かれている、絶望に耐たえられなくて、日向はもうだめだと、言った。


　そしてそのとき月光が言った言葉は──


「…………」


　とそこで、月光は目の前にいる日向を見つめて、


「また俺に、《預言》から守ってもらいたくて、戻もどってきたのか？」


　と、言った。


　すると日向が少しだけ目を大きく開き、こちらを見る。


「もう、《預言》は見たのかい？」


「ああ」


「《軍》が研究していた、《預言》？」


「ああ」


「それで兄さんは、どう思ったのかな。年を取って。それなりに力がついて、どう思った？」


　と、聞いてくる。


　日向の顔には、昔のような感情は映っていない。昔の、怯おびえるガキだったころのような感情は映っていない。


　ただ、なにもかもをあきらめたような、冷たい瞳ひとみで、そう聞いてきて。


　そしてそれに月光は、言った。


「どうとも」


「……え？」


「どうとも、思わなかった」


「……それは、いったい……」


「二十八日後になにもかもが消えるという、あの《預言》のことだろう？」


「……うん」


「すべての行動は《預言》に書かれていて、なにをしようが無む駄だだと言う、あのクソったれな《預言》のことだろう？」


「……うん」


　と、日向はうなずく。


　その日向の顔を見つめて、月光は、


「どうとも思わないな。《預言》なんか、知るか。もし過去と未来のすべてが《預言》に書かれていたとしても、ここから先の未来は全部、俺が書かき換かえてやる」


　と、言う。


　それからさっき、日向が言った言葉を真ま似ねる。さっきの、『もしかしていま程度で、ピンチだったのかい？』という、馬ば鹿かにした口調を真似て、


「それともまさか、おまえはあの程度の脅おどしに怯えたのか？」


　と、言った。


　すると日向はこちらを見つめ、


「それは……僕が兄さんの、《預言》の部分の記憶を消したから、兄さんは怯えずに生きてられ……」


　が、それを遮さえぎって、


「余計なことをするな。俺は《預言》を見たいまも、怯えていない。怯えて逃にげだしたおまえとは違う」


　と、言う。


　さらに、


「だがまあ、謝るなら、許してやってもいいぞ？　結局お兄様にはかないませんでした、と土下座すればまた、おまえを守ってやってもいい」


　と、言う。


「昔みたいに、泣いて俺にすがるなら……おまえを俺が守ってやる。だから俺の下につけよ、日向」


　と、月光は弟の名前を、呼んだ。


　そしてそれに、日向がぴくりと、反応する。そのまま薄うすく、かすかな、しかしどこか嬉うれしげな笑みを浮うかべて、


「……と、こんな兄なんですが」


　などと言って、顔を上げる。


　するとそれに突然、空の様子が変わる。


　いや、空と言ってもこの、魔界マクアエの世界の空にはずっと雷らい雲うんが立ち込めていて、空は見えないのだが。


　その雷雲が、より一層強い稲いな妻ずまを宿して、輝かがやく。うるさいぐらいの轟ごう音おんが響ひびく。


　そしてそれに、


「……あれぇ、ママだ」


　なんて声を、美雷があげる。


　彼女は顔を上げる。


　その、彼女につられて月光が顔を上げた、瞬しゆん間かん。


　稲妻が一筋、落ちてくる。


　それも、月光と日向の間に。


　当然、反応することはできない。稲妻をよけるなんてことは、人間にできるはずがない。


　だから月光は、なにもできずにただ、目の前に稲妻が落ちるのを見ていた


　大地を稲妻がえぐり、その中央に、一いつ匹ぴきの悪魔が現れるのを見ていた。


　その悪魔は女だった。


　いや、悪魔の性別というものが明確にどうなっているのかはわからないが、少なくとも月光には、女に見えた。人間でいえば、二十代中ごろくらいの見た目。


　長く綺き麗れいな、宙空を舞まう稲妻状の髪かみ。金色に輝く瞳。まるで外套マントのような形をした稲妻を纏まとい、それがバチバチと風になびいている。


　そいつは美雷に、少し似ていた。いや、美雷がもう少し成長すれば、こういう姿になるのかもしれない。


　だが、その体の中に内包している力の量が、美雷とは比べ物にならない。


　いや、さっき戦った、アイヴィィ。とかいう名の悪魔よりも大きな力を持っているかもしれない。


　彼女が現れた瞬間に、この世界を埋うめ尽つくしていたはずの稲妻が、まるで彼女に従っているかのように一いつ斉せいに静まり返ってしまって。


　そしてその、彼女がこちらを見る。


　いや、彼女が見たのは月光の、横にいる少女だった。


　するとその少女が両手をあげて、


「おおー！　ママー！　帰ったよー！」


　と駆かけ出だす。


　美雷が、ママ、と言った。


　この目の前の化け物に対して、ママと言った。


　すると女が笑って、


「おーミライ、おかえり～」


　なんて言う。
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　美雷が女の悪魔に抱だき着く。


「ママ、ママ、ママー」


　と美雷が言って、その女悪魔は美雷の頭をわしわしなでながら、


「ミライミライミライ～」


　と言って、笑う。


　それから、


「でもなんで、こんな色の髪してるの？　力を封ふう印いんするのが、人間界の流は行やり？」


　という言葉に、美雷が顔を上げる。母親のほうを見る。それから、


「んとねー、えとねー、ゲッコーがね、あたしにねー、あたしに……き、キスを……きゃぁああああああああなんでもなぁあああああああい！」


　と、馬鹿なことを言いながら、叫さけぶ。また顔を真っ赤にして、その顔を母親の胸にうずめる。


　そしてそれに、美雷の母親は娘むすめを見下ろし、それからこちらを見て、


「ふぅん。あんたが噂うわさの、鴉からすの左首……テンマどもが遣つかう、『月光返照菩薩チヤンドラプラバ』か……」


　などと言う。


　鴉の左首だの、月げつ光こう菩ぼ薩さつだのといった、わけのわからないことを言ってくる。


　だがそれに月光は美雷の母親をにらみつけたまま、


「俺は俺だ。そういうおまえこそ何者だ？」


　と、聞く。


　するとそれに美雷の母親が目を少しだけ開き、


「あらぁ、だーれに口利きいてるのかなぁ。ここは魔界マクアエの、それも雷神インドラの末まつ裔えいたちが棲まう場所。そこの王に、その口の利き方はどうかしら？」


「はっ、敬語を話せって？」


「……弟君は、初めてここにきたとき、口だけは敬語だったわよ？　態度は悪かったけど」


「あいつは弱いからだ」


「あんたは強いとでも？」


「試すか？」


　と、月光は剣けんを握にぎる。


　するとそれに、美雷の母親が薄く笑って、


「まあ～、ガキが身の程を知るのも……」


　と、言いかけたところで、美雷が顔をあげる。母親のほうに、


「…………」


　なにかを、言う。


　それに母親が美雷のほうを見て、


「え、でも」


「…………」


「ふむ。ええ～」


「…………」


「いや、いいけど……んー、ミライ、そんなにあの馬鹿のことが大事なの……？」


「え、え、わわ、ママ、そんなこと大声で言っちゃだめぇ!?」


　と、美雷が叫ぶ。


　こちらを見て、あわあわ震ふるえてからまた、顔をそむけて母親に抱き着く。


　そしてそれに、月光まで恥はずかしくなってしまう。


　美雷は、母親に月光をお仕置きしないよう、頼たのんだのだ。


　それに彼は顔をしかめ、さらにその向こうで日向があきれたように頭に手をあて、


「兄さん、僕まで恥ずかしいんだけど」


「[image: ][image: ]っ!?」


「いや、ほんの少しだけ、大人になろうよ」


「おまえ、殺すぞ」


「出来るなら、そうしたらいい。でも、出来ないでしょう？　なにせいま、ここにいる者たちの中で、兄さんが一番弱いんだから」


　なんてことを、言ってくる。


　そしてそれは、事実だった。


　日向にも、日向が遣う悪あく魔まにも、美雷の母親にも、彼の力は、まるで及およばないはずだった。


　癪しやくな話だが、この中の誰だれか、一人でも月光を殺そうと思ったなら、あっさり月光は殺されてしまうのだ。


　そしてそれに、


「……くそが」


　と、彼は剣を腰こしの鞘さやに戻もどす。


　するとそれに、美雷の母親がこちらを見つめ、


「なーんか、悪い男に娘をたぶらかされてる気分～」


　なんて言って、笑う。


　それから、


「まあいいけど。《預言》で見たゲッコーとかいうやつは、裏では娘にけっこう優やさしかったし」


　すると美雷が顔をぱっと輝かせて上げ、


「ゲッコーね、ほんとはね、すっごい優しいんだよー！」


　とか、言う。


　すると母親はまた、美雷の頭をなでて、


「そうなんだー。ミライが幸せなら、あたしはいいけどねー。じゃあ、ま、あたしのほうから名乗ろうか」


　と、こちらを向く。


「あたしは雷インドラの末裔──アンドゥのスクラルド。この、神鳴かんなりの世界のすべてを統すべる者、兼けん、ミライの母親でーす」


　なんて、言う。


　それに月光は、思う。


　美雷がいつも言っていた、大物悪魔の娘だった──というのは本当だったのか、と。


　まあ、どうでもいい話だが。


　それに月光はスクラルド、と名乗った美雷の母親と、そして日向の両方へと目を向けて、


「で、その二人が揃そろって、俺になんの用だ？」


　と聞く。


　するとスクラルドが言う。


「何の用って、あんたのほうがきたんじゃない」


　なんて言われるが、しかし月光は無視して、


「おまえらは、あきらかに俺のことを待ってただろうが。俺がここにくることを知っていた。おそらくは《預言》を見て、俺がここにくるのを知って、待ってたんじゃないのか？」


　と聞くと、日向が答える。


「《預言》はそういうこと、出来ないってもう、兄さんも知ってるだろう？　《預言》には兄さんに会うために、僕はここにくる、と最初から書いてあった。ここにくるのすら、僕の意思じゃな……」


　が、それを遮さえぎって月光は言う。


「俺は俺の意思でここにきた。《預言》は関係ない」


「でも」


「でもじゃない。ビビリは消えろ。俺が《預言》を書かき換かえるのに、邪じや魔まだ」


　と、月光は言う。


　それに日向は黙だまる。


　そしてスクラルドが、黙った日向のほうへと目を向け、それからこちらを見て、


「……ふぅん。あんたら、おもしろいわねぇ。ヒナタは一人のときはあんなに強いのに、ゲッコーの前ではそんな顔をするんだ……ふ、ふふふ、力は弟が上。心は兄が上、か。そして片方が片方を喰くらったところで、完成する──テンマどもは、おもしろいものを作るなぁ……」


　なんて、感心したように、言う。


　だがやはり、月光にとってはそんなことはどうでもいい。


　いや、《預言》だの《天てん魔ま》だの、自分以外の化け物どもが作った仕組みなど、どうでもいいのだ。


　知りたいのは、自分で自分の人生を切り開く方法だけ。


　俺が知りたいのは──


　とそこで、日向が言う。


「自分の人生を、取り戻す方法……でしょう？」


　と、まるで月光の思考を読んだような口くち振ぶりで、言う。


　いや、それもおそらく、《預言》で見たのだろう。《預言》で見た、未来。


　いま、この場所で、月光が言おうとした言葉を、日向は言う──という未来を、あいつはすでに見ていて、そしてそれを、そのまま言った。


　それに月光は、


「また、《預言》に負けて、従ったのか？」


　と、言う。


　するとそれに日向は笑って、


「《預言》にはそもそも、逆らえないんだよ、兄さん」


「吐ぬかすな」


「それに、抵てい抗こうしたところで、その抵抗した、ということが書かれた《預言》も……」


「だからくだらない弱よわ音ねを吐ぬかすんじゃないと言っている」


　と、月光は言う。


　しかし日向はそれに、笑みを浮うかべた表情のまま、


「……ああ、そうだね。吐かしてごめん。いまここで兄さんが言おうとした、『自分の人生を取り戻す』っていう言葉が僕は好きでね……だから、先回りして言おうって、子供のころから思ってたから……」


　なんてことを、言う。


　表情のない、ただ、貼はり付いたような笑みだけが浮いている顔で、


「……すべてが《預言》されていて、取り戻せる人生なんてないはずなのに……兄さんは偉えらそうにそんなことを言って、それが、羨うらやましかったから」


　なんてことを言ってきて、それに月光は日向を見る。


　弟の顔を見る。


　やはり感情が抜ぬけ落ちたような顔をしている。だがなぜか、少しだけ子供のころの、自分の後ろを追いかけてきていた弟の面おも影かげのようなものが見えた気がして。


「……いったい、おまえは……」


　と、言った。


　弟は子供のころから《預言》を見て、そして、ずっと羨んでいたのだという。


『自分の人生を取り戻す』と、本気で思える月光のことが、羨ましかったのだという。


　いやそれどころか、日向はこう言ったのだ。


　月光がこの魔界マクアエにきたときに、こう言ったのだ。


『ずっとこの日を待ってたよ、兄さん』


　と。


　つまりこいつはずっとずっと、ここで月光と再会するのを、待っていたのだ。


　子供のころからずっと、今日という日がくるのを知っていたのだ。


　そして《預言》に書かれている通りに、生きた。すべての出来事を知っているのに。


　いまから起きるなにもかもを知っているのに、彼は一いつ生しよう懸けん命めい、その通りに生きて、今日という日を迎むかえたのだ。


　それは確かに少し、苦しい人生のような気がする。いや、自分の人生なんてない、と言われて、しかし自分の人生を生きなければならないのは、きっと信じられないほど苦しいはずだ。


　だからこそ、《預言》は読んだ者を壊こわしてしまう。《預言》そのものにも読んだ者に恐きよう怖ふを与あたえるような魔ま術じゆつが込められているのだが、しかし、その魔術よりも、自分の人生なんて本当は存在してなくて、まるで誰かが書いた台本の通りに日々を生きている、という事実を知るほうが、よっぽどきつい。


　そしておそらく日向は、その《預言》を読む能力が、高かったのだろう。


　こいつは月光がここにきたとき、こう言った。


『これも、９スクデュルの《預言》には書かれてたことだから……』


　９スクデュル。


　ちなみに崩ほう壊かい前の《軍》の研究機関で入り込むことに成功した《預言》の階層は、５スクデュルまでだった。


　それもアクセスしていられる時間は、ごく、短時間だけだ。


　だが日向は、少なくとも９スクデュルまでは見ることができてしまっているのだ。


　そしてそれがいつから出来たのか？


　もし子供のころなら。


　もしもまだ、月光と一いつ緒しよに遊んでいた、ごく小さいころからなら、それはひどく、苦しかったろう。


　なにせ、自分の人生の、すべてが見えてしまうのだから。


　自分が力を手に入れていく様が。


　自分が、両親を悪魔に差し出す様が。


　自分が、笑いながら家を出ていく様が。


　そして月光は、思いだす。


　それは子供のころに読んだ本に書かれていた言葉だ。


『本当の天才は結局、人とは相あい容いれないのだろう』


　日向は、天才だったのだ。


　誰だれとも相容れないほどに、天才だったのだ。


　だから誰とも繫つながれない。


　友だちとも、親とも、誰とも話す気にならない。


　なにもかもが馬ば鹿かに見えて。誰も彼もが馬鹿らしく見えて。


　ずっと世界が、灰色に埋うめつくされていて。


　そしてそれに、月光は気づいてやれなかった。


　弟は助けを求めていたのに。


　双ふた子ごの兄に、助けを求めていたのに。


　月光は日向が両親を殺して、去っていこうとしたときのことを思いだす。





　──やあ兄さん、早かったね。


　──おまえいったい……なにしたんだ？


　──兄さんには、わからないコトだよ……いや、兄さんには、これが見えるかな？





　日向はそう、言った。


　そして指を一本立てた。


　宙空を指差した。


「…………」


　だが月光には、なにも見えなかった。そこにはなにもない。なにも見えない。


　すると日向は、寂さみしげな、悲しげな顔になった。


　でも、いまならわかる。


　日向が指していたのは、《預言》だ。


　空間を埋め尽つくすように書きこまれている、《預言》だ。


　弟にはもう、あのときから《預言》が見えていたのだ。


　そして助けを求めていた。


　もし、《預言》に書かれていない反応を、兄がしてくれたら。


　同じ遺伝子を持つ、天才の兄が、《預言》に書かれていない反応をして、助けてくれたなら……


　だが、結局兄は、天才じゃなかった。


　だから日向は悲しげな、寂しげな、それでいて、すでに決められた人生をまるで操り人形のように踊おどりまくる自分を馬鹿にするような笑みを浮かべて、


『見えないなら……もう兄さんには用はないや』


　そう言って、消えた。


　だが。


　と、あれから九年以上経過して、再び目の前に現れた弟の姿を見て、


「……おまえはいったい……なにがしたかったんだ？」


　そう、月光は聞いた。


　弟には表情がない。昔のような表情はない。なぜそんなふうになってしまったのかは、わからない。力を得るためか、それとも、《預言》をあまりに深くまで見てしまったせいか。


　ただ、彼は薄うすく笑うだけ。


　へらへら笑うだけ。


　そして笑いながら、


「別に、なにも。いや、なにかをしたい人間なんていないんだ。すべては《預言》の通りの行動を……」


　が、それを遮さえぎって、スクラルドが言う。


「でもその《預言》には、それをどうしてしたのか、っていう意思についても書かれてるでしょう？　で、ゲッコー君はそれについて聞いてるんじゃない？」


　と、言う。


　しかしそれに、


「…………」


　日向は答えない。


　ただ、へらへら笑うだけで。


　するとスクラルドが、続ける。


「じゃあ、あたしが説明……」


「いらな……」


　という日向の声を遮り、スクラルドは言った。


「彼はゲッコー、あんたに喰くわれるために、力を貯めたの。そのために感情を売った。命も売った。人間とは思えないほどの知識と、力を得るために……持っているものをすべて売った。で、今日──もう、世界の崩壊を二十八日後に控ひかえた今日、兄に喰われにきた」


　なんてことを、言う。


「自分では《預言》をどうにもできないから。《預言》を怖おそれてしまった自分にはどうにもできないから、なら、それでもあきらめないと言う兄にすべてを託たくそうと、必死にあがいた。で、今日がきたんだけど……さてさて、あんたはどうするのかしら？」


　なんてことを、言う。


　だがそれは、すぐには受け入れられない話だった。


　いや、話の内容はわかる。


　日向がなぜ、こんなことをしたのか。


　両親を殺したのか。


　ずっと一緒にいるはずだったのに、自分のそばを離はなれたのか。


　その理由は、わかる。


　しかしそれでも。


　それでも、


「……なんで、俺にいままで相談しなかった」


　それが、受け入れられなかった。


　だから日向をにらんで、


「なんで俺に、いままで言わなかった？」


　そう言って、彼は前に進む。


　日向のほうへと進む。


　日向は表情を変えない。


　いや、もう感情を、表情を、失っているのだという。その日向がこちらを見て、言う。


「兄さんは、弱かっ……」


「そんなことは聞いてない」


「言ったところで……」


「そんなことは聞いてない」


「……よ、《預言》にも、僕は今日まで、兄さんに秘密は打ちあけな……」


「そんなことは、聞いていないと言ってる！」


　そう言って、月光は拳こぶしを振ふり上げた。そのまま日向の顔面に、放つ。


　日向はそれを、なぜかよけない。


　よけることなどたやすいはずなのに、よけずに、受ける。


「ぐっ」


　と、小さくうめいて、のけぞる。


　唇くちびるが切れて、血が流れる。


　その血の色が、赤くない。


　もう、人間ですらなくなってしまっているのだ。


　それも、月光に自分の力を、喰わせるために。《預言》をなんとかできるなどと、根こん拠きよのない戯たわ言ごとを叫さけぶ兄に喰われるために、こいつは、自分の体を売って……


「この馬鹿が、ふざけるんじゃない！」


　と、月光は怒ど鳴なる。


　日向はそれに、へらへら笑いながら、こちらを見上げる。


　そしてそれから、


「……は、はは、泣きそうだよ、兄さん。いや、実際にはこの未来を見て、何度も泣いたんだ。何度も何度も泣いたんだ。もう、いまは涙なみだを失っちゃったけど……兄さんは……兄さんはずっと、僕に優やさし……」


　が、その言葉の途と中ちゆうで、月光は日向の顔をもう一度殴なぐった。


　月光はそのまま、日向をにらむ。


　もう、取り返しがきかないほどにすべてを失ってしまっている、日向をにらむ。


　自分の力が足りなかったせいで。


　自分の能力が足りなかったせいで、助けられなかった弟の姿を、にらみつけて。


「……俺は……俺はいったい、どうすればいい」


　うめくように、言った。


　涙が溢あふれてくるのを感じた。


　しかし弟は泣かない。


　ただ、へらへら笑う。


　悲しげな顔で、へらへら笑って、


「……ただ、僕を喰ってくれればいいよ。それに兄さんは弱くない。兄さんが《預言》をなんとかするって言ってくれたから、僕の人生には意味が……」


　だがまた、月光は日向を殴る。


　それで日向は地面に倒たおれる。


　日向はそれでも笑っている。


　月光はそれに、泣いている。


　そしてそれも、《預言》にすべて書いてあったというのだ。


　こんな、魔界マクアエなんて場所まできて、兄弟で喧けん嘩かして。


　そしてそれも、全部、《預言》に、書いてあると……


「ふざけるなよ」


　と、彼は言う。


「ふざけるんじゃない」


　と、彼は言う。


「こんなのは絶対に許さない。こんなのは、絶対に……」


　とそこで、背中に誰だれかが触ふれる。


　それに振り返かえる。


　するとそこには美雷がいる。美雷はいまの状じよう況きようを理解しているのか、してないのかはわからないが、月光よりもぼろぼろに泣いていて、


「……泣かないでよ、ゲッコー」


「おまえが泣くな」


「泣かないで……あたし頑がん張ばるから」


　と、言う。


　おまえが頑張っても、仕方ないだろう、と思うが、しかしそうは言わない。


　ただ、美雷を見つめ、その頭を撫なでる。彼女の頭は温かくて、少しだけ気持ちが落ちつく。


　彼は小さく、息を吐はく。自分を落ちつかせるように息を吐く。瞳ひとみから溢れる、馬ば鹿からしい涙を拭ぬぐう。


　そして地面に座り込んだままになっている日向を見下ろして、


「……で、おまえを喰らえば俺は、《預言》を壊こわせるのか？」


　と聞く。


　すると日向が答える。


「……いいや」


「なら、なぜこんなことをした」


「……僕は、逃にげたから……せめて、《預言》に立ち向かう兄さんの力になれればと思って」


　なんてことを言う。


　それに月光は日向を見下ろし、それから今度はスクラルドのほうへと目を向けて。


「で、おまえはなんの用だ。なぜ俺は、ここで日向と再会した？　おまえがいるのにも、意味があるんだろう？」


　という問いに、スクラルドがあっさり言う。


「ヒナタと同じ理由。どうせあと二十八日で世界が消えるなら、あたしも全ぜん力りよ尽くつくそうと思ってね～」


「どういうことだ？」


「あたしが死ねば、アンドゥの力は、後こう継けい者しやのミライに受うけ継つがれる。だからここで死んで、力を譲ゆずろうと思って」


　なんて言う。


　そしてそれに美雷が涙でぐちゃぐちゃな顔のまま、


「えええええええ、ま、ママ死ぬの!?」


　と叫び、それにスクラルドが笑って、


「死んじゃう」


「だめぇえええ！」


「あはは」


「あははじゃなぁあああああい！　ねねねね、ゲッコー、あの、ゲッコー、どうし……」


　が、その言葉を遮さえぎって、


「全部却きやつ下かだ」


　と、言う。


　そしてそれに日向が、


「そう言うのも、知ってる。でも、結局兄さんは……」


「《預言》に興味はない」


「兄さんは、僕を喰う。スクラルドも殺……」


「興味ないと言っ……」


「あと、二十八日しかないんだ。それを止めるために、兄さんはすべてのことをする。でも、負ける。それで全部、終わる。世界も、異界も、すべてが終わり。《預言》には、そう書かれてた。でも、兄さんなら……ワガママで馬鹿な兄さんなら、最後の最後でもしかしたら……」


　それを遮って、月光は言った。


「もしかしなくても未来は変わる。それは、おまえらの命を、喰くらわないでもだ」


　そしてそれに、日向は笑って、


「そう？」


「そうだ」


「なら、そうだといいな。そしたらもう、未来は変わってるから……いや、少なくとも９スクデュルまでに書きこまれていた未来は、壊せる。でもきっと、兄さんは僕を喰らいにくるよ」


「……美雷、帰るぞ」


「兄さんはくる。それもいまからたった……」


　しかしそれを聞かずに、


「開け」


　と、月光は生徒会室からこちらに繫つないでいた《道み程ち》に命じる。するとすぐに次元が歪ゆがんで、《道み程ち》が開く。


　その向こう側には生徒会室がある。


　うちわで顔を煽あおぎながら、机の上のポテチを食べている泉と、女性ファッション雑誌を食い入るように読んでいるサイトヒメアの姿。


　さらに生徒会室の、窓側が、窓と壁かべがすべて消し飛んでしまっている。


　どうやら向こうでもなにかがあったようで、しかし泉たちのノンキな様子からすると、おそらく死人は出ていないだろう。


　それに心の中だけで、小さく安あん堵どの息を吐いてから言う。


「美雷、戻もどれ」


　すると美雷が、


「あのあの、ママのことは」


「安心しろ。必要ない」


「んと、でも」


「俺が大だい丈じよう夫ぶといったら、大丈夫だ。いつもそうだろう？」


　と、言う。


　するとそれに美雷がこちらを見上げ、なぜかその、月光の偉えらそうな態度に嬉うれしそうな、信じきっている顔になって、


「うん！」


　とうなずく。


「じゃーママ、またいってくるねー！」


　と手を振ふる。


　そのまま生徒会室へと帰る。


「ヒメちゃん、イズミ、あたしもポテチ食べるー！」


　なんて声があがる。


　それを確認してから、月光は振り返る。


　そして日向と、スクラルドに向かって、


「悲観主義者どもが。そこでおまえらは、俺が未来を書かき換かえるのを黙だまって……」


　見てろ、と、そう言いかけて、やめる。


　そしてそれから少し考えたあと、


「いや、戦う気力がないなら、おまえらも俺の生徒会に入……」


　するとそれを遮って、日向が言う。


「テンペロン・クローリーに対たい抗こうする力がいるんだろう？　それは、手伝うよ……」


「そうか」


「ま、それも結局は、全部《預言》に書かれてることだけどね」


「だから？」


「は、ははは」


　と、笑う日向を無視して、月光は歩きだす。そのまま生徒会室に戻る。


　いつもの、生徒会室に戻る。


　それから魔界マクアエのほうを振り返り、


「負け犬ども。この《道み程ち》を通って、こっちにくるか？」


　と言う。


　すると日向は肩かたをすくめ、


「自分で戻れる」


　続いてスクラルドが、


「だぁれが負け犬だって？」


　と笑う。


　そしてそれに月光は、二人のほうを一いち瞥べつだけして、


「……閉じろ」


　と、《聖地》に命じる。


　すると次元の裂さけ目めは、閉じてしまう。


　魔界マクアエとの《道み程ち》が、消えてしまう。


　それから振り返る。


　窓と壁がなくなってしまっている生徒会室へと目を向け、聞く。


「このありさまはなんだ？」


　するとヒメアが、雑誌から顔をあげないまま答える。


「テンペロン・クローリー」


「誰が追い返した？」


　するとヒメアが顔をあげ、


「私。お礼をしなさい」


「はっ」


「お小こ遣づかいを寄こしなさい」


「うるさい」


　と、月光は自分の席へと向かう。


　椅い子すに座る。


　そして、


「……喉のどが渇かわいた。誰だれか紅茶を入れろ」


　と、言う。


　するとそれに、ヒメアは雑誌を読み、泉はポテチを食べ、美雷は月光の話をまるで聞いてなくて。


　それに月光は、


「………………はぁ」


　これが《預言》を必死に壊こわそうとする、自分の仲間たちか……と思い、疲つかれたようにため息をついた。












　第四章　恋愛







　たまに、恋こいをするのが嫌いやになる。


　こんなに胸が痛くなるのならいっそ、彼のことを嫌きらいになれればいいのにな、って、そんな馬ば鹿かなことを、


「…………」


　時しぐ雨れ遥はるかは、思う。


　嫌いになんてなれるわけないのに。嫌いになんかなりたくないのに、彼女はぎゅっと締しめつけられるように痛む胸を押さえて、そんなことを思う。


　彼女はいま、車に乗っていた。


　夏休みの間、母方のおじいちゃんおばあちゃんの家に里帰りしていて、今日戻ってきたのだ。


　前の席では、運転手の父親が眠ねむいと言って、それに母親が一いつ生しよう懸けん命めい話し掛かけて眠らないようにしている。


　二人は仲がいい。


　もう車に三時間くらい乗っているのだが、あーだこーだと会話がつきない。


　遥はその、仲のいい両親を見つめて微笑ほほえみ、それから車の、窓の外を見る。


　車はもう、高速道路を降りて、街道をしばらく走り、宮みや阪さか市に入ってしまっている。ここまでくればもう、家までは十分くらいだ。


　その、よく知っている街並みを眺ながめながら、


「…………」


　彼女は、少しだけ寂さみしげに目を細める。


　それから手に握にぎっていた携けい帯たいのほうへと、目を向ける。画面には、メールの受信ボックスの一覧が開かれている。


　友達からのメールや、両親からのメールがそこにはある。


　しかし一番多いのは、大たい兎とからのメールだ。いや、大兎からのメールはほとんど保存しているので、どんどん、増えていってしまうのだ。


　たとえば、おはよって挨あい拶さつするだけのメールでも、彼女は嬉しくて、保存してしまって。


「……こういうのって、バレたら怖こわがられるかなぁ」


　と、あまりの大兎のメールの多さに、遥はちょっとだけ笑う。


　しかしその顔も少しだけ泣きそうで。


　彼女は携帯を操る。メールを一通ずつ見ていく。するとやがて、あのメールにたどりついてしまう。


　この夏休みの間に大兎と交こう換かんした、メールだ。


　いや、夏休み前から連れん絡らくが途と絶だえてしまっていた大兎が、やっと返事してくれたメール。


　彼女が、返事がないことを心配して何度も何度もメールをしてしまって、もしかしたら返事がないのは、自分が大兎を怒おこらせるようなことしちゃったのかな、なんて心配になって謝りのメールを送ったら、返ってきたメール。


『怒ってなんかないよ。実はずっと携帯がないところにいてさ』


　そのメールを見て、彼女はほっとした。大兎は怒ってなかったんだ、とわかって、胸をなでおろした。


　そしてそれから少し、期待してしまう。


　大兎が帰ってきたなら、夏休みは一いつ緒しよに過ごせるのかな、って、ちょっとだけ期待してしまう。


　しかしその期待は、次のメールであっさり壊されてしまった。


　大兎は、こんなメールを送ってきたのだ。


『俺がそっちいく。ちょっと遥と、会って話したいことがあるから』


『家に？』


『いまからいってもいい？　遥に、会わせたい子がいるんだ』





　──遥に、会わせたい子がいるんだ。





　その文章を見た瞬しゆん間かん、彼女は心臓が止まりそうになった。大兎がなにをしようとしているのかが、わかったから。


　あの子を──沙さ糸いとヒメアを、自分に会わせるつもりだ。


　で、彼女のことが好きだと言うのだ。


　付き合うことになったから、今後は三人で遊んだりしようとか、言うのだ。


　そしてそれにきっと、自分は──


「私は……」


　よかったねー、とか、言って、笑うと思う。


　こんな美人の彼女が出来ちゃうなんて、大兎は幸せ者だなーとか言って、笑うと思う。


　私のことも見てよとか言って、泣いたりはできないと思う。


　大兎がいなくなったら泣くと思うけど、きっと、大兎の前では、泣いたりできないと思う。


　いや、そもそも自分にはその、資格がないのだ。


　大兎をずっと裏切り続けてきて、いまさら、私のことも見てなんて……


「…………」


　大兎が、好きだなんて、言う資格は……


「…………」


　そこでまた、胸が強く痛くなってきてしまって、彼女は顔をしかめる。涙なみだが出そうになる。でも、いま泣くわけにはいかなかった。


　だって、ここは車の中で、パパも、ママもいるのだ。パパはいつも働いていて、やっと取れた夏休みで。


　ここで泣くわけには、いかない。


　だから、


「あはは」


　と、彼女は笑う。


　泣き顔を隠かくすように、顔をくしゃくしゃにして笑う。


　すると父親が言ってくる。


「なにかおもしろいことがあった？」


「うん。友達がメールくれて」


「大兎君？」


「大兎以外にも友達はいます～」


　するとそれに、母親が横から、


「大兎君は友達じゃなくて、好きな人だもんねー？」


「ってママ！」


「あはは」


　と母親は笑う。


　父親も、大兎のことは子供のころから知っているので、一緒に笑っている。


　それに遥は笑って、気をまぎらわせる。


　泣きだしそうな気持ちを、まぎらわせる。


　だいたい、こんなところで泣いてしまっていたら、もう、この先やっていけないのだ。


　だってすでに、車はこの街に戻もどってきてしまったから。


　大兎や、ヒメア、それに《軍》があるこの、宮阪市に戻ってきてしまったから。


　いや、遥はもう、一度逃にげたのだ。


　大兎の『会って欲しい子がいる』というメールがきたとき、彼女はこう返したのだ。





『会って欲しい子って、誰かな？　あの、ごめん。私いま、家にいないんだ。お母さんの実家に家族みんなで帰ってて。たぶん、家に帰るの、夏休みが終わる前日になっちゃうと思う。ごめんね大兎。大切な話だった？』





　だが、これは全部噓うそだ。


　両親は先に実家に帰っていたが、遥は家に残っていた。テニス部の夏季練習の間はしばらく一人で家に残って、それが終わったら祖父母のところへいくはずだったのだ。


　しかし、彼女は大兎からのメールを見て、すぐに祖父母のところへ、逃げてしまった。


　テニス部の顧こ問もんに体調を崩くずしてしまったから、家族のところへいくと噓までついて、彼女は──


「って私、噓ついて、ばっかりだな……」


　と、自分で自分が嫌になる。


　怖こわい現実から逃げるように。


　嫌な真実から目をそらすように、逃げてばかりで。


　だから、《預言》にもとらわれてしまっているのだ。


　彼女の主は、こう言った。


　すでに彼女の《預言》を見てしまっている主は、彼女の人生のことを──寂さびしい、物語だ──と、そう言った。


　それからその、主の言葉を思いだす。


　主は別に憐あわれむでもなく、馬鹿にするでもなく、こう言った。


『本当に、この術式の部分はとても綺き麗れいだ。だから君は頑がん張ばって、その役を演じきるといい。クロガネタイトが好き。でもその恋こいは成じよう就じゆしない。なのに君はそれをあきらめきれず、人生のすべてを棒に振ふる──寂しい、でも美しいシナリオだ。僕はそれを、楽しく眺めるよ』


　きっといま、主は楽しんで眺めているだろう。


　結局逃げた彼女の姿を。


　大兎にフラれるのが怖くて逃げて、でも、好きな気持ちは消せない彼女の姿を。


　そしてこの気持ちもすべて、自分のものではないのだという。すでに《預言》に書かれているのだという。


　私は大兎をあきらめきれず、人生のすべてを棒に振る。


　なにもかもを棒に振る。


　胸が痛い。


　泣きそうなほど痛い。


　大兎を、嫌きらいになれればいいのにと、叫さけびたくなる。


　でも、それでももう、


「…………」


　負けないと、決めたのだ。


　もう、すでに決まってしまっているという、自分の運命シナリオなんかには負けないと、そう決めたから──


　彼女は、メールを書き始める。


　タイトルに、大兎～と、書きこむ。


　それから本文を、書く。


　極力明るい文面で。


　暗い子だと思われないような、楽しげな文面で、メールを書く。


『起きてる？　それとも夏休みだから、まだ寝ねてるかなー？　あはは。あのね、その、私もう、家につくよー？　そしたら大兎の家、いっていいかな？　お土産みやげあるしね、あの、それに、夏休み全然一緒に過ごせなかったから、今日は一緒に過ごしたいなぁ……なんて。あの、とにかくもう帰るから、あとでそっちいくね！　目、覚ましといてね！』


　と、メールを書く。


　少しだけ、みじめな気分になる。大兎が他の女の子を好きかもしれないとわかっていて、それでも一いつ生しよう懸けん命めい虚きよ勢せいを張っている自分が、まるで道化ピエロみたいに思える。


　でも、暗い顔をしてたらきっと、《預言》の思い通りになってしまう気がするのだ。


　だから彼女は一生懸命、笑う。


　やっと大兎に会えるという、事実だけを考えて、彼女は一生懸命、嬉うれしそうに笑ってみる。


　すると少しだけ、悲しい気分が減る。


　現実は変わらないのに、笑顔を浮うかべると、少しだけ前向きな気分になれて。


「よし」


　と、言う。


「負けないもんね」


　と、言う。


　もしも大兎が、他の女の子が好きだったとしても、でも、自分はずっと、彼が好きなのだ。それは変わらない。ずっと変わらない。


　なら、自分にも少しはチャンスが……


『君はそれをあきらめきれず、人生のすべてを棒に振る──』


　うるさい。


『人生のすべてを棒に振る──』


　うるさい！


　と、頭の中で上がる声を、一生懸命かき消す。


　そしてメールの、送信ボタンへと指を伸のばす。送信するのは、やっぱり怖い。これを送ってしまえばまた、きっと、大兎はヒメアに会ってくれ、という内容のメールを返してくるだろうから。


　でも、それでもいいのだ。


　大兎が、ヒメアという子と付き合いたいなら、付き合ってもいい。


　私はそれをそばで、にこにこ笑って、見守るのだ。そして大兎が辛つらい思いをしたときは、そばで支えるのだ。


　彼が、振ふり向むいてくれるまで。


　彼が自分のほうを見てくれるまで私は、絶対に負けない。


　そう誓ちかう。


　そして少しだけ深呼吸をする。


　メールの送信ボタンに触ふれ、それから、


「んっ」


　と、強く押す。


　するとメールが送られていく。


　ポストからハガキが空へと飛んでいくアニメが表示される。


　メールが送信されました、という文字が出る。


　それを遥はるかは見つめて、


「……送っちゃった」


　と、呟つぶやく。


　そしてそのころにはもう、車は家の、すぐそばまできている。


　父親が、


「ついたよ遥～」


　なんて言う。


　それに母親が、


「パパお疲つかれさま～」


　と、父親に言うので、遥も窓の、外を見る。


　すると車は、お隣となりさんの大兎の家の前を通り過ぎ、そして停車する。


　家の、それほど大きくない庭と、その手前にある一台分の駐ちゆう車しや場じようが目に入る。


　それに遥は、


「あ、じゃあ私、門開けてくるねー」


　と、車を降りる。


　母親が、


「よろしくー」


　という。


「はいはーい」


　と遥は小走りに家の門のほうへ向かう。


　携けい帯たいは握にぎり締しめている。


　いつ、大兎から返事があるかわからないので、強く握り締めている。


　そのまま門を開く。


　門はキーっと、金属が擦すれ合うような甲かん高だかい音を立てる。





　そして──





　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆





　遥の家の門が開く音がする。


　それに鉄くろがね大兎は、


「…………」


　驚おどろいたように目を大きく見開き、振り返かえった。


　門が、キーっと甲高い音を立てる。車のエンジンがかすかに響ひびき、駐車場に入ってくるのがわかる。


　両親とともに祖父母の実家にいっていた遥が、帰ってきたのだ。


　そしてそれに大兎は、


「…………」


　心臓がどくんっと跳はねるのを、感じる。


　遥が帰ってきた、という事実に、自分が緊きん張ちようしたのを、感じる。


　いや、この感情は緊張ではないかもしれない。


　たぶん、これは、恐きよう怖ふだ。


　自分が、恐怖を感じているのが、わかる。


　幼おさな馴な染じみに対して、恐怖を感じているのが、わかる。


　理由はいま、突とつ然ぜん思いだしてしまった過去のせいだ。いや、ニャン吉きちの制止を聞かずに、無理矢理《預言》を見まくってしまった報むくいかもしれない。


　とにかく彼は、思いだしてしまったのだ。


　自分の幼馴染みが──


　楽しいときも、悲しいときも、ずっと隣で笑ってくれていた、一番仲のいい友達だったはずの遥が──





　実はずっと、自分を横で監かん視ししていた、という真実を。





　おまけに遥は、大兎を洗脳していたのだ。


　ヒメアを好きになるように。ヒメアの孤こ独どくを埋うめることができるように、大兎を洗脳していたのだ。


　自分の人生は──大兎の人生はずっと、その遥に操られていて。


「…………」


　そしてそれを思いだした瞬しゆん間かん、彼は悲鳴を上げた。あまりの恐怖と、絶望に、その場から逃にげだしたくなった。


　自分のまわりにあった真実が、すべて噓うそだったと知ってしまって。


　自分が大切だと思っていたことに、なに一つ真実が含ふくまれていなかったと気づいてしまって、彼は、動くことすら出来なくなってしまった。


「…………」


　だが、その記き憶おくを見たあとでも、大兎はまだ、それを信じることができなかった。


　だって、そんなことあるはずがないのだ。


　小六で隣に引ひっ越こしてきてからもう、遥との間にはたくさんの想い出があって。


　海にいったり、公園にいったり、中学は別々だったけど、それでも学校から帰ってきたらいつも一いつ緒しよにいて。


　本当に長い時間を、一緒に過ごしてきたのだ。


　そして遥はその間、いつも無む邪じや気きに笑っていた。


　楽しいことがあると、楽しいねーと言って。


　悲しいことがあると、悲しいねーと言って。


　二人で、くだらないことでたくさん泣いたり、笑ったりしたはずなのに。


「…………」


　その、遥のすべてが、噓だったなんて。


　いや、遥だけじゃない。


　あの記憶が真実なら、遥は、ヒメアの分身なのだ。


　そして彼女は、ずっとヒメアのことを好きになるよう、仕向けようとしていて。


「……くそ」


　と、大兎は言う。


　心臓がばくばくと脈打ち、吐はきそうになってしまって、


「……止まれよ」


　と、彼は胸をたたく。


　だが心臓は止まらない。


「……止まれ」


　そう言ってもう一度たたく。


　だが、止まらない。


　あまりにこの世界には、《預言》と、絶望が溢あふれ返ってしまっていて、恐怖に押おし潰つぶされそうになる。


　だが彼はそこで目を鋭するどく細め、


「止まれ」


　と言う。そして手刀を作り、自分の胸に突つき立たてる。手刀は胸を貫つらぬき、心臓に届く。心臓を壊こわす。意識が飛び、しかしすぐに体の再生が始まる。


　ヒメアの力で、傷が修復される。


　そしてそれで、


「…………」


　心臓の速さは、平常に戻もどった。


　全身の血液を駆かけ巡めぐっていた緊張が、少しだけ、おさまる。


　しかし、恐怖は消えてくれない。


　遥が噓をついていた。


　ヒメアは最初から、大兎を監視していた。


　そんな事実は、消えてくれない。


　そしてその二人に、恐怖を感じてしまう。


　好きなはずの二人に。


　一番大切にしなきゃいけないはずの二人に、恐怖を感じてしまって。


「……いまは」


　と、彼は言う。


「いまはまだ、遥には会えない」


　と、彼はうめくように言う。


　パタパタと走る足音がする。旅りよ行こう鞄かばんを胸に抱かかえ、玄げん関かんへと向かおうとする、少女の姿が見える。


　かわいい子だった。


　すごく素直そうな、優やさしそうな、かわいい子だった。


　もしもこんな子が幼馴染みで、いつも一緒にいられたなら、きっと人生は楽しいだろうな、と思えるような、そんな子だった。


　だがそれに、


「……いったいおまえは、誰だれだ」


　と、大兎は言う。


　そのまま逃げるように一歩、下がる。


　するとそこで、遥がふと、なにかに気づく。


　大兎は気配を消しているはずなのに、彼女はまるで、あらかじめ決まっていたかのように──《預言》でそう、決まっていたかのように、庭のほうを。


　大兎がいるほうへと、顔を向けようとして。


　しかしそこで、


「せーのっ」


　と、大兎は言った。


　そして体の中にいる、黒ウサギの力を暴走させた。


　全身に、人のものではない狂くるった力が這はいまわり、彼の身しん体たい能力が跳ね上がる。


　だがこの力も、別に大兎が望んで手に入れたものじゃないのだ。


　彼を人間ではなくしてしまう、黒ウサギの力も、六回死んでも生き返ってしまう、不死の力も、別に彼は欲しいだなんて一度も言ったことがなくて。


　人間じゃなくなりたいとか、人間の中で暮らしたくないだなんて、そんなこと、俺は一度も──


　なんて、そんな馬ば鹿かなことを考え始めてしまう頭を、今度は壊したくなる。そんなくだらないことをいまさら考えても仕方がないのに。すでにすんでしまったことを、くよくよ考えても仕方がないのに、そんな後こう悔かいが、他者への疑念が、さらには、大切なはずの人への怒いかりが、盛りあがってきてしまって。


「……くそ」


　彼は、黒ウサギの力で、跳ちよう躍やくする。


　こちらを見ようとする遥はるかに見つからないように。彼女に、庭にいたのを見つからないように、彼は飛んで、遥の家の屋根に着地する。


　遥は大兎が消えた庭のほうを見てから、不思議そうに首を傾かしげる。さらに携けい帯たいを見る。まるで誰かからの返事を待っているかのような顔で、携帯を見る。


　その顔は、少しだけ泣きそうだった。


　大兎が知っている、いつも笑っている遥の顔じゃない。


　不安そうな、泣きそうな顔。


　そしてその顔を大兎は見つめ、


「……なんであんな顔してる」


　と、震ふるえる声で言う。


「俺を、騙だましてるんじゃないのか？」


　と、言う。


「……ずっと俺を騙して、弄もてあそんでたんじゃないのかよ？」


　そう言う。


　しかし遥の顔は泣きそうに歪ゆがんでいる。不安に歪んでいる。おそらくは、大兎が送ったメールのせいだ。『会わせたい子がいる』と言って送ったメールのせい。


　そしてその『会わせたい子』が誰なのか、遥にはもうわかっているのだ。なんのために会わせようとしているのかも、わかっているのだ。


　だがそれなら、笑うはずだった。


　さっき見た、大兎の記憶の中に隠かくれていた情報が本当なら、笑うはずだった。


　だって、彼女は大兎の気持ちをヒメアのほうへと向けるために隣となりで監視していたはずなのだ。


　そしてその目的は、果たされた。


　大兎はヒメアを選び、そして、守ると決めた。それを遥に伝えよう、と思うところまで、気持ちが進んだのだ。


　これで遥がやりたいことは、終わったはずだった。


　なら、笑えばいい。


　すべてがうまくいったと、笑えばいいのに、


「……なんで、あんな顔してんだよ……」


　大兎は低い声で言う。


　するとそこで、遥が家に入ってしまう。だから、彼女の顔を見ることができなくなる。


　しかしいまの遥の表情が頭に焼きついて、離はなれてくれない。


　泣きそうな顔。


　辛つらそうな顔。


　彼女がどうして、あんな顔をしているかが、まるでわからなかった。


　いや、もちろん大兎とはまったく関係のない場所で、嫌いやなことがあったのかもしれないが。


「…………」


　なんて思ってから、彼は首を振ふる。そんなはずない。いま、彼女はメールを送ってきたばかりなのだ。そのメールの文面は明るい。不自然なほどに明るい。


　彼女は無理をしているのだ。会わせたい子がいる、という大兎の言葉を、気にしてないよと表明するかのように、あえて明るくしていて。


　しかし実際には、あんな泣きそうな顔をしている。


　そしてそれに大兎は、思考を巡らせる。


　いったいいま、ここでなにが起きているのかを考えようと、必死に思考を巡らせる。


　この、見慣れきっているはずの景色の中で、しかし自分の知らない、気味の悪いことがたくさん起きていて。


　そしてそれがいったい、どうなっているのかを考えようとする。


　彼は疲つかれたような、途と方ほうに暮れたような顔で街並みから、空へと視線を上げて、呟つぶやく。


「……それとも遥は、無関係なのか？」


　しかし、それはありえなかった。彼の中にはあの映像が、くっきりと残っているのだ。


　あれは間ま違ちがいなく、遥で。


　でもじゃあ、


「いったいどういうことなんだ？」


　そう、呟く。


「遥は巻き込まれただけで、ほんとはヒメアが……」


　と、言いかけて、しかしそれを首を振って、否定する。


　もしもそうなら、ヒメアはあんな顔はしないはずだからだ。いつも大兎のそばで、不安に押し潰されそうな顔をしていて。嫌きらわれたらどうしよう、遥ちゃんのほうが好きだって言われたらどうしよう、なんて顔をしていて。


　なのにその、恋こい仇がたきである遥を作ったのがヒメアだというのはちょっと、考えられない。


　もしくは、


「……ヒメアは記き憶おくを失ってるとか……？」


　それは、考えられる。


　というよりも、彼女の中には別の人格がいくつかいて、以前それが暴走したこともあるのだ。


　だから、別の人格が今回のことを画策したんじゃないか、というのは考えられるが、


「いや、でも……」


　と、彼はあのときのことを思いだす。


　空に赤い月が浮うかんで、そして、ヒメアが暴走したときのことを思いだす。


　しかしあのときも、ヒメアは遥のことを不安に思って、暴走したのだ。


　ヒメアの中の別人格も、遥のことを危険視して、大兎を遥に取られるんじゃないかと、泣きだしたのだ。


　つまりヒメアは一いつ貫かんして、遥に対しては恐きよう怖ふを感じている。


　となると、


「……やっぱ黒幕は遥なのか？」


　と、言う。


　だがそれも、遥のさっきの表情を見ると、とてもそうは思えなくて。


　いや、だいたいそれどころか、


「遥って、ヒメアを好きになれって、俺に言ったことあったっけ？」


　と、彼は言う。


　そして思い返してみる。


　しかし思いだしてみても、彼女はそんなことは、一度も言っていなかった。


　それどころか遥は、あからさまな態度ではないが、それでもヒメアがきて以来少し、大兎に強く好意を示すようになったような気がする。


　たとえば一いつ緒しよに帰ろうと言ったり。


　お弁当を作ってきたり。


　ヒメアが現れると、泣きそうな顔になったり。


　そんな遥が、ヒメアを好きになるように俺を仕向ける？


「って、ねーよなぁ」


　と、彼は困ったように言う。


　そして少しずつ、落ちついてくる。だんだん、ヒメアと遥が自分の前で見せた態度を思いだし始めて。


　彼女たちの表情や、仕草、行動が、大兎の中にある記憶とうまく繫つながらなくなってきて。


「……どーなってんのよ、これ」


　と言う。


　だが、ここでなにかが起きているのは、間違いなかった。


　ただの平へい凡ぼんなガキだったはずの大兎の身のまわりで、なにか、よくないことが起きているのは、わかった。


　それがヒメアのせいなのか、遥のせいなのか。


　それとも、


「……俺が原因で、二人を巻き込んだのか……」


　その可能性だって、あるのだ。


　自分ではなんの取り得もない、ただの人間だと思っていたのだが、本当はそうじゃなく、二人をこんなめんどくさいことに巻き込んでしまった、という可能性だって、なくはないのだ。


　そしてそんなふうに考えだすと、益ます々ます落ちついてきて、


「……ってか俺、慌あわて過ぎだろ」


　と、自分で自分に苦笑する。それから屋根の上に、座る。あぐらをかく。ひと息つく。


　そして、


「どっちにせよ、こりゃ今後どーすりゃいいのか、みんなと話しあう必要があるよなぁ」


　と、言う。


　みんな、というのは、月光率いる生徒会の面々だ。


　どちらにせよ、《預言》によるとこの世界の命運は、大兎の行動にかかっているようなのだ。


　いや、なんでこんな平凡君にそんな重大な役割が与あたえられてるのかはわからないのだが、しかし、


「《預言》によると、あれだよなぁ。遥を選ぶか、ヒメアを選ぶかって、すげぇ重大事だよな……ってまあ、どっち選んでも世界は崩ほう壊かいするとか頭おかしいこと書かれてたけど……」


　と、呟く。


　それから空を見る。


　おそらくはその空間一いつ杯ぱいに描かきこまれているだろう、《預言》の文字のほうへと目を向ける。


　そして大兎は、


「……でももし、どっちを選んだところで結果が変わんないなら俺、ちゃんと選ぶ必要があるよな」


　なんて、言う。


　それから少しだけ沈ちん黙もくして、


「……いや、違ちがうな。俺はヒメアを選ぶって、もう決めたんだ」


　と、言う。


　だがそこで、さっきの遥の顔を思いだしてしまう。


　彼女の泣きそうな顔。


　苦しそうな顔。


　もしもあれが、もしかしたら失しつ恋れんするかもしれない、という理由の顔なら、それは仕方ない。というよりもそもそも、遥がただの人間だったなら、すでに人間ではなくなってしまっている大兎のそばには、いないほうがいいのだ。こんな狂くるった世界に関わってしまった自分のそばには、いないほうがいいのだ。


　しかしそれは、遥が普ふ通つうの人間だったら、という話だ。


　だがもしも、遥が人間じゃなかったら？


　もしくは人間だったとしても、すでになにかに巻き込まれてしまっていたら？


　そしたらいったい、彼女のことは誰だれが守る？


「……いや、もしも、なんてのは、楽観的すぎるか」


　と、彼は呟く。


　すでに《預言》に、遥の姿は出てきてしまっているのだ。


　そして大兎がヒメアを選ぶと、遥は暴走して、世界を滅ほろぼしてしまうのだという。


　ただの、普通の、笑顔がかわいい女子高生のはずの遥が、世界を滅ぼす魔ま法ほうを使ってしまうのだという。


《預言》には、どういうわけかそう書かれていた。


　でもなら、


「……どうする？」


《預言》では、遥を選んだとしても、ヒメアを選んだとしても、両方を選ばなかったとしても、結果は同じだった。


　二人のうちのどちらかが泣いて、そして世界は崩壊してしまう──なんて、ちょっと現実味がない未来の様子を、大兎はすでに《預言》で見てしまっていて。


　しかしそこでふと、妙みような考えが浮かぶ。なんかこんなふうに必死に悩なやんだあげく、遥のとこにいってみたら、


『はぁ？　なに言ってるの？　私大兎のこと全然好きじゃないんだけど』


　なんて言われちゃったら、


「俺、アホだよなぁ」


　と、独ひとり笑う。


　それから、


「もしそうだったら、いいのにな」


　と、思う。


　遥が自分のこの狂った人生に関わっていなければ。誰か普通の、まともな男のことを好きになって、魔ま術じゆつがどうこうだの、《預言》がどうこうだのとはまるで関係ない、平凡だけど幸せな人生を送ることができたら、いいのにな、と、真しん剣けんに思う。


　そしてそこで彼女の言葉を思いだす。


　あれはまだ、月光とも知りあいじゃなかったころのことだ。宮阪高校に入って、一か月くらいしかたってないころ。


　あのとき、運動も勉強もできるモテモテ君な月光を大兎が見て、平へい々へい凡ぼん々ぼんな俺とは大違いだなぁと言ったら、遥がなぜかちょっとだけムキになって反論してきたのだ。


　そしてそのときの、遥の顔を思いだす。


　大兎は平凡じゃないと言って。


　でも、平凡だろぉって、俺は譲ゆずらなくて。


　そしたら彼女は優やさしく微笑ほほえんで、こう言ったのだ。


『じゃあさ、じゃあ、平凡でいいじゃんってのはどう？　毎日平和で、笑ってられたらそれが一番だよ』


　彼女はそう、言った。


　にこにこ笑いながらそう言った。


　そしてそのときの遥の笑顔を思いだして、


「……ほんとだよなぁ」


　と、大兎は言う。


　だが、それに返事はない。


　隣となりに遥はいない。


　学校の教室でもない。


　おまけにこんなに空は晴れているのに、この空のすべてに。いや、世界のすべてに、気味の悪い《預言》が書きこまれていて。


　それに大兎は独り、


「……ほんとだよ」


　と、もう一度言った。


　それから、立ち上がる。携けい帯たいを取り出す。そして今後自分がどうしたらいいか、仲間に──月光に相談してみよう、とか思う。


　アドレスから月光の名前を出して、かけようとする。


　しかし、電波が届かないようで繫がらなかった。


　大兎はその携帯を見つめ、


「……ここで電波が繫がんないのも、《預言》に書かれてんのかね？」


　などと皮肉げに言って笑う。


　だがやはり、返事はない。


　なら黒くろ守すにかけてみるか。もしくは、セルジュやハスガに事情を説明して、相談してみるか。


　それとも泉に──


「って、あいつ人間なのになんでこんな危ない生徒会に巻き込まれてんだろ。おまけに楽しそうだし」


　と、笑う。


　それから携帯をしまう。


　そのまましばらくまた、街並みを見る。


　自分が育ったこの、宮阪の街を見つめて、


「……月光に相談して決めるとか、逃にげすぎかな。嫌いやなこと全部他ひ人と任まかせにしてたら、平凡以下のクズですよーってね」


　そう言って、目を下に向ける。遥の家の屋根を見る。ちょうどこの下くらいがたぶん、遥の部屋で。そしておそらくはいま、遥はここにいるだろう。


　なら、


「会いにいくべきだよな」


　と、彼は言う。


「ヒメアと遥、どっちを選んでも結果が変わらないなら……ここで誰かに相談しなきゃとか言うのは、逃げだ」


　なんて、言う。


「でもってそんな逃げ腰ごしで、《預言》に逆らえると思ってんのかーってね」


　とか、誰もいないのに言う。


　いや、誰もいないからこそ、彼は自分に言いきかせるように言う。


　平へい凡ぼんで、弱い、逃げてばかりの自分に言いきかせるように。


「ヒメアを泣かせないって決めたんだろ？　なのに遥も、世界も守りたいって？　ムシが良すぎんだよ。んなこと出来るわけねーだろ。少なくとも、逃げてる奴やつにそんなこと出来るわけねー。だから、いけ」


　と、言う。


「遥のとこへいけ。そしてあいつの悩みを聞け」


　と言う。


「それで世界が滅びたとしても、知るか。俺は《預言》に怯おびえて生きたりしない。ニャン吉きちの言うとおりだ。未来に起こる不幸に怯えて、どうする。嫌なことが起きない人生なんてねぇんだよ。なら、嫌なことが起きたとしても、その先で、なにするかだろうが」


　なんてもう、もしも誰かに聞かれたら恥はずかしいようなセリフを思いっきり言って。


　すると彼の胸から突とつ然ぜん、ニャン吉が顔を出して、


【よし！　よく言ったに主あるじ！　それでこそわしの主だに！】


「って聞かれてたぁあああああああああああああああああああああ!?」


　大兎は叫さけんだ。


　それからニャン吉の頭を手で押して、


「おまえ出てくんな！」


　と、胸に押しもどす。


【にゅいー】


　などと言って、ニャン吉は胸に消える。


　だが、いまのは完全に聞かれていて、


「……ああ、なんだろ。なんかすげぇ、すげぇ……ああ、いいや」


　もう、それ以上彼はなにも言わなかった。


　だって、聞かれてるし……


「うう」


　と、少しだけ落ちこんでから、頭を振ふって気を取りなおし、彼はいくことにした。


　遥はるかのところへ。


　そしてとりあえずは、彼女の話を聞くのだ。すべてはそれから、決める。


《預言》やら、ほんとかどうかわからない記き憶おくだけを見てあきらめるんじゃなく、悩むのも、へこむのも、ちゃんと現実を見てからだ。


　だから彼は、家の屋根を蹴けった。


　そして跳とぶ。


　そのまま遥の部屋のベランダがあるあたりに、着地する。


　そして振り返かえる。


　それから遥の部屋がある、窓のほうへと目を向けたところで。


　どういうわけか、中にいた遥も、窓のほうを見ていて、目が合う。


　それに大兎は、


「遥」


　と、言いかけて、しかしその言葉を、止める。


　なぜなら目の前では、信じられないことが起きていたから。


《預言》や、世界の崩ほう壊かいよりもさらにとんでもない大事件が、起きていたから。


　なんと目の前ではいま、


「…………」


　いま。


「………………」


　遥が、服を着き替がえている最中だった。


　上着を着ようとしているところのようで、Ｔシャツに手だけ入れている。


　しかし上半身は、見えてしまっている。


　その、あの、いわゆるあれだ。


　ブラとかジャーとかいう名前の、かわいらしいピンク色の下着が見えてしまっていて。


　だが、問題はそれだけじゃなかった。


　なぜなら下も、はいてなくて。


　その、パンティだけの姿で。足下にドーナツのようにスカートが落ちていて。


　それを大兎は見て、思わず、


「……あっ」


　とだけ、言った。


　なんとか、『あ』という声だけ漏もらした。


　するとそれに遥が、


「……あう？」


　と、言った。


　そのまましばらく呆ぼう然ぜんとこちらを見上げ、それからその顔が、みるみる赤くなっていく。手をクロスして、胸を隠かくすようにする。さらにそのまましゃがみこんで、口が、『きゃ』の形になるのが、わかった。


　それに大兎は、


「わ、わわわわ、あの、ごめん、そんなつもりじゃ……」


「きゃぁあああああああああああ!?」


「だよね──────」


　と、大兎は慌あわてる。そのまま、逃げるようにベランダから出る。が、慌てすぎて脱だつ出しゆつに失敗する。ベランダから落ちて、地面に体をたたきつける。


　それに遥が、


「え、え、大兎!?」


　と心配するような声をあげて、ベランダに出て来る。こちらをのぞきこんでくる。


　もちろん、この程度ではもう、大兎は怪け我がしたりはしないので、


「だ、大だい丈じよう夫ぶ」


　と言う。


　上を見る。


　するとまだ遥は下着姿で、


「きゃああー」


　と部屋に引っこむ。そのまま部屋の中がちょっとだけやかましくなる。


　それに大兎は気まずそうに顔をしかめ、


「……ってか、あの、遥に会うとなにが起きるか、もうちょいちゃんと《預言》見ときゃよかった……」


　なんて馬ば鹿かなことを言う。


　それから頭に妙みような光景が浮うかぶ。意図していないのに、変な映像が浮かぶ。


　それは遥の胸のあたりで、なんか、子供のころに見たときよりずっと、


「ってあほか俺は」


　と首を振る。


　なぜか《預言》を見たときよりもさらにどっと疲つかれて、ため息をつく。


　するとそこで、ブルルルとポケットで携帯が揺ゆれる。


「ん？」


　と、大兎はそれを取る。するとそれは遥からの着信で、彼は出る。


　すると遥が、言う。なぜかちょっと、緊きん張ちようしたような声こわ音ねで、


『………………み、見た？』


　それに大兎は答えた。


「…………み、見てないよ」


『噓うそだぁ』


「…………う、うん。噓」


『あううううううううううう』


　と言って、なぜか携けい帯たいが切れてしまう。


「って、遥！」


　と言うが、携帯は切れているので、相手には伝わらない。いや、彼女の部屋の真下にいるので、声は聞こえてるかもしれないが。


　しかしとりあえずは、


「……まずいなぁ」


　と、大兎は切れた携帯を見つめる。


　もう、なんか色んな意味でまずかった。なんというかこういうのは、ヒメアがいないところでやるのはもう、いけないような気がするのだ。


　いや、別にやろうとしたわけじゃなく、事故だったとしても、それはたぶん、だめなことで。


　だがそこで、今度はメールがくる。


　やはり遥からだ。


　タイトルはない。


　ただ本文に──


『あの、その……変じゃ、なかった？』


　とだけ書かれていて、それに大兎は、なんて答えよう、と思う。


　ってかこれ、どう答えるのが正解なの？


　綺き麗れいだった、って言ったら口く説どいてるみたいだし、変だった、って言ったら絶対傷付けてしまう。


　じゃあ、『大丈夫だよ～』とか？


「って援えん交こうしてるおっさんかよ！　あー、じゃー、なんだ、んと」


　と、彼は必死に考えて、メールを返した。


　タイトルは無題。


　そして本文は──


『あの、恥ずかしいから勘かん弁べんして。あと、変じゃ、なかったです』


　なぜか、敬語になってしまった。


　するとすぐに返信がある。


『噓だぁ』


『ほんとほんと』


『きらーい！』


『嫌きらいって言われても……でもあの、のぞくつもりはなかったんです、すみません』


　と、大兎はメールを書く。そして送信ボタンを押す。そのままメールが送られていく画面を見ながら、


「……ってか俺、なにやってんだろ」


　なんて、思う。


　だってさっきまであんなに世界がどうのだとか、遥やヒメアに騙だまされてたんじゃないかとか思って恐きよう怖ふを感じていたのに、


「……女の子の着替えのシーンに出くわした瞬しゆん間かん、これかよ」


　と、さっきまでの恐怖が吹ふっ飛とんで、気が抜ぬけてしまった自分を笑う。


　そしてなんか、世界の崩壊がどうのこうので悩なやんでいた自分が、アホらしくなってくる。


　もちろんアホらしくなったところで問題は消えないのだが。


「…………」


　大兎はベランダを見上げる。


　するとそこには、いつの間にか遥が顔を出している。


　あたりまえだが、もうＴシャツは着ているし、スカートもはいている。


　彼女はこちらを見下ろし、まだ少し恥はずかしそうな赤らんだ顔で、


「……あの、久ひさし振ぶり……」


　と言った。


　それに大兎はうなずく。


「うん」


「なんか夏休み中ずっと会ってなかったから、すっごい会ってなかった気がするね……」


「うん」


「まさかこの夏休み中に、大兎がのぞき魔まになってたなんて、知らなかったよー」


　なんて言葉に大兎は笑って、


「だーからのぞくつもりはなかったんだって」


「あはは、すーけべー」


「いや、まあ、それでもいいけどさぁ」


　と立ち上がる。


　するとそれに、遥がこちらを見下ろし、少しだけ不安そうな、寂さびしそうな顔になって、


「……それとも大兎は……私の着替えなんてもう……見たくないかな」


　そんなことを、言った。


　そしてそれに大兎は、答えない。


　ただ、遥のほうを見上げ、なんて言えばいいのかを考える。


　一いつ生しよう懸けん命めい考える。


　今日はこれを、きちんとしにきたんだから。


　だから、あとで後こう悔かいしない、ちゃんとした態度で。


　遥にも、ヒメアにも胸を張っていられるような態度で接することができるように、彼は頭の中で言葉を選んでから、言った。


「あの、遥」


「ん？」


「今日きたのは……俺が送ったメールのことなんだけどさ」


　その、瞬間。


　遥の体がびくっと震ふるえるのがわかった。表情が強こわ張ばって、しかしすぐにそれは、笑顔に変わる。その笑顔が無理矢理作ったものだ、ということくらいは、いくら恋れん愛あい経験の少ない、高一のガキに過ぎない大兎にもわかる。


　遥が言う。


「……メールって、なんだっけ」


「遥に会わせたい子がいるってやつ」


「あ、あー、あれねー。あれ、んと、えと……」


　と、遥は言う。


　少しだけ声が震えている。


　しかし顔は相変わらず笑ったまま、


「あのメールさ、んと、もしかして大兎、夏休みに彼女ができちゃったーとか、そんな話だったりしてー？」


　と、言った。


　そしてそれに大兎は、


「うん」


　とうなずく。


　すると遥の瞳ひとみが驚おどろいたように開かれ、しかしやはり笑ったまま、言う。


「おおー、すごい。ついに大兎ってば、彼女出来たんだー。もしかしてあの、転校生の、沙糸さん？」


「うん」


「すっごぉおおおい！　大兎やったじゃん！　沙糸さん、美人だもんねー。いやー、ついに大兎も彼女持ちかぁ」


　なんて言う。


「私、応おう援えんするよー！　だって私たち、姉きよう弟だいみたいなもんだしね！　だったら弟の恋こいとか、お姉ちゃん応援しちゃうぞー」


「遥」


「んと、もうデートとかいった？　あ、夏休みは今日で終わりだから、花火とかやったらいいんじゃないかな？　そういうの女の子喜ぶと……」


「遥！」


「……なに？」


「声が震えてる」


「……え？……あは、いや、ちょっと私、風か邪ぜ…………気味で………………」


　が、言葉はそこで止まる。


　そのまま彼女はベランダの向こうに引っこんでしまう。姿が消え、彼女はなにも言わなくなってしまって。


　大兎は、言った。


「なぁ遥」


「…………」


「そっち、いっていい？」


　するとそれに、


「……だめ」


　と、ベランダから返事がある。


　それからやはり震える声で。


　まるで泣き声を無理矢理普ふ通つうの声に変えようとしているような、そんな声で、彼女は言った。


「ちょっと、待って、ね。いま、落ちつくから」


「…………」


「はぁ……あ～もう、だめだなぁ。私、馬ば鹿かだ。こんなふうにならないようにしようって、決めてたのに」


「…………」


「ごめんね大兎。私、大だい丈じよう夫ぶだから……うん。よし」


　と、ベランダから遥が、顔を出す。彼女の目は真っ赤だった。まつげに滴しずくがついている。


　だがやはり、彼女は笑って、


「……私、応援するから」


　と、言った。


「だって大兎は……私にとっては、家族だもん」


　そう、言った。


　そして大兎はそれにもう一度、


「そっちに……」


「だめ」


「でも」


「だめだよ、大兎」


　と、遥は言う。


　そのままこちらを見つめ、


「そんなことしたら、沙糸さんが嫌いやがるよ」


　そう言う。


　そしてそんなことは、わかっていた。


　だが、それでも、


「俺も遥のこと、家族だと思ってるから」


　と大兎は言った。


　その言葉はきっと、遥を傷付けるとわかっていて、それでも、言った。


　すると遥の顔が、歪ゆがむ。


　笑ったまま、しかしまた、涙なみだが溢あふれてきて、


「……うん」


　と、言う。それから、


「でも、女の子としては好きじゃ……」


　が、そう言いかけて、しかし彼女は止める。


　あははと笑う。


　涙を流しながら、


「……私、こんなに泣いちゃって、みっともないなぁ」


　なんて言う。


　だが大兎は首を振ふって、


「俺だって遥には、ださいとこいっぱい見せてるよ。怪け我がして空手やめたときとか、ひどかったろ？」


「あはは、うん」


「って肯こう定ていなんだ」


「あはは」


　と、彼女は笑う。


　泣きながら笑う。


　そしてその、彼女の泣き顔を見上げて、


「で、遥がいっつもそばで励はげましてくれてた」


「うん」


「だから今度は俺がおまえを……」


「だからそれはだめだって。大兎は沙糸さんを……」


　しかし大兎はその、遥の言葉を遮さえぎって、言った。


　この話の核かく心しんの部分へと、踏ふみこんだ。


　遥を見つめ、


「遥。俺はもう、《預言》を見たんだ」


　大兎は、そう言った。


　そしてそれに、


「…………」


　遥が、黙だまってしまう。


　さらに涙が止まる。


　驚いたようにこちらを見つめてくる。


　そしてその反応で、わかってしまう。


　遥は──《預言》──という言葉の意味を知っている。


　ただの人間のはずの遥が。


　いつもにこにこ優やさしく笑っていてくれていたはずの遥が、《預言》を知っているのだ。


　なのにそれを、大兎にはいままで隠かくしていた。


　彼女は彼のことをずっと横で監かん視ししながら、噓うその笑顔を浮うかべ続けていたのだ。


　そしてだから、彼女はいつもそばにいた。


　彼が辛つらいときも、楽しいときも、そばにいてくれた。


　監視するために。


　大兎を監視するために。


「……おまえは、俺をずっと監視……」


　が、その瞬しゆん間かん、遥の顔が歪んだ。いまにも悲鳴をあげそうなほどに苦しそうに歪んだ。


　それから口を開く。


　そしてその口から、大兎は否定の言葉が出てくるのを、期待してしまう。


　違ちがう、と。なに言ってるのかわからない、と。私はただの人間で、大兎がなにを言ってるのかわからない、と、言ってくれたらいいのに、なんて、馬鹿なことを思ってしまう。


　もう、きっと、人間ではなくなってしまった彼を取り囲む世界は、そんなに優しくないのに。


　彼はそんな、甘い夢を見て。


　しかし遥はそれに、言った。


「…………ご、ごめん」


　かぼそい、消えてしまいそうなほどに小さい声で言った。


　そしてそれですべては終わりだった。


　遥は、大兎を監視していたのだ。


　そのために彼女は、彼のそばにいたのだ。


　そして大兎が、遥から欲しいと思っていた情報は、その一言にすべて入っていた。


　なんでそんなことをする？　とか。


　なんで俺なんかを監視する？　とか。


　俺はなんの力もないただのガキなのに、なんでそんなひどいことをする？　とか。


　そんな疑問は次々浮かんでくるが、しかし、最も欲しいと思っていた情報は、いまの遥の言葉にすべて入っていた。


　消えてしまいそうな、辛そうな声。


　涙。


　泣きそうな表情。


　それで、わかった。


　遥は、誰だれかに命じられて、大兎を監視しているのだ。誰かに無理矢理、やらされているのだ。


　それに大兎は遥を見つめ、聞いた。


「……誰かにやらされてんのか？」


「…………」


　遥は、答えない


「そんな辛そうな顔させてる奴やつが、誰かいるのか？」


「…………」


「遥は、もうそんな顔しなくていいよ。おまえは、俺には優しかった。ずっと優しかった。だから、遥は悪くない」


「…………」


「でももう、独ひとりで抱かかえこむのは、やめろよ。今度は俺がおまえを助けるから。俺じゃ無理でも、もう、俺には仲間もいるし、きっとおまえを……」


　が、そこで突とつ然ぜん、


「……無理だよ」


　と、声が上がった。


　いや、それは遥の口から放たれたものだった。


　だが、遥の声じゃない。


　それどころか、女の声ですらない。


　落ちついた、男の声。


　その男の声が、


「……君には、無理だ」


　と、言う。


　遥の口を使って。


　それに大兎は、


「……てめぇ、誰だ……」


　と言いかけるが、しかしその声もまた、遮られる。


　今度は、女の声だった。


「に、逃にげて大兎！」


　遥の、声。


　そして遥が怯おびえたような表情でそう叫さけび、そして、ベランダの上、宙空のあたりを見上げて、


「主が……彼が、きた……大兎、逃げて！」


　と叫ぶ。


　だが、彼女が見ているさきには、なにもない。


　誰も、いない。


　ただ、なにもない場所を遥は見上げて、


「す、すみません、私、こんなふうになるつもりは……」


　が、そこで遥が言葉を止める。


　そして突然、遥の声こわ色いろが男のものに変わる。


「君のせいじゃないよ。これも全部、《預言》に書かれている」


「ですが」


「前も言ったろう。どうせ君はクロガネタイトに惚ほれて、僕を裏切る。すべてわかってたことだよ。だからほら、彼に伝えるといい。私はあなたを裏切ってないって。最初は監視のために近付いたけど、好きになっちゃったから僕のことを裏切るつもりだった、って、そう説明しなよ」


「わ、私は……」


　そこで遥が、こちらを向く。


　しかしそれは、遥の表情じゃない。


　まるですべてを馬ば鹿かにしているような、笑み。


　遥のかわいい唇くちびるが、にやにやと笑って、


「自分で言えないなら、僕が言ってあげようか？　やあ鉄君。君に会うのは何年ぶりかな？　確かあの公園へ向かう途と中ちゆうで会ったから……そう。九年ちょっと、経たったのかな？」


　と、男の声が言う。


　遥の顔で言う。


　しかしその声に、大兎は聞き覚えがあった。


　その声は、記き憶おくの中にあった。


　いや、いま男の声が言った通りだ。


　初めてヒメアに会った、公園にいく前に、この男は大兎の前に現れて、ヒメアを好きになるよう、洗脳したのだ。


　そしてそいつがいま、遥の姿で目の前にいて。


　それに大兎は、遥をにらんで言った。


「……いったい、どういうことだ？　おまえ、遥の体を乗っ取ってるのか？」


　すると遥がにやにや笑ったまま首を傾かしげ、


「なにを言ってるんだい？　彼女はその、ベランダにいるじゃないか」


　なんて言う。


　右下のほうを指差す。


　もちろんそこにはベランダはない。


　だが、遥はそのなにもない場所を指差して、


「かわいそうな娘こだよねぇ。《預言》に逆らえるはずもないのに……叶かなわない恋こいに溺おぼれて。でもそれが人間なのかな。僕には全然理解できないけれど」


　なんてことを言う。


　まるで自分は宙空に浮いていて、その下にあるベランダに遥がいるのが見えてるような口くち振ぶりで、彼は、彼女は、言う。


　だが、大兎の前にいるのは、遥一人だった。


　いや、記憶の中にいる、大兎を洗脳した男も、正体は遥だった。


　男の正体は──遥だった。


　男は、遥が魔ま法ほうで作った、幻げん覚かくだったのだ。


　だがいま、遥はここに男がきているのだという。遥を操っている主が、ここに、襲おそってきているのだという。


　その言葉の意味を、考える。


　彼は必死で考える。


　いったいいま、なにが起きてるのか？


　いったいここで、なにが起きているのか？


　遥の身に。


　子供のころからずっと、隣となりで彼を励はげまし続けてくれた幼おさな馴な染じみの身に、なにが起きてるのかを。


　いや、それとも、


「俺にだけ見えてないのか？」


　と、彼が呟つぶやくとそれに、


【……わしにも見えないに】


　胸の奥から、ニャン吉が答えてくれて。


　大兎は自分の胸を見る。それからまた、顔を上げ、


「遥！」


　と、彼女の名を呼んだ。


　するとそれに、遥の表情が変わる。泣きそうな、女の子の顔に戻もどって、


「いいから早く逃げてっ！　彼に逆らったら……主に逆らったら、殺されちゃう」


　なんて言う。


　それに大兎は彼女を見上げ、


「違う遥！　主なんていない！」


「いいから早く……」


「よく見ろ遥！　空になんか、誰もきてない！　いま遥が見てるのは、幻覚だ！」


　と、言う。


　するとそれに、遥はなにを言ってるかわからない、というような顔でまた、なにもない宙空を見上げる。それから顔をこちらに戻す。しかしそのときにはもう、遥の表情じゃない。また、にやにや顔に戻って、


「殺すなんて、まさか。彼が死ぬのは、二十八日後だよ。それもすべて《預言》に書かれて……」


　が、それに大兎は怒ど鳴なる。


「てめぇは黙だまれよ！　てめぇ幻覚だろうが！　いいから遥を出せ！」


「ははは、なにを言って……」


「いいから黙れ！」


「逃げて大兎！」


「遥！」


　その大兎の叫びに、遥の瞳ひとみから、涙なみだが溢あふれる。


　しかし涙はすぐ止まる。不気味なほどにすぐに止まり、


「あ、泣いた。あはは。泣く必要なんてないのにねぇ。鉄君も、もう見たんだろう？　《預言》を。じゃあわかるはずだ。これはすでに《預言》に書かれている出来レースなんだって。なのに彼女は泣くんだ。大兎が好きって。どうせ叶わないのに。大兎が好きだから、彼を裏切ってるのが辛つらいって、泣くんだ。まったく、どうしてこうも人間は愚おろかなんだろう……いや、それとも繊せん細さいと言うべきなのかなぁ。はは、ははは、ははははは」


　と、男の声が笑う。


　男の声が笑う。


　遥は泣いているのだという。


　男の声で笑いながら、しかし遥はずっと、泣いていたのだという。


　それに大兎は、


「…………」


　しかしもう、遥に向かってはなにも言わない。ただ、男の声で笑う遥を見上げながら小声で、


「ニャン吉」


【に？】


「……スカールズを使う」


【ふに。あの娘こにかかってる幻げん術じゆつを、呪のろうのかに？】


「ああ」


【でも、幻術じゃないかもしれないに】


「…………」


【彼女になんの魔ま術じゆつがかけられてるのか、正直わからないに。なのに本当に呪ってもいいにか？】


「…………」


　それに、大兎は悩なやむ。


　もし、彼女になにか魔法がかけられていたとして、しかしそれが、彼女の生命に関わるようなものだったらどうしよう、と、思う。


　でもなら、


「……どうすりゃいい？　俺は……どうすれば……」


　するとそれに、遥が答える。


「お願いだから……お願いだから、逃げて」


　するとそれに、男が答える。


「だから《預言》に全部書かれてるんだよ。君がここでなにをしようが、なにも変わらない。どういう選せん択たくをしようが、すべては決まっていることだ。だからもう、そんなに悩むなよ」


　そしてその、言葉に、


「…………」


　大兎は悩む。


　どうしたらいいかわからなくて、悩む。


　そしてその場から、逃にげだしたくなる。


　月光に相談してから。


　ヒメアに相談してから。


　黒守に相談してから。


　そんな考えが、頭の中にぐるぐるうずまく。


　逃げて、そして決断を、他人に委ゆだねたいという感情が盛りあがって、


「…………」


　しかしそれを、押し殺す。


　きっと、それじゃ答えはでないから。そもそもこの問題は、他の誰だれにも解決できないことなのだ。


　遥のことなんて、月光が知るはずがないから。


　黒守が知るはずがないから。


　いや、でも


「ヒメアなら……」


　と、思う。


　彼女ならなにか、知ってるかも──と、思い、しかし彼は首を振ふる。


　なぜならヒメアには、そんな様子はなかったのだ。もし知ってるならきっと、ヒメアはあんなに悲しそうな顔をしたりしない。


　いや、それは遥だって同じだ。


　遥もいまの自分の状じよう況きようを、知っているようには、見えない。


　いまだって逃げろと叫さけんでいるんだから。


　ならやっぱり、


「……誰かの魔法がかかってるのか？」


　と、彼は呟く。


「……遥は、誰かに操られてるのか？」


　そう、彼は呟く。


　そしてそれは、彼の希望だった。


　遥は悪い奴やつに操られていて、こんなことになってしまったのだ。


　本当はただの人間で、大兎と関わらなければこんなことには巻き込まれなかったはずなのに、彼に関わったばかりにこんなふうになってしまって……


　それなら。


「…………」


　と、彼は思う。


「……全部……全部俺が悪いんなら、楽なのに……」


　と、彼は思う。


　遥は泣いている。


　男は笑っている。


　そしてそれを、大兎は顔をしかめて、見上げる。


　大切な幼馴染みの顔を。


　家族のように。


　兄妹きようだいのように育った、遥の顔を見上げて、


「……やろう。責任は俺が取る」


　と、言った。


　すると胸から、


【……に】


　とだけ、答えが返ってくる。ニャン吉はそれ以上、なにも言わなかった。ただ、大兎の体の奥でニャン吉が準備したのが、わかった。


　それに大兎は、


「……ありがとう」


　と言った。


　ニャン吉は返事しない。


　彼は顔を上げて、言う。


「遥。いまからおまえにかかってる幻術を解く」


　すると遥がこちらを見て、男の声で、


「幻術？　いったいなんの話を君はしてるんだい？」


　と言う。


　さらに遥の声で、


「馬ば鹿かなことはやめて、逃げてっ！　大兎、お願い。ほんとに彼はダメなの。近付いたら殺され……」


「そんなことはしないって言ってるだろう？　第一、僕は彼がなにをしようと構わないんだ。それもすべて《預言》の通りの行動だし、それに彼がなにをしたところで、僕にあたりはしな……」


　が、その途と中ちゆうで、


「あたるよ」


　と、大兎は言う。


「せーのっ」


　と、掛かけ声ごえをかける。するとまず、彼の内側で黒ウサギの力が暴走する。大兎は地面を蹴けって、跳ちよう躍やくする。


　その動きはもう、完全に人間のものではない。


　遥の顔が、それに驚おどろく。


　それが男の人格なのか、遥の人格なのか、それはわからないが。


　遥の動きは、大兎の動きに反応しきれない。当然だ。いま、彼は黒ウサギの力を、ニャン吉に制せい御ぎよしてもらわずに、全開で使っているのだ。


　きっと黒守でさえ、彼の動きについてくることはできないだろう。


　自分の体が、《黒ひつきようむ》に侵おかされるのを感じる。また少し、人間から離はなれてしまったのを感じる。


　だが、彼は気にしなかった。


　遥を救うために力を使うのなら、別に自分の体なんてどうなったっていいと思った。


　だから彼は力を使い、遥のすぐそばまでやってくる。


　ベランダに乗り、そのまま手を伸のばす。


　そしてその手にはもう、ニャン吉が生みだしてくれた力が宿っている。


　スカールズだ。


　手の周囲に、紫むらさき色いろのもやもやしたものが宿る。


　このモヤモヤは、魔ま法ほうを呪う。


　触ふれた魔法を、破は壊かいしてしまう能力があった。


　だからもし、遥になにかしらの魔法がかかっているのなら、スカールズで壊こわしてしまうことができるはずで。


　大兎は、言った。


「……いま、助けてやる」


　するとそれに、遥が言った。


　男の声で、


「無む駄だだよ」


　さらに遥の声で。


「な、なにを……」


　そしてそれに大兎は、


「もし死んだら、ごめん。でも、そのときは俺も責任を取るから」


　そう言って手を広げる。


　そしてスカールズを放とうとした──刹せつ那な！


「このば～かが、やめろって言ってんの！　汚きたねぇ手で私に触れんな」


　なんて声を、遥があげた。


　だが、それはやはり遥の声じゃなかった。主とかいう名の、男の声でもなかった。


　女の声。


　甲かん高だかい女の声。


　だがその声を、大兎は知っていた。


　少し前に、聞いたことがあった。


　それも、ヒメアの口から。


　赤い月が空に昇のぼって、ヒメアがおかしくなってしまったときに、彼女の口から飛びだしてきた人格の声だった。


　それに大兎は目を大きく見開く。しかし、動きは止めない。


「おまえにかかってる魔法を──」


　すると甲高い女の声が、


「消してもいいけど、おまえ、後こう悔かいするよ？」


　と、言った。


　だが大兎は掌てのひらを遥の首に押し付け、


「スカー……」


　だがそこで、遥が笑う。下品な女の声でキャハハと笑って、


「……幻げん術じゆつが、遥の人格のほうだったら、大兎はどーするつもりかなぁ～？」


　などと言いだして。


　それに大兎は、


「なっ」


　と、言った隙すきを狙ねらわれた。


「ウソだよば～か」


　と女が言う。


　そのまま遥の腕うでが、大兎の髪かみと、肩かたをつかむ。強くつかむ。


　そしてそのまま彼に抱だき着いてきて、


「ちょ、やめ」


　が、急に遥の声で、


「お願い……大兎」


　と言われる。


　それで一いつ瞬しゆん、抵てい抗こうの力が抜ぬける。


　するとまた甲高い女の声が、


「アハ、ははは、あははははあ、大兎はずっと浮うわ気き者だなぁ。ヒメアを守るっていったのに、なんで抵抗しない？　だから……だからこうなる」


　そして遥が口を大きく開く。


　その口に、牙きばが生えてくる。


　まるでヒメアと同じような牙。


　そのまま、


「私の《毒》を、あなたに入れる。私から決して……」


「やめろっ!?」


　大兎はそこで、遥を押しとばす。


「きゃっ」


　遥は悲鳴をあげて、後ろに飛ぶ。開いていた窓を抜けて、部屋の中に入ってしまう。そしてそのままベッドに倒たおれて、しかし、笑っている。


　にやにや笑っている。


　遥を突つきとばした大兎のほうを見つめ、


「やだなぁ大兎ってばスケベなんだから。私を押おし倒してどうするつもりー？」


「黙だまれ」


「あ、そうだ、このまましちゃおっか～？　パパもママもいるけど、関係ないよねぇ。私たちお年ごろだもん。そういうのに、興味あるもんねぇ」


　なんて言いながら、遥は右手でＴシャツの裾すそを上げ、左手でスカートを下ろそうとする。


　それに大兎は遥をにらんで、


「やめろ」


「ヒメアと付き合ってたって関係ないもんねぇ？　浮気者な大兎君は、平気で女の子の部屋にきちゃうもん……」


「黙れって言ってる。だいたい、おまえはいったい、何者だ？」


　と聞く。


　するとヘソが丸見えになってしまったところでＴシャツを止めて、遥が笑う。


　ベッドに横たわったまま、妖よう艶えんな微び笑しようを浮うかべて、


「もう一度、逢あったじゃん」


　それに大兎は、遥をにらんで、


「……やっぱりおまえは……ヒメアの中に出てきた奴やつか」


「そう」


「だけどなんで、そいつが遥の中にいる？」


「あはは」


「答えろよ」


　すると遥はベッドから起きあがり、言う。


「もう、答えはわかってるでしょう？」


「…………」


「私とサイトヒメアは……」


「……分身？」


　すると遥は笑う。そして甲高い女の声のまま、


「もう少し正確に言うと、根元が一いつ緒しよなのよねぇ。私たち《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》っていう種は、一いつ匹ぴきしか存在してないの。一番古い時代から、ずーっと一人ぼっち。最も古い場所で、ずーっと独ひとりぼっち。でもそれじゃ寂さびしすぎるから、狂くるって、狂って、人格が分ぶん裂れつしちゃった～」


　なんて、言う。


　なんて言って、笑う。


　泣きそうな顔で。


　楽しそうな顔で笑って。


　そしてその、女の顔を見て、大兎は言った。


「じゃあおまえもその、分裂した人格の……」


　しかし女は首を振ふる。


「私は違ちがう。私は、《幸福》の一部よ」


「コウフク？」


「そう。前にあんたが逢った、バール・スクラとかいう憐あわれな奴も、《幸福》の一部」


　なんて言う。


　だが、その意味がまるでわからない。


　だから大兎は聞いた。


「あの、ちょっと待って。俺頭悪わりぃからいまいちわかんねぇんだけど……だからそのコウフクってのはなんなのよ？」


　すると女が言う。


「魔法よ。ただの、魔法。宿主が深く傷つくと出てくる、魔法──で、大兎は女の子傷つけるの上手だから、短い間に二度も出てきちゃった。何千年、何万年もそんなことなかったのに、いま、私の宿主は──シグレハルカは傷付きすぎて壊れちゃいそうだよ。だから壊れないよう、私が守りにきた」


　と、言う。


　そして女はこちらを見て、Ｔシャツをまためくって、


「ちなみに前も言ったけど、大兎が私を抱いてくれたら遥の傷は埋うまる。だから抱いてくれると話は早いんだけど……」


　などと言う。


　だが大兎はそれには答えずに、


「……じゃあ、つまりおまえは……」


「あ、抱く気ないんだ」


「…………」


「遥、こんなに傷ついてるのに、抱いてくれないんだ」


「……俺は」


「遥はあなたのこと、一いつ生しよう懸けん命めい、守ってたんだけどねぇ。あなたを騙だましてるのが辛つらくて辛くて、ニセモノの黒幕まで作っちゃって自分を騙しながら、一生懸命笑ってたんだけどねぇ」


「……でも……でも俺は、ヒメアを守るって決……」


「黙れよ」


　と、女が言った。


　そして冷たい瞳ひとみで、こちらを見る。


　遥のものとは思えないほど冷たい瞳でこちらを見つめ、


「……それ以上、言うな。これ以上傷付けたら、遥が壊こわれて、いますぐに《幸福》が発動しちゃうから」


「…………」


「だいたい、救う気がないなら、近付いてくんなよ」


「…………」


「汚ねぇよ、おまえ。こんなに好きにさせといて……こんなに遥の心を………………」


　が、そこで女の声が、震ふるえる。


　かすれる。


　それから小さくため息をついて、


「……遥が、それ以上言わないでくれってさ。大兎は悪くないとさ。自分が馬ば鹿かなんだってさ。はは、ハハハ、憐れな女だ」


　と、女が泣きそうな顔で笑う。


　遥の顔で、泣きそうに笑う。


　そしてそれを見つめて、大兎はあやまりたくなる。そんなに思いつめさせてしまったことを、あやまりたくなる。


　でも中ちゆう途と半はん端ぱはみんなを傷付けてしまうから、彼はあやまらない。


　どちらを選んでも。


　遥とヒメア。


　どちらを選んでも、どちらかは傷つくのだ。


　いや、そもそも、


「遥とヒメアは、同一人物なのか……？」


　そう、聞く。


　すると女が答える。


「いまは違う」


「でも、元はそうだったのか？」


「…………」


「なんで分裂した？」


「…………」


「遥は、俺がヒメアを好きになるよう、仕向けるためにきたんだろう？　なら、遥の人格は、ヒメアが作って俺のところに差しむけたんじゃないのか？」


「…………」


「いやそもそも、なんで俺を選んだ？　ヒメアにしろ、遥にしろ、なんで俺を……」


「私は知ら……」


「噓うそだ」


　と、大兎は言う。


　すると女は答える。


「ほんとに知らない。その情報にはアクセスできない」


「でも、遥は知ってる？」


「…………」


「ヒメアは？」


　それに女が答える。


「たぶん、知らない。彼女たちはあまりに長く生きすぎて。孤こ独どくにさいなまれすぎて、もう、壊れそうだから……でも」


　と、女が言う。少しだけ困ったような顔で、


「でも、あんたが……あなたが本当に私を……私たちを救ってくれるつもりなら」


　そこで大兎は言った。


「救うよ。俺にできるなら。なんで俺が選ばれたのかはわからないけど、俺に、それができるなら、やる」


　と、言う。


　すると女はこちらを見る。遥の顔でこちらを見る。その顔は、優やさしい。その顔は、寂しい。そしてもしかしたらいま、喋しやべってるのは、遥なんじゃないか、なんて思う。


　だがそれは、聞かない。


　彼女はいま、なにか、大切なことを伝えようとしてきているから。


　いや、ＳＯＳを……助けを求めてこようとしているから。


　だから彼は、遥を見つめる。


　もしかしたら、ヒメアかもしれない遥を見つめる。


　すると遥が言った。


「……《預言》を見てみて。それも、未来じゃなくて。未来に起きる絶望じゃなくて……過去を……過去にある、希望を……私が……《最ヴ古アのン魔パ術イ師ア》が生まれた、理……」


　しかしそこで突とつ然ぜん、声が響ひびいた。


　いや、世界全体にそれは響いたかのようだった。


　頭の中に。


　心の中に。


　空のすべてに声が響き渡わたって。





《これは１８０３９４８５３９スクデュルの階層にある情報です。防ぼう壁へきを展開します。次の階層へ向かう場合は、防壁を解除してください》





　刹せつ那な、目の前が光る。


　意識が飛ぶ。


　体が再生して、気づく。あまりの情報の多さに、自分の頭が弾はじけ飛とんだのだ。


　そして再び意識を取とり戻もどしたときには、世界の景色が変わっていた。


《預言》だ。


《預言》が、世界に溢あふれ返っていた。大兎が力を使わなくても、こちら側の世界に、文字や、図景がはみだし、溢れ返っていて。


　そしてその文字のいくつかが、ぐるぐる周りながら、遥を囲んでいる。


　遥はそれを、悲しそうに見回してから、


「ああ……」


　と、言った。


　それは、遥の声だった。


　甲かん高だかい女の声じゃない。


　低い、男の声じゃない。


　ずっと隣となりにいた、幼おさな馴な染じみの声。


　その声が、言う。


　こちらを見て、


「大兎、ごめん。禁きん忌きに触ふれちゃった。私、《預言》に消されちゃう」


「なっ」


「でも大だい丈じよう夫ぶ。大兎が私を覚えててくれれば」


「ちょ、なにを……」


「《毒まじゆつ》はあなたに入れたから、サイトヒメアのときみたいに、私を忘れないでいてくれれば、私も戻れる」


「だからなに言ってんだよ！　ちょっと待て、ちょっ、遥！」


　と、大兎は動く。手を伸のばす。文字のようなものに囲まれている遥へと手を伸ばそうとする。


　それに遥も嬉うれしそうに、こちらに手を伸ばしてくるが、しかし、文字に触れた瞬しゆん間かん、大兎の腕うでが消し飛んだ。


　おまけに、再生しない。


　腕が、再生しない。


「くそ、なんだこれ、なんで……」


　それに遥が、泣きそうな顔になる。寂さびしそうな顔になる。


「最後に、大兎に触さわりたかったな……」


「だからふざけんなって！　なんで、なんでそんなこと……」


「大兎」


「いま、いくから、待ってろ。いま助けるから」


　と、彼は黒ウサギの力を全身に這はわせる。ニャン吉のスカールズの力を大おお幅はばに超こえた量の力を、全身にめぐらせて、左手を伸ばす。だが、そちらの手も消し飛ぶ。


　やはり再生しない。


「くそがぁあああああああああ!?」


　と、叫さけぶ。


　だが、近付けない。これ以上近付けば頭が吹ふっ飛ぶ。そして頭が吹っ飛んでしまえば、死ぬ。


　腕と同じように再生しなければ、死んでしまう。


　遥が言う。


　こちらを悲しそうに見つめ、


「大兎、大好き」


「遥！」


「ずっと好きだった。ずっと、ずっと、何億年も前から……」


　文字が、遥の周囲を回る文字の間かん隔かくが、どんどんせばまっていく。遥を締しめあげるようにどんどん、どんどん、小さくなっていって。


　遥の姿が薄うすくなる。


　まるで存在ごと消えてしまおうとしているかのように、彼女の姿が薄くなって。


「くそ、くそ、どうしたら……」


　大兎は目を細める。


　顔をしかめる。


　そしてさらに、体の中の黒を──『黒ひつきようむ』──の力を増大させ……


【そ、それはだめだに】


「うるせぇ邪じや魔ますんな」


【だめ……】


「うるせぇええええええええええええええええええええええええええ!?」


　大兎は叫んだ。


　両目が真っ黒に染まる。


　全身が真っ黒に染まる。


　頭に、長い、長い、布のようなものが生はえだしてくる。耳だ。薄桃ラベンダー色いろのものと、真っ黒の、耳。


　その耳で宙空を舞まう文字を切きり裂さきながら、大兎は遥のほうへと突とつ進しんした。


　だが、遥はただ、悲しげにこちらを見つめて、


「大丈夫。私が消えればあなたは死なない」


「絶対に、助け……」


「でも、忘れないでね」


「遥、いくな」
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「過去を見るの。未来じゃなく、過去を。あとは、私の分身を……《源書の光サイトヒメア》のことを、よ……ろし…………」


　とそこで、大兎は全身の力を込めて、遥に、触れようとした。


「絶対に、いかせねぇ！」


　そう叫んで、遥を囲む光の文字に接せつ触しよくした。


　その、瞬間。


　彼の体は、すべてが消し飛んだ。


　意識がなくなる。


　意識がなくなる。


　それからしばらくして、再生が始まる。


　脳が最初に復活して、思考できるようになる。どうやら再生能力が、戻ったようだった。それから頭が、体が、腕が、足が、服が復活して。


　彼は、なにごともなかったかのように、立っていた。


　彼は目の前を見る。


　それから、空を見上げる。


　周囲を見回す。


　すると蟬せみの鳴く音が聞こえる。


　まだ、夏なのだ。


　明日あしたにはもう、二学期が始まるというのに、ひどく暑くて。


　それから彼は、後ろを振ふり返かえる。


　するとそこには、自分の家がある。


　当然だ。


　ここは、自分の家の、すぐ隣なのだから。


　でも、どういうわけかここは、大兎がここに引ひっ越こしてきてからずっと、空き地で。


　この場所は。





　ずっとずっと、なにもない、空き地のままで……





「…………」





　が、そこで彼は手で、自分の瞳ひとみの下に触れる。すると瞳から涙なみだが溢れだしていて。


　しかしなぜ、自分が泣いているのかが、わからない。


　なんで自分がここに立っているのかも、わからない。


　ただ、ひどく悲しくて。


「……なにか、思いださないきゃいけないような、気がする」


　そう、大兎は言った。


　だが、それがなんなのかは、思いだせない。


「……なにか、大切なことを……」


　そう呟つぶやいて、思考を巡めぐらせる。


　自分がなにをすべきなのか。


　自分がいったい、どうしたらいいのか。


　いま、自分はここで、なにをしていたのか。


「……そうだ、《預言》だ。《預言》を俺は見て……それで、未来を見たら二十八日後に世界が滅ほろぶから、それを防ごうと……」


　そこまで言ってから、彼は言葉を止める。


　もう一度顔をあげる。


　太陽がまぶしい。


　空が青い。


　そしてその、すべてに《預言》が埋うめ尽つくされていて。


　それを彼は見上げて、


「月光たちに……みんなに、相談しなきゃ……この《預言》を止めるためには、過去を……未来じゃなく、過去を見るんだ」


　そう、大兎は独ひとり呟いた。












　エピローグ　夏が終わる







　陽ひが暮れる。


　太陽が落ちていく。


　空が真っ赤に染まり、夏休みが、終わろうとしている。


「…………」


　月げつ光こうはその真っ赤な空を見つめる。


　場所はいつもの生徒会室。


　テンペロン・クローリーの襲しゆう撃げきによって窓と、壁かべが壊こわされてしまっているせいで、夕暮れの空がよく見える。


　時刻は十八時を少し過ぎたくらい。


　もう、太陽も赤く滲にじんで、空の向こうに消えようとしているのに、ひどく、


「……暑い」


　と、彼はうめくように言う。


　クーラーの設定温度は十六度にしてあるのだが、壁がないのでまるで効かない。


　それに彼は顔をしかめながら、生徒会室へと目を戻もどす。


　するとどういうわけか、部屋には鉄くろがね大たい兎とをのぞいた生徒会のメンバー全員が揃そろってしまっている。


　安あん藤どう美み雷らい。


　サイトヒメア。


　碧あお水み泉いずみ。


　セルジュ・エントリオ。


　ハスガ・エントリオ。


　そして紅くれない月光──


　と、六人も部屋にいて、会議用机を囲んで座っている。


　わーわーとうるさく雑談している。


　そしてそれに月光は、


「……暑苦しい」


　と、言い直す。


　だがそれを、誰だれも聞いていない。


　泉がセルジュとハスガに、


「ねねね、これ見てみて」


「うん？　なんでしょう？」


「なんだよそれ」


「なんとわたくし、今日！　ガリガリ君を当ててしまいましたー！」


　という言葉に、セルジュが感心したような顔になって、


「へぇ～、それはすごいですねぇ泉さん」


　と言う。


　そしてその横でハスガが首をかしげ、


「って兄貴」


「なんでしょう？」


「ガリガリ君って、なによ？」


　と聞いて、セルジュがハスガのほうへ向く。そしてあっさり、


「知りません」


「はぁ？　なんだよそれ」


「でも女の子がなにか言ってきたら、常にすごいですね、と言うべきなのは知ってます」


「はぁああああ？」


　なんてことを言いあう二人に、泉が、


「あれー、二人はガリガリ君知らないのかぁ。じゃあ、口で説明しても私の偉い大だいさが伝わらないなぁ」


　と、少しだけ不満そうに唇くちびるを尖とがらせる。


　するとその横で美雷が手をあげて、


「あ！　あ！　あたしはガリガリ君知ってまーす！」


「美雷ちゃんガリガリ君好きだもんねー」


「好きー！」


「暑いからガリガリ君食べたいねー」


「ねー」


　なんて言って、なにがそんなに楽しいのか、キャッキャ笑う。


　さらにサイトヒメアに至ってはこちらに背中を向けたままファッション雑誌を読み続けていて。


　その光景を、月光は見る。


　暑さにくらくらしながら、その光景をぼんやり見つめてから、


「……おい泉」


　と、言う。


　すると彼女はこちらを向いて、答える。


「なにー？」


「暑い」


「そりゃわかってるけど」


「だからガリガリを買ってこい」


「お、月光ぽんもガリガリスト？」


「いいからいけ。いま《道み程ち》を開く」


　と、言う。


　それから生徒会室の白い壁へ向かって、


「開け」


　と、命じる。


　壁の中央がぐにゃりと歪ゆがみ、次元が裂さける。


《道み程ち》が開く。


《道み程ち》を繫つないだ先は、近くのコンビニの、裏手だ。


　するとそれに美雷が手を上げたまま、


「あ、あ、あたしもガリガリ……」


　が、そこで月光は財布を美雷へ向かって投げる。


「わわ」


　美雷が財布を受けとる。


　それを確認してから、言う。


「おまえも一いつ緒しよにいってこい。ガリガリ七本だ」


　と、言う。


　それに泉が大きく目を開き、


「お！　七本って、みんなの分月光ぽんのおごり？　太っ腹～」


「いいから早くいけ。コーラも忘れるな」


　するとそれに、泉と美雷が立ち上がって、《道み程ち》をくぐる。コンビニへとお使いに向かう。


　それを月光は見送ってから、小さくため息をつく。そして、


「……いや、ガリガリで誤ご魔ま化かすより、いっそクーラーが効く部屋に、移動すべきか」


　なんて言う。


　それから再び、なくなってしまった窓の外のほうへと目を向ける。


　陽ひはもう、ほとんど落ちてしまっていて、空は暗くなり始めている。


　校庭には誰もいない。


　いや、今日は教師も、生徒も、誰だれ一人ひとり登校していないのだ。


　だから学校にいるのは、ここにいる生徒会委員だけのはずなのだが、


「…………」


　しかし校門をくぐって、校庭に入ってこようとしている男がいる。


　そいつがどんな姿をしているのかは、もう、空がだいぶ暗くなってしまっているので、見えない。


　だが、その男のほうを見つめながら月光は、ポケットから携けい帯たいを取り出す。アドレス帳にある鉄大兎という名前を見つけ、押す。


　すると案あんの定じよう、校庭に入ってきた男は、鉄大兎だった。月光が電話をかけたのと同時に、校庭にいた男が慌あわててポケットを探るのが見える。


　それからそいつは携帯を耳にあてる。


『なによ？』


　と、言う。


　それに月光は答える。


「俺だ」


『わかってるよ』


「なにをグズグズしてる。早く生徒会室にこい」


『いや、もう俺校庭に……』


「言い訳はいい。さっさとしろ」


　と、月光が言ったところで背後から、


「え、それ誰？　大兎？　大兎？　大兎～[image: ]」


　と、イロボケが言ってくるが、無視して月光は続ける。


「早くしないとアイスが溶とけるぞ」


『は？　アイスってなんの話……』


「いいから走れ馬ば鹿か」


『ちょ』


　が、そこで月光は携帯を切る。


　切ったと同時にサイトヒメアが窓のほうへと走る。


「あ、大兎だ～[image: ]」


　と、五階の窓から飛びだしていく。


　それを月光は見つめ、それからまた、生徒会室の中へと目を戻す。


　部屋の中にはいつの間にか、月光と、セルジュ、ハスガしかいなくなってしまっていて、人口密度が減ったので少しは涼すずしくなるかと思ったが、男三人では、


「……暑苦しいのは変わらんな」


　と、言う。


　するとハスガがこちらを向いて、


「そりゃこっちのセリフだっての」


　と、笑う。


　続いてセルジュが、


「女の子でギューギュー詰づめなら、どれだけ暑苦しくてもいいんですけどねぇ」


　などと馬鹿なことを言う。


　とそこで泉と美雷が、


「たっだいまー！」


「いまー！」


　と、帰ってくる。


　美雷は両手に持ったビニール袋ぶくろいっぱいに


お菓か子しを入れてきていて、


「ゲッコー！　あのね、んとね、いっぱいいいものあったよー！」


　などと叫さけぶ。


　コンビニに売っているいいものなど、すべて想像できるし、買ってこいといったのはガリガリとコーラだけのはずなのに、いったいこいつはどういうつもりなんだ？


　と、文句を言いたくなったが、しかし、怒ど鳴なると余計暑くなりそうなので、やめた。


　それにもしもあの《預言》がすべて本当なら。


「…………」


　世界が二十八日後に消しよう滅めつしてしまう、なんていう、あの馬鹿げた《預言》が本当なら、お菓子を我が慢まんしたり、金の遣つかいすぎに気を付けたりする意味は、もうないのかもしれなかった。


　だから、お菓子を買うだけでこいつがこんなに嬉うれしそうな顔をするなら、まあいいか、などと、月光は美雷の顔を見て、思う。


　それからその、美雷が買ってきたイイモノとやらを見る。


　中から酢すこんぶを取り出して、開ける。


　すると泉が、


「えー、ガリガリ君買ってきたのに、酢こんぶ開けるってどういうことー」


　なんて言って、笑う。


　しかし月光は無視して酢こんぶを食べる。酢こんぶを食べるのは十年ぶりぐらいなのだが、


「……うまいな」


　と小さく言う。


　すると泉がそれにあははと笑う。それから、


「ほいこれ～」


　と言って、ガリガリを投げてくる。


　さらに美雷と、セルジュ、ハスガのほうへも投げる。


　セルジュとハスガはそれを受けとり、


「これがガリガリ君ですか」


「食いもんなのか？　これ」


　などと言っている。


　それから一いつ斉せいに、袋ふくろを開ける。食べる。


　美雷がそれに、


「冷たくて美お味いしいねー！」


　と言い、泉が、


「ねー！」


　とうなずく。


　月光は二、三口食べたところで、姿を現した木の棒の部分になにも書かれていないことに、気づく。


　ハズレだ。


　そしてそれを、泉がわざわざ確認にくる。


「ふふふ」


　と笑う。


　なぜか美雷もこちらを見て、マネして、


「ふふふ」


　と笑う。


　さらに泉はセルジュ、ハスガの棒を確認してから、満を持して懐ふところから一本の木の棒を取り出す。そしてそれを、セルジュとハスガに見せる。











[image: ]








　瞬しゆん間かん、


「おお、なるほど！」


「すげぇ！　ってかなんだよそれ、ちょっと悔くやしいぞ。俺ハズレだし」


「ほーほっほっほ。これで私の偉い大だいさを思いしっちゃったかしらー！」


　とか、泉が言う。


　美雷もマネして、


「かしらー！」


　と言う。


　そこでやっと、大兎が生徒会室に到とう着ちやくする。大兎の腕うでには相変わらずのイロボケがへばりついている。


　大兎はこちらを見て、


「なんで全員ガリガリ君？」


　なんて言ってきて、それに泉が、


「月光ぽんのおごりだってさー」


　と、アイスをひょいっと投げる。


　すると大兎とヒメアはそれを受けとり、食べ始める。


「大兎これ好きー？」


「んぁ？　ああ、好きだけど」


「じゃあ私も好きー[image: ]」


　などと言いながら、二人は席につく。


　そしてこれで、今度こそ生徒会のメンバーが全員揃そろう。


　それを月光は確認してから、


「…………」


　しかしなにも言わない。


　全員、なにも言わない。


　アイスが溶ける前に一いつ生しよう懸けん命めい食べ終えるまで、なにも言わない。


　ちなみにアタリのアイスは、なかった。


　七本食べて、アタリなし。


　それにハスガが益ます々ます、


「なんかこうしてみると、泉すごいな」


　と言う。


　それに泉がまた、


「ふっふーん」


　なんて言って、嬉しそうに胸を張る。


　その、泉の無む駄だなふっふーんを見てから、今度こそ月光は生徒会のメンバーを見回す。


　そして、立ち上がる。


　彼に視線が集まる。


　月光はその視線を、にらみ返す。


　ちなみにここにいる生徒会のメンバーたちには、もう、いま起きている事態について、メールでほとんど伝えていた。





・テンペロン・クローリーが、弱体化した《軍》を潰つぶそうと攻せめてきていること。


・この世界には《預言》というものがあって、その《預言》によると、あとたった二十八日で世界は消滅してしまう、ということ。


・《軍》はそれを止めるために作られた組織で、必死にそれを止めようとしたが、失敗したこと。


・だが月光はそれをまだ、あきらめてないということ。





　そしてだから、出来れば……おまえらの力を貸して欲しい、





　というような内容のメールを、すでに送っていた。


　そしていま、ここに、生徒会のメンバーが集まってきていた。


　一人も欠けることなく、全員集まってきてしまっていた。


　いまのこの状じよう況きようなら、テンペロン・クローリーについたほうが有利なはずなのに。


　もしくはいまのこの状況なら、《軍》もかなわなかった《預言》なんかに逆らおうとせず、最後の二十八日を有意義に過ごす、という選せん択たくをしてもいいはずなのに。


　どういうわけかここには全員が揃ってしまっていて。


　その、馬ば鹿かな生徒会のメンバーを見つめて、月光は言った。


　まず一言。


「この、馬鹿どもが」


　しかしそれに、誰だれも反論してこない。ハスガや、大兎あたりは反はん抗こうしてくるかとも思ったが。


　二人ともなにも言わない。


　いや、自分たちが馬鹿だと、すでにわかっているのかもしれない。あきらかに分の悪いほうについて、勝ち目のない戦いをしようとしている自分たちの馬鹿さに気づいているのかもしれない。


　しかしその、馬鹿な仲間たちのほうを見て、彼は言う。


「だが、おまえらの選択は正しい。天才の俺についてくれば、結局最後に待ってるのは、勝利だ」


　するとそれにハスガが、


「はっ」


　と笑う。


　大兎が、


「……っ」


　苦笑をこらえたような声を出す。


　ヒメアはその大兎に嬉しそうにくっついている。


　セルジュはにこにこしている。


　泉と美雷は楽しそうにこちらを見ている。


　まるで楽しいことなどないような状況なのだが、妙みように楽しげな馬鹿どもを見回して、月光は続ける。


「だからおまえらの力を俺に貸せ。俺がテンペロン・クローリーを追い返す。《預言》も回かい避ひする。俺が……いや、俺たちがここで、世界の崩ほう壊かいを止める」


　と、言う。


　あきらかにそれは、ガキの戯たわ言ごとだった。


　世界の崩壊を止める。


　世界を、救う──なんて、いまどき、小学生どころか、幼よう稚ち園えん児じだって言わないようなセリフだ。


　だが、生徒会のメンバーたちは、


「…………」


　馬鹿だから笑わなかった。


　それどころか少し真しん剣けんな顔で、


「具体的にはどうするんです？」


　と、セルジュが聞いてくる。


　続いてハスガが、


「《預言》のほうの話もやべぇけど、それよりもテンペロン・クローリーをどうにかしねぇと。あいつら、《軍》の崩壊をもう知ってるぞ。んで、総攻こう撃げきを仕し掛かけてくる」


　という言葉に、セルジュが続ける。


「総攻撃は十日後です。いま、彼女たちは、《軍》を潰すための拠きよ点てんを商店街の向こうにある、西アリア女学院の中に築いてるようです。どうも美人魔ま女じよたちが集つどう女学校が近くにできるみたいですよ。わくわくしますね～」


「ってなんで敵のことにそんな詳くわしいんだよ！」


　と、ハスガが突つっこむ。


　するとセルジュが答える。


「いやー、それが、さっき襲おそってきたクララちゃんと、メル友になりまして」


　と、携けい帯たいを開いて見せてくる。


　するとそこには、クララ・シュバーリエという名前のメールがいくつか並んでいて。


　それにもう、ハスガは頭を抱かかえ、


「なんでおまえは敵とメル友に……」


　が、そこでため息をついて、なにも言わなくなる。


　だが月光はそれに、


「よくやったセルジュ」


　と、言う。


　それにセルジュはにっこり笑って、


「大したことじゃないですけどね」


「それに比べてハスガはだめだな」


　と月光が言うと、


「ああ!?」


　とハスガが立ち上がる。


　だが月光は無視して、続ける。


「だが、いまの俺たちじゃその、女学校建設を止めることもできない。それだけの戦力がない。だから十日以内に、おまえらその力をつけろ」


　と、無茶なことを言う。


　テンペロン・クローリーという巨きよ大だい組織に対して、たった七人だけで──いや、黒くろ守すを入れたとしても八人で対たい抗こうしろ、と言うのだ。


　そしてそれは、あまりに無茶な話だった。


　だが、やはりこいつらは反論してこない。まあ、反論したところでやるしかないのだから、もう、それはどうしようもないのだが。





　月光は続ける。


「ま、最悪ここで死んだところで、結果は変わらないがな。テンペロン・クローリーすら抑おさえられないなら、《預言》などどうにもできないだろう。結局は二十八日後には死ぬことになる。だから、死しにもの狂ぐるいでことにあたるぞ」


　と、言う。


　それに、やはり誰も反論してこない。


　その生徒会委員の顔を──仲間たちの顔を見つめながら、月光はすでに、これからどうするべきかを、考え始めている。


　サイトヒメアと鉄大兎に、《預言》の解かい析せきをさせる。


　碧水泉に、《軍》再構築のための組織作りと、世界中の魔ま術じゆつ組織たちとの交こう渉しよう役をさせる。


　セルジュ、ハスガに、対テンペロン・クローリーへの牽けん制せい役を頼たのむ。


　そして自分はその上で、さらに《預言》を壊こわすためのなにかを始める。


　なにか、と言ってもそれがなんなのかはわからないが、しかし、魔界マクアエへいったときと同じように、今度は《天てん魔ま》どもに会いにいってみようか、と、彼は思っていた。


　日向ひなたの運命を弄もてあそんだ偉えらそうな化け物どもに、会いにいってみようか、と思っていた。


　だがそれは、今日じゃない。


　今日はもう、ひどく疲つかれたのだ。


　だから月光はそこで言葉を止め、それから、


「だが、全部は明日あしたからにする。話は以上だ。今日は解散」


　と、言う。


　椅い子すに座る。


　しかし、誰も帰らない。


　黙だまったまま、こちらを見つめてきていて。


「……なんだ？」


　と聞く。


　するとそれに、泉が言う。


「いやー、大変なことになってきたねー」


　なんて、いまさらなことを言う。


　だから月光がそれに、泉のほうをにらむと、彼女は笑って続けた。


「《預言》とか初めて聞いたけど、すごいよねー。自分が知らないとこで、全部決まってたーとか、なーんかそれ、なんか、すごいなぁ」


　と、言う。


　それに月光は泉のほうを見る。


　すると彼女はやはり、楽しげに笑っていて、


「……たとえば今日、あれでしょ。私が花火を四セットも買っちゃってましたーってのも、《預言》には書かれちゃってるってことでしょう？」


　などと言う。


　それに月光は顔をしかめるが、さらに泉は続ける。


「おまけにここには生徒会のみんなが全員そろっちゃってて、さらにいー感じに外は暗くなっちゃってるよーってのも、《預言》に書かれてたってことでしょー？」


　なんて、言う。


　そしてそれに月光は、


「花火をやるつもりは……」


　が、美雷が言う。


「花火やる────!!」


　さらに泉が、


「花火やろ────!!」


　と言う。


　そしてそれに月光は、


「…………」


　うんざりしたようにため息をつく。


　そしておまえら勝手にしろ、と言おうとする。しかし泉に花火セットの一つを渡わたされてしまって。


「さあさあ、いこー！　早くしないと、夏休みが終わっちゃうぞー！」


　なんて言われて。





　どういうわけか、みんなで校庭に出た。





　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆





　夜の校庭に、花火の火が飛び散る。


「わー！」


　だの。


「きゃー！」


　だのといった、楽しげな声が響ひびく。


　夏の終わりの花火はそれなりに綺き麗れいで、


「…………」


　月光は、手に持っていた線せん香こう花はな火びの火花をじっと見つめる。


　するとその横に、大兎がくる。


　サイトヒメアはそばにいない。彼女は、両手いっぱいに花火を持った美雷に追いかけまわされ、


「え、なに、なに、きゃー」


　などと叫さけんで校庭を逃にげている。


　それに泉が笑う。


　セルジュが笑う。


　ハスガが笑う。


　そしてそれを眺ながめやりながら、横にきた大兎が言ってくる。大兎も線香花火を持っていて、月光の花火の横に並べてきながら、言う。


「なぁ月光」


「なんだ」


「ちょっと聞きたいことがあんだけど」


「うん？」


「シグレハルカって、知ってる？」


　そんなことを、聞いてくる。


　だが、月光はそれに、


「誰だれの名前だ？」


「あ、やっぱこれ、名前だよな」


「ん？　違ちがうのか？」


　と、聞く。


　だが大兎は首をかしげ、


「わかんない。ただ、《預言》でその名前見かけてさ」


　と、言う。


　こいつはどうやら、暴走したときの力によって《預言》を直接見ることができるようになってしまっているようだった。


　そして大兎は、見たのだ。


　この世界の、終しゆう焉えんの時を見たのだ。


　そこでは一人の女が、泣きながら笑って、魔ま法ほうを使っているのだという。


　見たこともない女が、世界を滅ほろぼす魔法を使っているのだという。


　そしてそれに、月光は聞く。


「……そのシグレハルカというのは、おまえが見たという、世界を滅ぼす魔法を使………………」


　が、そこで月光は言葉を止める。


「あっ」


　と、言う。


　そしてその瞬しゆん間かん、彼の持っていた線香花火が落ちてしまって。


　大兎が言う。


「あ、俺の勝ちな」


　それに月光は顔を上げ、それから大兎の持っていた線香花火の先を、ひょいっと手で払はらう。


「あ、てめ」


「なんだ？」


「大人げねぇなぁ」


　と大兎は笑う。


　それに、


「ふんっ」


　と言って、月光は顔をあげる。


　すると花火を振ふり回している美雷がこちらへ走ってきて、


「ゲッコー！」


　と言う。


「見てみてみてー」


　と言ってきて、月光は嫌いやそうに顔をしかめて、うなずく。


「ああはいはい。すごいな。よかったな」


「えへへー」


　とまた、彼女は走り始める。


　さらにその向こうでヒメアがこちらに手を振り、


「大兎～[image: ]　これ一いつ緒しよやろ、これこれ！」


　と、打ち上げ花火を両手で掲かかげている。


　さらにその向こうではねずみ花火をいくつも持ったハスガが、セルジュに向かってそれを投げようとしていて。


「ちょ、ハスガ、そういうのはあまり感心できな……」


「おりゃ～」


「わわ、わわわわ」


　なんて、セルジュが叫ぶ。


　もう、なにやら全員がずいぶんと楽しそうで、


「やー、最後にみんなと花火やれて、よかったなぁ」


　なんて、泉が一本、花火に火をつけてそれをくるくる回しながら隣となりにきて、言う。


　そしてその、最後、という言葉に、月光は泉のほうを見下ろして、


「最後？」


　と聞く。


　すると彼女はこちらを見て笑う。


「あは、月光ぽんが世界を救うから、最後じゃないって怒おこった？」


「…………」


「でもさ、高一の夏はやっぱり今日で最後だからさ」


「…………」


「だからやっぱり、最後にみんなで花火やれて、よかった」


　と、泉が言う。











[image: ]








　とても大切なことのように、彼女はそう言う。


　それに月光も、思いのほか楽しそうに花火をやっている生徒会の面々のほうへと目を向ける。


　まるで子供のようにはしゃぎ回っている、高一最後の夏休みの光景を見つめて、


「……また、来年もやればいいさ」


　と、言う。


　するとそれに泉が言う。


「来年？」


「ああ」


「《預言》をやっつけて？」


「ああ」


　そう、月光がうなずくと、なぜか泉は少しだけ寂さみしげに、それでいて、嬉うれしそうに、


「そだね」


　と、うなずく。


　それから彼女はこちらを見上げて、


「じゃ、来年の花火は月光ぽんのおごりね～」


　と、言う。


　それから泉は美雷やヒメアたちのほうへと駆かけ出だす。なにがそんなに楽しいのかわからないが、また、わーきゃーとはしゃぎ始める。


　夏の終わり。


　二度とこない、高一の夏の終わりを名な残ごり惜おしむように、彼女たちは笑っていて。


　そしてそれを見つめながら月光は、


「……ああ。もしも《預言》を壊こわして生き残れたら、いくらでも花火を買ってやる」


　とそう、呟つぶやいた。














　あとがき







　いっやー、この巻は書いてて消しよう耗もうしました。読んだ方はわかると思いますが、伏ふく線せんがたくさん回収されているからです。とくに人間関係。泣きながら書く場面も多かったのですが、いかがでしたでしょうかー？





　という話の前に、今回は最初に、大事件について話さなきゃいけないんだった！


　次の巻『いつか天魔の黒ウサギ９』の話なんですが。『いつ天８』が出たばっかで『９』の話するのはどうなのとも思うんだけど、でも『いつ天９』の話。





　事件１　12月発売予定の『いつ天９』はなんと、ＤＶＤ付限定版が発売されちゃいます！


　ＴＶ未放送エピソードアニメが本についてきちゃうんです！


　さらに事件２


　その、アニメには、『いつ天アニメ』に、伝勇伝のライナたちが乱入してくるシーンがあるんだぁあああああ！　ってまじか!?　大人の事情は大丈夫なのか!?　というのを全部かいくぐって、実現してしまいました！　おまけにライナたちのシーンの脚本は、僕、全部書き下ろしちゃったよ！　でもってそれ以外のシーンも気合入れすぎで、すげぇかわいくておもしろくなってると思います！　もう受注始まってるので、書店さんで予約してもらえると、嬉うれしいです。注文書はいつ天の原作＆公式ＨＰからダウンロードできま～す！


原作公式：http://www.itsu-ten.jp/


アニメ公式：http://kadokawa-anime.jp/itsu-ten


　検索してみてね！





　と、書いたところで、今回あとがきスペース、12ページとかあるんだよねぇ。いつものことながら、締切に終われまくりで近きん況きようとかそんなないんだよねー。ほんとなに書こう～？　と、思っていたのですが、思い付きました。近況じゃなくて、編集部に追いかけまわされている話は書けるよ！（笑）というわけで、今日した仕事について書いちゃいます。


　ええと、このあとがきを書くちょっと前に、僕がやっているもう一つのシリーズ『伝説の勇者の伝説』の、広告をどうするかについて話しあっておりました。


　この、いつ天８巻の最後のほうに載のる広告を、すげぇかっこいい奴やつにしようぜ！　と熱く打ち合わせておりました。あ、興味がある方はペラペラめくって最後のほうのページを見てみてください。今巻から、一番新しい伝勇伝の広告に変わっております。


「伝勇伝の内容が、一発でわかる広告にするぜ───！」


　とか担当さんは言ってたのですが、みんなに伝わったかなー。


　まだ読んでない方は、よろしくです。


　で、伝勇伝担当オークリーと熱く会話してると、横からいつ天担当キャサリンが、


「オークリー長い！　電話変わってください電話！　あ、鏡かがみさんですかー☆　いまメール送ったんですが、確認しましたか☆　あとがきに書いて欲しいことを送りましたぁ☆」


　とか言ってきます。ほいで、いつ天の話になります。


「ってかキャサリン」


「なんでしょう☆」


「もう、キャサリンのメールコピペでいいかな？」


「なに言ってるんですか☆　だめです☆」


「え～」


　というわけで、コピペじゃなく、書きまーす。





●７月８日（金）より、いつか天てん魔まの黒ウサギ、ＴＶアニメ放送中です！


　ちなみに→のこれは、キャサリンからのメールのコピペです。


「えー☆　だめって言ってるじゃないですかああ☆」


　ほっほっほ。


　でも、みんなアニメもう見たかなー？　いつ天アニメ、クオリティすごくない？　ヒメアの髪かみすごくない？　まだ見てない方は、よろしくお願いしまっす。


　ちなみに僕は、このあとがきを書いてる段階では一話目しか見てないので、なにげにみんなのほうがすでに見てるという！　僕よりみんな、いつ天に詳くわしいね！





　次～。


●ＷＥＢラジオ「ヒメアとミライの小悪魔こうさぎ生徒会室」もインターネットラジオステーション〈音泉〉＆アニメイトＴＶにて配信中！　毎週木曜日更こう新しんです～。


「ちょっとおおおおお☆　コピペはだめだってさっきから……」


　はい、お静かにー！


　ラジオはじまってるそうでーす。しかしこのあとがきを書いてる段階でははじまっていないので、僕はまだ聞いていません。が、きっとみんなはもう聞いてるよね！　なんか僕も呼ばれるとか言われてて、緊きん張ちようする。


　うう。





●などなど、アニメまわりの詳しい情報はアニメ公式ＨＰhttp://kadokawa-anime.jp/itsu-tenをチェックしてください！　というのを紹しよう介かいお願いします！　これに現在申しん請せいがきているグッズ情報が混ぜられるか謎なぞなのですが、間に合わなかったらそっちは同日発売のドラゴンマガジンをチェックしてください！　と逃にがしてください☆　あ！　９月発売のドラマガ11月号にはヒメアのフィギュアついちゃうんだぜ！　も入れて欲しいかも☆


　とのことでしたー。


「だーかーらー、私のメールをコピペするなぁああああああああ☆」


　はっはっはー。やってやった！


　と、こんな感じであとは近況に戻もどっていいんだろうか。他に書くことあったかな。


　あ！　そういえば、いつ天のあとがきに、いつ天の漫まん画がの紹介をもらったのだった！


　ちょっとみんな、こっから四ページ、どどどん！　と広告入れます。


　四本も広告入れます。


　見てみて。おりゃ！
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　と、いかがでしたでしょうか～。


　もう、いつ天はコミック展開がハンパないですね！


　まず、すでにみなさんお馴な染じみ、月刊ドラゴンエイジで連れん載さい中の、あさひな栞しおりさんが描えがく『いつか天魔の黒ウサギ』＆たにたけしさんが描く『いつか天魔の大うさぎ』。


　この二つはエイジプレミアムという電子雑誌に進出して、ネットでも読めるようになるらしいよ！





　さーらーに、富士見書房から飛びだして、月刊少年エース様（角川書店）を月げつ光こうが乗っ取りにいっております。


　今いま田だ秀ひで士とさんが描く、『紅月光の生徒会室』！　もう、この本が出て、すぐ五日後くらいには一巻が発売しちゃいます。


　ミスコンの子に月光がナンパされるあの話とか入ってるよ！（笑）　西アリア女学院の子。ちなみにこのアリア、なにげにこの巻にも出てきたよねーん。みんな気づいた？





　でもって最後のもういっこ。





　これはちょっと特とく殊しゆです。


　江え戸ど屋やぽちさんが描いてくれてる『いつか天てん魔まを斬きる魔女ヘクセン』。


　これ、まだ月刊コンプエース様（角川書店）で連載がはじまったばかりなんですが、なんと僕がフルで脚きやく本ほん形式で書き下ろしてます。もう、まったくの新作な勢いで設定まで組みまくってるので、こちらもぜひよろしくです。


　あ、ここで『魔女ヘクセン』制作エピソードを一つ。


　なんか、リーネちゃんの日本刀はこうだ！　と、イラストの榎か宮みやさんが摸造刀を購こう入にゆうし、実寸はこんな感じですと自ら構えた写真を撮とりまくって、漫画チームに送る、なんていう事件も発生しておりました。


　日本刀、ちょーかっこよくて、その榎宮さんの仕事に対する情熱にみんなで感動したんですが。


　したんですが！　


　しかし僕は感動しつつ、一つ疑問。


「なぜ榎宮っちはアシスタントの女の子とかに刀を持たさず、自らリーネ役になったのか！」


　榎宮さんいつもありがとねー！　信しん頼らいしてます。


　というわけでー。


　そんなこんなを書いていたら、ページが埋まって、もうほとんどなくなってしまったー。次は再来月あたりに出る、『紅月光の生徒会室４』かな。さらに年内には、さっき話した、伝勇伝チーム乱入シーンまで入った超豪華ＤＶＤ付限定版『いつか天魔の黒ウサギ９』！


　みんな、よろしくねー！





鏡貴也公式ＨＰ：http://www.kagamitakaya.com/




鏡貴也












いつか天てん魔まの黒くろウサギ８


魔女と花火と女学校





鏡かがみ　貴たか也や
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